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1.本書は、人雲村保健福祉課の依頼を受けて、人雲村教育委員会が平成10年度 (1998年 )に実施

した人雲村児童福祉センター建設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査の成果を取 りまとめたもので

ある。報告書の作成にあたっては、松江市と合併する以前の平成15年度に作成 し、印刷について

は合併後の平成18年度に行った。従って、本文の一部に合併前の内容の記述があることをお断 り

しておく。

2.本書で扱う遺跡の所在地及び調査面積は次のとおりである。

禅定寺遺跡 島根県松江市八雲町東岩坂111-5  本調査面積 866m2

3。 現地調査期間と費用は次のとお りである。

確 認 調 査  平成10年 4月 13日 ～ 4月 17日

本 調 査  平成10年 5月 25日 ～ 7月 3日

現地調査費用 2,401(千円)

4.調査組織は以下のとお りである。

[平成10年度]現 地調査

調 査 主 体  八雲村教育委員会  教育長 佐原通司

調査指導者  守岡正司 (島根県教育庁文化財課)

事 務 局  長島幸夫 (教育次長)、 藤田節子 (嘱託)

調査担当者  川上昭― (社会教育係主任主事)

調査補助員  田中和美 (臨時職員)、 深津光子 (臨時職員)

作 業 員  安部直義、安部当子、安都益子、石倉恒雄、石倉睦子、石原君子、石原政子

石原幸恵、近藤仁一、下川久就、高尾万里子、藤原秀子、山根隆、山根利子

遺 物 整 理  武田裕子

[平成15年度]報 告書作成

調 査 主 体  八雲村教育委員会 教育長 泉和夫

調査指導者  池淵俊― (島根県埋蔵文化財調査センター)

事 務 局  三好淳 (教育次長)、 藤田節子 (嘱託)

調査担当者  川上昭一 (社会教育係主任主事)

調査補助員  田中和美 (臨時職員)、 深津光子 (臨時職員)

遺 物 整 理  高尾万里子

5。 発掘調査及び報告書の作成にあたっては以下の方々から有益なご助言、ご協力、資料の提供を

頂いた。記して感謝の意を表する。 (順不同、敬称略。所属は平成15年 当時。)

高橋照彦 (大阪大学大学院文学研究科)、 中村唯史 (島根県立三瓶自然館)

東森市良 (八雲村文化財保護審議委員)、 三宅博士 (安来市和鋼博物館)

平尾政幸 (財団法人京都市埋蔵文化財研究所)、 廣江耕史 (島根県教育庁文化財課)

西尾克己 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 内田律雄 (同 )、 椿 真治 (同 )、 林 建亮 (同 )

丹羽野裕 (島根県古代文化センター)、 国正雄 (勝央町教育委員会)



6.本報告書の編集と執筆は、上記の調査指導者や協力者の指導と助言を得ながら調査員が協議し

て行った。

7.本書で使用した方位は磁北を示す。

8。 本書に掲載した「第 1図 :八雲町位置図 (1:400,000)」 は島根県松江土木建築事務所の管内図

を浄書して使用し、「第2図 :位置と周辺の遺跡 (1:25,000)」 は「八雲町管内図」を使用 した。

9.「第 2図 :位置と周辺の遺跡 (1:25,000)」 の遺跡番号は島根県教育委員会発行の F増補改訂島

根県遺跡地図 I』 (出雲・隠岐編)2003年 3月 と対応している。

10.土壌および遺物の色調には農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版標準土色帖』1996年版を参考にした。

11.本書で使用した遺構記号は次のとおりである。

SB…掘立柱建物跡   PT・ “掘立柱建物跡に伴うピット  P… ピット  sK・中土坑

SD…溝  T。中トレンチ

12.本遺跡出土遺物及び調査記録は松江市教育委員会で保管している。
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第 1章 位置 と環境

八雲村は島根県の東部、松江市の南にあた り、北 と西を松江市 (北 :旧大庭村 。西 :旧 忌部

村)、 南西部は雲南市大東町 (旧 海潮村)、 南東部は安来市広瀬町 (旧 山佐村・旧広瀬町)、 北東部

は八束郡束出雲町 (旧 意東村 。旧出雲郷村)に囲まれている。松江駅よリバスを利用 して約26分で

人雲村役場に、34分で熊野大社前に到着する。松江市街地への利便性に恵まれ、そのベッドタウン

として近年急速に宅地化が進み、県下市町村の中で高い人口増加率を示す村である。

村の規模は東西 8km。 南北10km。 面積約55.41km2で 、総面積の80%以上が山林で占め られて

いる。この山間に谷が形成されているが、これらはすべて意宇川本支流の浸食堆積作用によるもの

である。大きな谷に意宇川、桑並川、東岩坂川、川原川が形成した谷がある。その谷筋の沖積地に

は余すところなく水田が開かれている。平野はあまり発達をみせず、川が合流する村の北側 (意宇

川の中流域)部分に盆地状に展開している。

遺跡はこの谷と平野を取 り囲む部分に集中し、下流に向かうほど密集している。今回調査を行っ

た禅定寺遺跡もこの平野の南東部に位置する。以下、調査遺跡の報告にあたり、周辺の代表的な遺

跡について時代毎に概略を記す。

旧石器時代の遺跡 としては、空山遺跡 (F62)力珀驚野空山山頂に位置する。1971年に実施された

学術調査により、前期旧石器時代 と考えられる握槌、握斧、盤状石器、削器が出土 した。 しかし、

これら石器の剥離痕が自然に生じる破砕痕 とする意見もあり、この石器が果たして人為的に加工さ

れたものなのか、自然石であるのかの結論は出ていない。この他、真ノ谷遺跡 (106)や 折原上堤

東遺跡 (88)か らも旧石器時代にさかのぼる可能性のある石器が出上している。

縄文時代になると遺跡の調査例は増加するが、遺構に伴うものは少ない。その中にあって、西ノ

谷遺跡 (F73)か らはサヌカイ ト製ポイント形石器、黒曜石の二次加工のある剥片石器 とともに82

個のピット状の落ち込みが検出されている。これらのうち、P-1～P-15は 長軸 5m、 短軸3.5m

を測る楕円を描 き、その中央にP-16～P-20が方形に配置され、上屋構造を推定することも可能

である。また、前田遺跡 (97)で は、川辺から晩期の ドングリの貯蔵穴が見つかっている。実際に

ドングリが出上した土坑は4個であったが、立地や規模から貯蔵穴と考えられる土坑が多数検出さ

れている。この他、底部中央に小さなピットをもつ土坑も発見された。遺物は出土していないが、

形態などから縄文時代の落とし穴と思われるものであ り、折原上堤東遺跡、折原峠遺跡 (101)、 青

木遺跡 (98)、 谷ノ奥遺跡 (36)、 恩部遺跡 (63)、 真ノ谷遺跡からも同様の上坑が検出されている。

弥生時代の遺跡は縄文時代に比べると少なく、各遺跡から出土する遺物の量も僅かである。前期

の遺物としては、前田遺跡から壷と奏の破片が数点出土 している。但し、河川堆積層からの出土で

あり、遺構は見つかっていない。後期の遺跡としては折原峠遺跡が存在する。後世の掘削により大

部分が失われているが、第 2加工段の床面から後期前葉～中葉の草田2期 に含まれる奏が出上 して

いる。また、同丘陵上には折原上堤東遺跡 (第 Ⅱ調査区)が位置し、弥生時代後期後葉から古墳時

代前期初頭の竪穴住居跡 5棟が見つかっている。この他、村内からは熊野大社々地出土と伝えられ

ている銅鐸がある。 しかし、正確な出上場所は特定できていない。外縁付紐式に属するものであ

り、現存する高さ19.9cm(身高16.4cm、 鉦高3.5cm)、 鋳厚 2～ 3mm、 重量648gを 測る。文様は
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全体に不鮮明であるが、紐は綾杉文、鰭は鋸歯文、身は4区画となる袈裟欅支 (四区袈裟欅文)で

飾られている。

古墳時代になると、遺跡数が増加 し、 7割以上がこの時期のもので占められる。前期の古墳 とし

ては、 3基の方墳からなる小屋谷古墳群 (22)が存在する。埋葬主体は箱式石棺 と壷棺及び組合式

木棺であり、副葬品としては3号墳の組合式木棺内から刀子 1本と四地鏡 1面が出土 している。

中期以降になると、小規模な古墳群が丘陵上に造られるようになる。谷ノ奥遺跡の北東には、増

福寺古墳群 (42)・ 土井古墳群 (19)・ 増福寺裏山古墳群 (41)が分布 している。増福寺古墳群は一

辺6.0～ 14.5mの方墳26基 によって構成されている。特筆すべ きは、20号墳から出土 した須恵器子

持醜の親壷と、前田遺跡から出土した子壺とが接合できたことである。本来は親壷の肩部に4個の

子壷が取 り付けられていたものであり、このうちの 1個が前田遺跡の河川内から、もう1個が親壷

と一緒に20号墳の西裾平坦面からつぶされた状態で出土 している。残る2個の子壼は発見されてい

ない。土井古墳群は、増福寺古墳群の北側に位置する古墳群で、一辺7.0～ 11.Omの方墳13基 に

よって構成されている。増福寺裏山古墳群は土井古墳群と同じ丘陵に立地し、一辺10m前後の方墳

8基からなる。これらは尾根により便宜上 3つ に分けられているものの、本来は同一の群と考えら

れる。総数47基 を数えるこれらの古墳群は、密集度において、松江市大草町にある西百塚山古墳群

と同一の群をなしていたと考えられる人雲西百塚山古墳群 (21)に次 ぐものである。この 2つの古

墳群が村内では密集度の高いものである。この時期の住居跡には、折原上堤東遺跡 (第 I調査区)

があげられる。方形の竪穴住居跡 4棟が見つかり、このうちSI-03か らは多数の土師器に混 じり住

居内祭祀に用いられた泥岩製有孔円板 4点が出土 している。

古墳時代後期に入ると、出雲地方東部に多い石棺式石室をもつ池ノ尻古墳 (5)、 雨乞山古墳

(1)が築かれる。池ノ尻古墳は東岩坂川が造 り出した谷の水田中に位置する。墳丘は水田耕作の

際に削 られ、現在では石室がむき出しになっている。原位置から動いている石材 もあるが、現状で

の石室の規模は内法で幅1。 9m、 奥行 き1.3m、 高さ1.6mを 測る。雨乞山古墳は平野北東にそびえ

る雨乞山南麓に築かれたものである。墳丘は現状で一辺7.5× 8.Om、 高さ2.5mを 測 り、方墳 と考

えられる。意宇川下流域の古墳の影響を受けたこの古墳は人雲村最大規模の石室を有 し、この地域

の有力な豪族の存在を想定させる。一方、同時期の横穴墓は丘陵斜面に数基から十数基の単位で営

まれている。密集度の高いものに四歩市横穴墓群 (3)がある。増福寺古墳群の商側の丘陵山腹に

分布するものであり、確認できる横穴だけで28穴 を数える。玄室の平面プランは、大部分が方形で

天丼は丸天丼形をなしているが、非常に丁寧な四注式正整家形のものも数穴見 られる。この他、後

期の遺構 として前田遺跡から検出された貼石遺構がある。川辺に自然石を並べたものであり、遺構

周辺からは、勾玉、切子玉、土鈴、手捏ね土器、木製の琴、自玉が入った須恵器の壷、赤色顔料が

塗布された土師器の高郭、瓢箪、多量の〃

`核

等が出土している。また、付近の河川内からは頭椎式

の本製刀把装具や木製刀形、赤色顔料により優美な文様が描かれた木片などが出上していることか

ら、有力首長を中心に行われた川辺の祭祀遺跡と考えられる。

奈良時代の遺跡としては青木遺跡があげられる。第 I調査区で発掘された掘立柱建物跡の床面か

らは須恵器の杯蓋内面に「社辺」と刻まれたヘラ書土器 (転用硯)が出土している。付近からは須

恵器の灯明皿、「林」と書かれた墨書土器 2点なども見つか り、注目される。八雲村は、733年に編

纂された『出雲回風土記』によると、出雲国庁や意宇郡家が置かれていた「意宇郡大草郷」に含ま
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れ、八雲村域だけで 1つの郷を形成し得ないほど人口は希薄だったようである。それでも当地域に

は中央の神祇官の神名帳に登録されている官社が10社 (熊野大社・久米社・布吾爾社・宇流布社・

前社・田中社・詔門社・楯井社・速玉社・石坂社)、 出雲国庁で登録されている国社 7社 (毛弥社・

那富乃夜社 ,国原社・田村社・河原社・笠柄社・志多備社)が存在していた。このことは、村域の

各地に集落が形成され、それぞれが祭祀を行っていたことを裏付けている。

中世以降の遺跡の調査例は僅かである。熊野大社近 くにある叶ザコ遺跡 (F58)か らは奎器系の

奏を使用 した鎌倉時代の墓が見つかっている。また、墳頂部より五輪塔の基壇が検出された中山 2

号墳 (35)や、多数の火葬墓が検出された谷ノ奥遺跡が存在する。谷ノ奥遺跡の古墓群は低丘陵上

に位置し、25基以上の五輪塔が発見されている。この他にも、村内各所には多 くの五輪塔が点在 し

ている。本村は尼子氏の居城月山富田城のあった広瀬町と接 し、中海・宍道湖が近いという地理的

条件から要衝には山城が築かれ、熊野の地には尼子十旗の中に数えられる熊野城跡 (F12)が存在

する。戦国時代頃の伝承・文化財が数多 く残 り、今後中世の遺跡の増加と重要な遺構の発見も予想

される。

第 1図 八雲町位置図 (1:400,000)
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番号 名  称 種  別 概   要 番号 名  称 種 別 概  要

1 雨乞山古墳 古墳 方墳、石棺式石室、一部調査 雲場古墳 古墳

岩坂陵墓参考地 古墳 円墳、古墳周辺一部調査 掛合遺跡 散布地 須恵器

3 四歩市横穴墓群 横穴墓群 28穴確認、須恵器 田中社跡 神社跡

高丸横穴墓群 横穴墓群 4穴確認 大石窯跡 窯跡 須恵器

池ノ尻古墳 古墳 石棺式石室、須恵器 恩部遺跡 散布地 一部調査・保存、中世陶磁器、五輪塔

安田横穴墓群 横穴墓群 2穴、平天丼型 恩部山横穴墓群 横穴墓群

7 岩屋口横穴墓群 横穴墓群 8穴 (2穴消滅、1穴調査) 紙屋遺跡 散布地 磨製石斧

青木横穴墓群 横穴墓群 2穴確認 餌谷遺跡 散布地 消滅、現在の大明団地

東岩坂要害山城跡 城跡 山城、石垣、消滅 穴田遺跡 散布地 円筒埴輪、土師器

大石城跡 城 跡 山城、郭、腰郭、通称じゃ山城跡 雨乞山古墳群 古墳群 方墳 2基

松廻古墳群 吉墳群 方墳4基以上、2・ 3号発掘調査 雨乞山遺跡 祭祀遺跡 土師器

松廻横穴墓群 横穴墓群 8穴以上、1・ 4号発掘調査 細田古墳群 古墳群 方墳 2基確認

高野横穴墓群 横穴墓群 2号発掘調査・直刀、鉄鏃、斧他 松ノ前古墳 古墳 方墳

土井古墳群 古墳群 方墳13基、13号発掘調査 浜井場遺跡 散布地 須恵器、土師器

大円寺上古墳群 古墳群 円墳 2基 中山五輪塔群 古墓 五輪塔、石塔は原位置移動

八雲西百塚山古墳群 古墳群 方墳47基 戸波遺跡 住居跡他 一部調査,埋没、須恵器、陶磁器、漆器

小屋谷古墳群 古墳群 方墳 3基、発掘調査・消滅 屋敷谷五輪塔群 古墓 五輪塔

大円寺遺跡 散布地 土師器 善三郎谷横穴墓群 横穴墓群 8穴

大谷古墳群 古墳群 方墳 2基、子持壷 落井古墳群 古墳群 方墳10基

御崎谷遺跡 散布地 須恵器、土師器、発掘調査・一言卜埋没 落井東横穴墓群 横穴墓 1穴開回

神納遺跡 散布地 須恵器、土師器 落井西横穴墓群 横穴墓群 11穴 以上

桧廻遺跡 散布地 須恵器、土師器他 禅定寺遺跡 住居跡 陶磁器、須恵器、石帯

神納横穴墓 横穴墓 青木谷遺跡 散布地 須恵器、土師器、黒曜石

神納古墳群 古墳群 5基 折原上堤東遺跡 住居跡 一部調査,消滅、竪穴住居、掘立柱建物跡

和田平横穴墓群 横穴墓群 3穴、埋没 折原中堤北遺跡 散布地 須恵器

岩海古墳群 古墳群 方墳 1基、円墳 1基 上元田遺跡 散布地 須恵器、土師器、黒曜石

勝負谷古墳群 古墳群 方墳2基、円墳2基、1号発掘調査,消滅 椎木谷遺跡 散布地 須恵器、土師器

高丸古墳群 古墳群 円墳 2基 増福寺横穴墓群 横穴墓群 2穴確認、法面に玄室の一部カド残存

山崎遺跡 散布地 一部発掘調査・埋没、須恵器、打製石斧 前日遺跡 祭祀遺跡 調査・埋没、自然河川跡、木製琴

中山古墳群 古墳群 方墳5基、2号発掘調査・消滅 青木遺跡 住居跡 一部調査・消滅、竪穴住居、掘立柱建物跡

谷ノ奥遺跡 古墳`古墓群 方墳3基、円墳1基、火葬墓、一部調査 折原中堤遺跡 住居跡 一部調査・消滅、竪穴住居跡、土師器

北折原遺跡 古墳他 方墳1基、横穴2穴、一部調査,消滅 折原峠遺跡 住居跡 一部調査・消滅、竪穴住居跡、殊生土器

安田古墳群 古墳群 円墳 2基、1号調査・消・in 赤坂遺跡 散布地 須恵器、土師器

外輪谷横穴墓群 横穴墓群 13穴、12号調査・消滅・鉄鎌他 中山遺跡 散布地 須恵器、土馬

四歩市古墳群 古墳群 方墳 6基 宮谷遺跡 生産遺跡 調査・消滅、製炭跡

増福寺裏山古墳群 古墳群 方墳 8基 真ノ谷遺跡 住居跡 調査・消滅、加工段、落とし穴

増福寺古墳群 古墳群 方墳26基、一部調査・消滅 反田遺跡 散布地 須恵器

原ノ前横穴墓群 横穴墓群 調査・消滅、須恵器、鉄鏃、刀子 瀧谷奥遺跡 散布地 土師器

細田横穴墓群 横穴墓群 平入家形 鑓溝遺跡 住居跡 ? 一部調査,消滅、須恵器、磨製石斧

禅定寺横穴墓群 横穴墓群 6穴 大谷遺跡 散布地 一部調査.埋没、旧河川、須恵器、土師器

禅定寺古墳群 古墳群 方墳10基 勝負谷遺跡 散布地 須恵器、土師器、石錘

折原横穴墓群 横穴墓群 3穴 桑並城跡 城 跡

折原下堤遺跡 散布地 須恵器、土師器 禅定寺城跡 城跡 郭、土塁、堀切、連続竪堀

大日堂横穴墓群 横穴墓群 4穴確認、須恵器 大田山神社跡 神社跡 調査・消滅、加工段、社殿の基壇

岩坂神社横穴墓群 横穴墓群 須恵器 禅定寺五輪塔群 古墓 凝灰岩製の五輪塔群が多数散在

古城遺跡 散布地 一部調査,消滅、須恵器、縄文土器

第 1表 周辺の遺跡一覧表
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[註]

註 l F増補改訂島根県遺跡地図I』 (出雲・隠岐編)島根県教育委員会 2003年 3月 (P-1)

註 2 赤澤秀則「1.出 土遺物・時期」F南講武草田遺跡 講武地区県営園場整備事業発掘調査報告書 5』 鹿島町教

育委員会 1992年 3月 (P-1)

[参考文献 ]

・八雲村文化財調査報告 1『空山遺跡発掘調査概報』人雲村教育委員会 1972年 3月

。人雲村文化財調査報告3『人雲村の遺跡』八雲村教育委員会 1978年 3月

。人雲村文化財調査報告4 宝満山地区県営公害防除特別土地改良事業に伴う

F土井13号墳発掘調査報告書』入雲村教育委員会 1979年 3月

。人雲村文化財調査報告7 昭和55年度宝満山地区県営公害防除特別土地改良事業に伴う

F増福寺古墳群発掘調査報告書』人雲村教育委員会 1981年 3月

・八雲村文化財調査報告8 日吉台サニーハイツ造成工事に伴う『御崎谷遺跡・小屋谷古墳群発掘調査報告書』八

雲村教育委員会 1981年 3月

。人雲村文化財調査報告10 昭和56年度宝満山地区県営公害防除特別土地改良事業に伴う F増福寺古墳群発掘調査

報告書』人雲村教育委員会 1982年 3月

・八雲村文化財調査報告11 県道大東 。東出雲線改良工事に伴う F中 山2号墳・中山五輪塔群』八雲村教育委員会

1982と,3月
・八雲村文化財調査報告13 新山村振興農林漁業対策事業に伴う『折原上堤東遺跡発掘調査報告書』八雲村教育委

員会 1994年 3月

。人雲村文化財調査報告16「一般国道432号 道路改良工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告Ⅱ」『山崎遺跡 。前田

遺跡 (第 I調査区)発掘調査報告書』八雲村教育委員会 1999年 12月

・八雲村文化財調査報告17 西岩坂地区一般農道整備事業に伴う『真ノ谷遺跡発掘調査報告書』人雲村教育委員会

20004F3月

。人雲村文化財調査報告19「一般国道432号 道路改良工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告Ⅳ」F前田遺跡 (第 Ⅱ

調査区)発掘調査報告書』八雲村教育委員会 2001年 3月

・八雲村文化財調査報告20「一般国道432号 道路改良工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告V」 F谷 ノ奥遺跡発掘

調査報告書」八雲村教育委員会 2002年 3月

・八雲村文化財調査報告22 F折原峠遺跡・折原中堤遺跡・古城遺跡』八雲村教育委員会 2003年 3月

・『青木遺跡第I調査区終了報告』人雲村教育委員会 1996年 8月

・『人雲村誌』八雲村 1998年12月

・『石棺式石室の研究』出雲考古学研究会 1987年10月

・『神々の国 悠久の遺産』―古代出雲文化展― 島根県教育委員会 1998年 3月

・『北松江幹線新設工事・松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』(西の谷遺跡)島根県教育委員

会 1987年 3月

。勝部 昭「出雲・隠岐発見の青銅器」『古文化談叢 8』 1981年

・宮本徳昭「人雲村・叶ザコ遺跡出土の常滑甕」『松江考古第8号』松江考古学談話会 1992年 12月
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第 2章 調査に至る経縛

近年、核家族化や少子化の進行、地域の結びつきの希薄化などにより、子育てに対する不安や孤

立化が増大 している。また、子どもたちは仲間遊びの不足などによる心身の未発達が問題になりつ

つある。このような状況下、人雲村では社会福祉センターの一室で子育て相談を行うとともに、施

設の一部を遊び場として解放しているが、他の施設利用者との関係もあり十分な対応ができている

とはいえない。また、放課後自宅に帰っても誰もいない、いわゆる放課後児童の増加が予想されて

いる中、放課後児童クラブを既存のプレハブ施設で実施しているが、老朽化のため施設及び環境面

の改善が必要となってきた。

人雲村では、これら子育てに関するニーズを把握するため、平成 7年度に実態調査を行い、子育

て中の家族の現状と意向をふまえ、平成 8年度にエンゼルプランを策定した。この中で、子どもの

遊びを通した体力増進の場、異年齢間児童の交流の場、情操を育む場として、また、児童の健全育

成活動のネットワークの中心となる施設の必要性が示された。こうして、人雲村保健福祉課では、

この方針に基づいて入雲村児童福祉センターの建設を行うこととなった。建設場所としては、児童

福祉ゾーンとしての整備を図るため、人雲幼稚園と保育園に挟まれた水田が選定された。

この事業に先立ち、平成 9年12月 24日 、八雲村保健福祉課から八雲村教育委員会あてに入雲村児

童福祉センター建設工事予定地内における埋蔵文化財有無についての照会がなされた。工事予定地

内には禅定寺遺跡が存在していたことから計画変更が可能かどうかの協議を行ったが、福祉ゾーン

として体系的な整備を行う関係もあり、ここ以外の場所では計画自体が成り立たなくなるとの結論

に達し、人雲村教育委員会が主体となり調査を行うこととなった。

第 3章 調査の経過

調査はまず、遺跡の範囲と性格を把握 し、本調査に備える意味での試掘調査を実施することとし

た。工事用基準杭を利用して直線を設け、これと直交するように5× 5mのグリッド組み、グリッ

ド毎に 2× 2mト レンチを設定した。平成10年 4月 14日 から掘削作業に取 りかか り、随時遺構の精

査を行った。必要が認められた場合は試掘 トレンチを拡幅、増設し、最終的には14個 の トレンチを

設定している。この後、 4月 17日 に全体写真の撮影とトレンチの配置図を作成し、試掘調査を終了

した。調査により、開発予定地の約半分にあたる350m2の範囲で遺物の散布と柱穴等の遺構が確認

されたため、引き続き八雲村教育委員会が主体 となり本調査を実施することとなった。

本発掘調査は試掘調査結果を基に調査区を設定 し、平成10年 5月 25日 から耕作土層を重機により

除去することから始めた。この後、 5月 27日 より手掘 りによる掘削作業を開始 し、随時遺構の精

査、写真撮影を行った。 7月 1日 に全体写真の撮影、 7月 2日 に地形測量、 7月 3日 に撤収作業を

行い現地での調査を終了した。工期の関係等で現地説明会は行わなかったが、調査期間中に幼稚

園・保育園児の送迎に来られる保護者を対象として出土遺物の展示、説明会を開催 した。限られた

短い時間ではあったが、沢山の方に見学 していただけたのは成果であった。
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第 4章 遺跡の概要

今回調査を行った禅定寺遺跡は標高29.00～ 29。 50mを 測る水田中に位置する。遺跡の北西には八

雲第一の早田平野が展開してお り、県道を挟んだこの水田との比高差は約1.5mを 測る。早田平野

の耕作上下からは拳大の礫層が検出されるのに対 し、調査地からこのような礫層は検出されていな

い。このことから調査地は、早田平野を北流する意宇川の浸食堆積作用を受けない場所であったと

考えられる。南から東側にかけては平野に舌状に突き出した丘陵が伸びる。ここは非常に見晴らし

が良い場所であり、遺跡の密集地帯として知られている。特に、南東の山頂は『雲陽誌』にも記載

があり、意宇郡東岩坂の条に「古城山 城主年暦 しれす裡民此山を禅定寺といふ」と記されている。

今回の調査では、第 1遺構面から掘立柱建物跡 4棟 (SB-01～ 04)、 土坑 6個 (SK-01～ 06)と

多数のピットを検出した。また、第 1遺構面を更に掘 り下げた第 2遺構面からは土坑 1個 (SK―

07)と 溝 4本 (SD-01～ 04)を検出している。

以下、第 1遺構面と第 2遺構面に分け遺跡の概略を記す。

プ

l                              m

第 3図 調査区配置図 (S=1:600)
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第 1節 第 1遺構面の調査

耕作土層の直下には遺物を多量に含んだ褐灰色土層が堆積 していた。この土層は開発予定地の南

側部分で確認 したが、東側と北側からは検出していない。表土層と水平に10～ 15cmの厚さで堆積

するものであり、これを取 り除くと多数の柱穴と土坑を検出することができた。この遺構検出面を

便宜的に第 1遺構面と呼んでいる。

第 1遺構面では、多数の柱穴が遺構の主体をなしており、掘立柱建物跡 4棟を復元することがで

きた。切 り合い関係にある建物跡やピットもみられ、建て替えも行われていたと考えられる。これ

らの建物跡は基本的に後述の第 2遺構面を埋め立てた整地層の上に作 られていた。

遺物は包含層である褐灰色土層の他、遺構内からも多数出上している。建物を構成するピット内

出上の遺物については、それぞれの掘立柱建物跡の項に記載した。また、建物を復元することので

きなかったピット内出土遺物については「11.ピ ット内出土遺物」の項にまとめて掲載している。な

お、包含層から出土した遺物については「12.遺構外出土遺物」として記載した。

1.SB-01(第 6図、第 3・ 9表)

調査区の標高28。 75～ 29.25mを 測る場所で検出された掘立柱建物跡である。梁間 2間 ×桁行 3間

であるが、北束の梁間中央の柱はやや片寄った場所に位置する。建物の規模は梁間長3.82mと 3.96

m、 桁行長7.84mと 7。 95mを測る。柱間距離は梁間が1.58～ 2。 40m、 桁行が2.15～ 3。 30mで ある。

北西側の桁行には1.19～1.33mの幅で庇か縁状の張 り出しが付設されている。南東側にも同様の施

設が付随する可能性もあるが、開発予定地外となるため調査を行っていない。建物部分のピットの

規模はPT14が最小で26× 26cm、 PT9が最大で44× 47cm、 深さはPT 7が最も浅 く11.9cm、 PT 9

が最も深 く62.4cmを 測る。張 り出し部分のピットはPT16が最小で26× 27cm、 PT19が最大で35×

89cm、 深さはPT18が最も浅 く16。 7cm、 PT19が最も深 く49.2cmを 測る。後述のSB-02・ 04と 切

り合い関係が認められたが、新旧関係は不明である。主軸はSB-03と 同じN-60.5° 一Eであり、

SB-02と もほぼ同方向である。遺物 としてはピット

内から縄文土器 1点、土師器16点、須恵器 4点、土師

質土器 2点、陶器 (盗器系)1点、石器 (石鏃)1個、

銭貨 1枚、柱根 1本が出上した。

SB-01ピ ット内出土遺物 (第 5図 1～ 3)

1は高台をもつ土師質土器底部の破片である。径の

復元は小片のため不正確であるが、高台径 6cm前後

のものである。PT 3・ 4よ り出土 した。 2は銭貨で

ある。錆化のため判然としないが、1068年初鋳の熙寧

元賓と考えられる。銭径2.35mm、 銭厚1。 30mm、 残

存重量1.4gを測る。 1の土師質土器 と同じPT 3・ 4

から出上 してお り、出雲市の渡橋沖遺跡SB01で みら

れるような「地鎮め」の跡と思われる。この他、村内

の恩部遺跡Tllか ら検出されたピット内からは銭貨 1   
第5図 SB-01ピット内出土遺物実測図

点が単独で出土している。 3は柱根である。劣化が著     (上 器1/3・ 銭貨1/1・ 柱根1/8)
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しく丸太材なのか角材なのか判らない。

51.3cm、 幅9.6cm、 厚さ8.5cmを測る。

材質はクリ材であり、表皮は認められなかった。残存長

PT12よ り出土した。
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第 6図 SB-01実 測図 (S=1/60)
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2日 SB~02(第 7図、第10・ 11表 )

調査区の標高28.75～ 29。 25mを 測る位置で検出された総柱の掘立柱建物跡である。梁間 2間 ×桁

行 3間であり、規模は梁間長4.60mと 4.90m、 桁行長10.6mと 10.86mである。今回検出された建物

跡の中では帰大のものである。柱間距離は梁間が2.20～2.63m、 桁行が3.22～4.40mを 測る。四方

に庇か縁状の張 り出しが付設されているものとして復元したが、南西側の張 り出し部分のピットま

でが他に比べると非常に長 く3.25mを測る。この張 り出し部分は別の建物跡のピットとする意見も

あり、 3方に張 り出しをもつ建物跡の可能性 もある。南西側以外の 3方の張 り出しは1.00～1.32m

の位置に巡る。ピットの規模は、建物部分ではPT 7が最小で29× 32cm、 PTlが最大で47× 63cm、

深さはPTlが最も浅 く20。 7cm、 PT5が最も深 く76。 5cmを測る。張 り出し部分のピット (PT13～

27)はPT19が最小で16× 17cm、 PT26が最大で49× 53cm、 深さはPT14が最も浅 く14.5cm、 PT18

が最も深 く56.8cmを測る。SB-01・ 04と 切 り合い関係が認められたが、新旧関係は不明である。

主軸はN-59.5° 一Eであり、SB-01・ 03と ほぼ同方向である。遺物としてはピット内から土師器

36点、須恵器17点、土師質土器 3点、鉄淳 2点、柱根 1本が出土した。

SB-02ビ ット内出土遺物 (第 9図 4～ 8)4は 須恵器郭である。体部は口縁部に向け内湾気味

に立ち上が り、口縁端部外面に沈線を施し、括れ部を作 り出す。口径12.3cmを 測る。PT15よ り出

上した。 5は須恵器壷底部の破片と考えられる。平坦な底部より体部が斜上方へ向け直線的に立ち

上がっている。残存する外底面には糸切 り痕は観察できない。底径13.5cmを 測る。 4と 同じPT15

より出上した。 6・ 7は鉄津である。 6は鉄分が多 く含まれているようで磁石に付着する。長さ

3.2cm、 幅2.4cm、 厚さ1.6cm、 重量17.3gを 測る。PT lよ り出土した。 7は磁石に付着しないも

のであり、表面には砂粒の付着が認められる。長さ3.4cm、 幅2.2cm、 厚さ1.65cm、 重量9。 5gを

測る。PT 2よ り出上 した。 8は心材が用いられた柱根である。幅の広い方が下になり、ピットの

中央に据え置かれた状態で出上した。底部には明瞭な加工痕が残るが、側面は劣化が著しく丸太材

なのか角材なのか判らない。材質はクリ材であり、表皮は認められなかった。残存長23.7cm、 幅

9.8cm、 厚さ8。 4cmを 測る。張 り出し部と考えられるPT41よ り出土した。

3.SB-03(第 8図、第12・ 13表 )

調査区の標高28.50～ 29.00mを 測る場所で検出された総柱の掘立柱建物跡である。梁間 2間 ×桁

行 4間であり、15個のピットにより建物が構築されている。このうちの 7個以上が切 り合いをもつ

ピットであるが、各ピット間の新旧関係は不明である。建て替えが行われたと考えられるが、同軸

の建物跡が重なっている可能性もある。 2間 ×4間 として復元 した場合の規模は梁間長3.50mと

3.64m、 桁行長9。 42mと 9.58mで ある。柱間距離は梁間が1.50～ 1。 97m、 桁行が1。 95～ 2.80mを 測

る。ピットの規模はPT8が最小で直径14cm、 PT2が最大で39× 42cm、 深さはPT 8。 9が最も浅

く17.3cm、 PT20が最も深 く42.3cmを測る。主軸はSB-01と 同じN-60.5° 一Eであり、SB-02と

もほぼ同方向である。遺物としてはピット内から土師器11点、須恵器 2点、土師質土器 8点が出土

した。いずれも細片のため、図化できたのは土師質土器 1点だけである。

SB-03ピ ット内出土遺物 (第 10図 9)9は 土師質土器口縁部の破片である。逆「ハ」の字状に

立ち上がるものであり、口縁部を若干厚 く仕上げ、端部は丸 くおさめる。小片のため径の復元は不

正確であるが、口径12cm前後のものである。PT23よ り出上した。

-12-
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4.SB-04(第 12図、第14・ 15表 )

調査区の標高28.75～ 29.25mを 測る場所で検出された掘立柱建物跡である。梁間 2間、桁行 4間

として復元したが、梁間 2間、桁行 3間 としても復元できる。 2間 X4間 として復元した場合の規

模は梁間長4。 12～ 4.24m、 桁行長9。 32～ 9。 50mで ある。柱間距離は梁間が1.76～ 2.46m、 桁行が

2。 17～2.50mを測る。南東側の桁行には1.61～2。 10mの幅で、庇か縁状の張 り出しが付設されてい

る。建物部分のピットの規模はPT7が最小で22× 23cm、 PT5が最大で48cm、 深さはPT 6が最も

浅 く14.2cm、 PT 5が最も深 く43.7cmを測る。張 り出し部分のピットはPT22が最小で14× 15cm、

PT20が最大で34× 38cm、 深さはPT21が最 も浅 く8。 9cm、 PT16が最 も深 く36。 6cmを測る。SB一

〇1・ 02と 切 り合い関係が認められたが、新旧関係は不明である。遺物としてはピット内から土師器

39点、須恵器 9点、土師質土器16点が出土した。主軸はN-33° ―Eである。

SB-04ピ ット内出土遺物 (第 11図 10～13)10。 11は 口縁が外反する土師器甕である。10は 口縁

端部内面が若干窪む。口径21.5cmを測る。PT 9よ り出土 した。11は小片のため口径は不明であ

る。PT4よ り出土した。12は 強く外反する口縁をもち、やや厚手であることから甕・甑・亀の類

と考えられる。口径は24.4cmを 測る。11と 同じPT4よ り出土した。13は土師質土器口縁の破片で

ある。外部は内湾気味に立ち上がり、口縁端部を丸 くおさめる。底部の剥離痕から台付 きのものと

考えられる。小片のため口径の復元は不正確であるが、9cm前後のものである。PT 2よ り出土した。

卜内出土遺物実測図 (土器1/3・ 鉄滓1/2・ 柱根1/8)

、`  十i=

第11図 SB-04ビ ッ

12

卜内出土遺物実測図
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5.SK-01(第 13図 )

B-5区の標高28.75～29.00mを 測る位置で検出された性格不明の土坑である。平面はやや形の

崩れた隅丸方形を呈 し、現状での規模は長辺133cm、 短辺118cm、 深さ最大35.Ocmを 測る。壁面

は平坦な底部より斜め上方に向け真っ直ぐに立ち上がっている。遺物としては、第 2層の黒褐色土

層より土師器36点、須恵器 9点、土師質土器52点が出上している。

土坑の時期は、出上した土師質土器が10世紀から12世紀前半にかけての特徴を持っていることよ

り平安時代と考えられるが、詳細な時期は不明と言わざるを得ない。

SK-01出土遺物 (第 14図 14～26)141よ 土師器の鍋である。胴部の張り出しが口縁以上にならな

いものであり、口縁部は強く外反し水平方向に伸びる。体部内面には横方向のヘラケズリが施され

ている。外面全体に炭化物と煤が付着してお り、煮炊きに使用されたと考えられる。15は土師器の

鍋か奏であり、外面には炭化物の付着が認められる。厚さの不均―な粗製品であり、歪みのため径

の復元は不正確であるが、25cm前後のものである。16は 輪状つまみをもつ須恵器の郭蓋であ り、

つまみ部径4.8cmを測る。17は須恵器の壺である。頸部下に突帯が巡 り、肩部には沈線が施されて

いる。調整は内外面回転ナデである。18～ 26は土師質土器である。18は完形に復元できた郭であ

り、口縁が残存している部分は体部が反 り気味に立ち上がるプロポーションをもつが、他の部分は

外部下半に弱い膨 らみをもつ。器面は回転ナデによる凸凹痕が目立たず、平滑である。法量は口径

11.5cm、 底径5。 6cm、 器高4。 lcmを測る。第20図 41や 第36図 137～ 139と 同様の形態になるものと

考える。19・ 20は 口縁の破片であり、内外面に回転ナデによる凸凹痕が顕著に残る。口径は19が

11.6cm、 20が15。 7cmを 測る。21～ 24は 無高台の底部片である。底径は21が5.3cm、 22が 5。 4cm、

23が5。 4cm、 24が5。 5cmを測る。いずれも切 り離しは糸切 りと考えられるが、風化のためはっきり

しないものもある。25・ 26は高台をもつ底部の破片である。高台径は25が7.6cm、 26は 9.Ocmを測

る。底部の切 り離しは風化のため判然としないが、25は糸切 りと考えられる。
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6.SK-02(第 15図 )

C-5区の標高28。 75～29.00mを測る位置で検出された性格不明の上坑である。平面は歪な円形

を呈し、現状での規模は上縁部径190～ 215cm、 底部径120～ 123cm、 深さ最大88.5cmを 測る。中

央部が浅 く窪んだ底部より壁面は斜め上方に向け真っ直ぐに立ち上がっている。この上坑を取 り囲

むように5つの小ピットが検出されている。規模も揃っており、埋土も灰褐色土層であった。何 ら

かの上屋を想定することも可能である。小ピットの規模は長軸径で22～ 30cm、 深さ最大13.4～

46.5cm、 柱穴間の距離は85～ 165cmを測る。SK-02出上の遺物 としては第 1層の灰褐色土層より

上師器 6点、須恵器13点、土師質土器 4点が出土した。

SK-02出土遺物 (第 16図27～29)27は土製支脚である。三方向に突起をもつタイプのものであ

り、強い縦方向のナデにより仕上げられている。28は須恵器雰底部の破片である。高台が底部の外

縁につき、体部は斜め上方に向け立ち上がる。高台径10.Ocmを 測る。29は土師質土器底部の破片

である。底部外面は低い高台状を呈しており、底径は5.Ocmを 測る。

-20-
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7日 SK-03(第 17図 )

C-4区の標高28.75～29.00mを測る位置で検出された性格不明の土坑である。平面は円形を呈

し、現状での規模は上縁部径80cm、 底部径60cm、 深さ最大20,7cmを測る。SK-04と 切 り合って

おり、新旧関係はSK-03(新)一 SK-04(古)である。遺物は土師器24点、須恵器 6点、土師質

土器23点 の他、明瞭な加工痕はないが、他地域から持ち込まれたと考えられる軽石 1点が出土した。

SK-03出土遺物 (第 18図30～38)30・ 31は須恵器郭である。30は逆「ハ」の字状に伸びる体部

をもち、口縁部で外反する。口径14。 2cmを 測る。31は無高台の底部片である。小片のため径の復

元は不正確であるが、10cm前後のものである。底部外面には糸切 りの痕跡が観察できる。32～ 38

は土師質土器である。32は外反する口縁部の破片であり、日径14.2cmを 沢1る 。33～36は無高台の

底部片である。底径は33が4.8cm、 34が5。 4cm、 35が5.6cm、 36が6.Ocmを測る。いずれも切 り離

しは糸切 りと考えられるが、風化のためはっきりしないものもある。37・ 38は高台をもつ底部の破

片である。高台先端を欠いており、高台径は不明である。
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8日 SK-04(第19図 )

C-3・ 4区の標高28.75～29.00mを 測る位置で検出された性格不明の土坑である。平面は長方

形を呈 し、現状での規模は長辺148cm以上、短辺78cm、 深さ最大20。 7cmを測る。SK‐ 03と 切 り合

いが認められ、新旧関係はSK-03(新)一 SK-04(古)である。また、位置関係からするとSB―

02・ PT 3と SB-04・ PT 3と 切 り合っているようだが、現地調査時にピットを検出することはで

きなかった。遺物としては、土師器28点、須恵器 8点、土師質土器10点が出土している。

土坑の時期は、出上した土師質土器が10世紀から12世紀前半にかけての特徴を持っていることよ

り平安時代と考えられるが、詳細な時期は不明と言わざるを得ない。

SK-04出土遺物 (第20図39～42)39は 土師器の鍋であり、強 く外反する厚手の口縁をもつ。厚

みが不均一な粗製品であり、径の復元は不正確であるが、24cm前後のものである。40は平底を有

する須恵器の壺である。平坦な底部より体部が斜上方に向けて真っ直ぐに伸びる。底部外面はナデ

調整である。41・ 42は土師質土器である。41は無高台の郭であり、上げ底気味の底部より体部が逆

「ハ」の字状に立ち上が り、体部下半に弱い膨 らみをもつ。法量は口径11.4cm、 底径5。 6cm、 器高

4.lcmを 測る。42も 無高台の不と考えられる。内湾気味に立ち上がる体部上半に弱い膨 らみをも

ち、口縁端部は若干外反する。日径11.6cmを測る。
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第20図 SK-04出土遺物実測図

第19図 SK-04実測図 (S=1/30)
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9日 SK-05(第21図 )

C-3区の標高28,75～ 29.00mを測る位置で検出された性格不明の土坑である。平面は楕円形を

呈 し、現状での規模は長軸162cm、 短軸98cm、 深さ最大20。 9cmを 測る。遺物としては、土師器40

点、須恵器13点、土師質土器44点、鉄淳 1点が出上 している。

SK-05出土遺物 (第22図43～50)43～45は須恵器である。43は輪状つまみをもつ郭蓋の破片で

あり、つまみ部径4.lcmを 測る。441よ郭蓋口縁部の破片であり、端部が僅かに下方に引き出されて

いる。口径18.Ocmを測る。45は皿である。逆「ハ」の字状に大きく開く体部をもち、口縁部で緩

く外反する。底部外面には、高台が剥離 した痕跡が残る。口径18。 2cmを測る。46～ 49は土師質土

器である。46は体部が内湾気味に立ち上が り、日縁部で緩 く外反する。口径13.6cmを 測る。471ま

先端が若千外方に折 り曲げられている口縁部の破片。小片のため径は復元できなかった。48。 49は

無高台の底部片である。底部の切 り離 しは糸切 りであ り、底径は48が4.8cm、 49が 5。 6cmを測る。

50は鉄淳である。磁石には付着しない。重量50.5gを 測る。
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第22図 SK-05出 土遺物実測図
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10.SK-06(第 23図 )

B・ C-7区の標高28.75～ 29.00mを測る位置で検出された性格不明の上坑である。平面は形の

崩れた楕円形を呈 し、現状での規模は上縁部長軸97cm、 短軸約78cm、 深さ最大15。 Ocmを 測る。

遺物は出土していない。

lcxl lcxl

A

1哩

第23図 SK-06実 測図 (S=1/30)
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1lJピ ット内出土遺物 (第24図51～ 60、 第16表 )

第 1遺構面からは、掘立柱建物跡を復元することができなかったピットが138個見つかっている。

この内39個 のピット内から遺物が出土しており、ここではこれらのピット内から出土した遺物を取

り扱う。出土遺物の内訳は土師器68点、須恵器13点、土師質土器52点である。

51～ 53は土師器である。51は 口縁部が外反するもので、奏・甑・竃の類である。口径は小片のた

め復元できなかった。B4・ 5区のP16よ り出上した。52は 口縁部が外方に向け大きく開くもので

あり、甕か鍋と考えられる。器壁の厚みが不均―な粗製品であり、歪みのため径の復元は不正確で

あるが、口径23cm前後のものである。外面には炭化物が付着してお り、煮炊きに使用されたもの

と思われる。C4・ 5区のP19よ り出上した。53は器種不明品である。胴部は開き気味に立ち上が

り、口縁端部付近にアクセントを付け、若干外反する。器壁の厚みが不均―な粗製品であり、小片

のため径の復元は困難であるが、25cmを超えそうなものである。C5区のP33よ り出上した。

54は輪状つまみをもつ須恵器蓋であり、つまみ部径6.Ocmを 測る。ナデ調整のため判然としない

が、つまみ部内に僅かに糸切 りの痕跡が確認できる。A・ B2区のPlか ら出上した。

55～ 60は土師質土器底部の破片である。55～ 57は無高台のもの、58～ 60は 高台をもつものであ

る。55は 内湾気味に立ち上がる体部下半に弱い膨 らみをもつ。底径は5。 5cmを測 り、底部の切 り離

しには回転糸切 りが施されている。C5区のP32か ら出土した。56は斜め上方へ向け開き気味に立

ち上がる体部を持つ。底径は7.Ocmを測 り、底部の切 り離しは糸切 りによる。B6区のP35よ り出

上した。57は体部が開き気味に立ち上がるものであり、底径は5.6cmを測る。底部の切 り離しには

回転糸切 りが施されている。53と 同じくC5区のP33よ り出土した。58は 高台径が小さなものであ

り、径は約4.6cmを測る。BoC6区 のP36よ り出土した。59は風化のため判然としないが、高台が

-25-



もう少し伸びるものかもしれない。現状での高台径は7.6cmを 測る。C4区のP18よ り出上した。

601よ 「ハ」の字状に広がる高台部の破片である。歪みのため径の復元は不正確であるが、高台径は

10cm前後を測るものである。B3区のP9よ り出土した。

54
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ヽ気 0                10cm

第24図 ビット内出土遺物実測図 (S=1/3)

12E遺構外出土遺物 (第25図～第36図 )

ここでは、掘立柱建物跡やピット検出面上に水平に堆積 した褐灰色土層より出上した遺物を取 り

扱う。弥生土器も数点出土しているが、量的には土師器、須恵器、土師質土器が主外をなしている。

弥生土器 (第25図 61～64)611ま口縁部が強く屈曲して開く奏である。端部は若千肥厚され平坦

面が形成されており、外面に1条の凹線が観祭できる。口径22.4cmを測る。62は 口縁部がやや外

反気味に立ち上がる奏である。口縁部外面には浅い4条の凹線文が施されている。口径14.8cmを

測る。63は奏か器台の破片である。単純口縁に粘土紐を貼 り付け口縁段部を形成している。口縁部

外面には2条の凹線文が観察できる。小片のため口径は不明である。64は壷、或いは奏と考えられ

る。日縁部が水平に近く大きく開き、端部は下方に拡張されている。拡張部分には凹線文が施され

ている。口径19.8cmを 測る。時期はいずれも弥生時代後期前半のものと考えられる。

61

第25図 遺構外出土弥生土器実測図 (S=1/3)
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土師器 (第27～31図 65～ 93)65は口径13.7cmを 測るやや小型の甕である。球形のプロポーショ

ンをもち、口縁部は外反する。66～ 70は外反する口縁をもち、胴部が口縁以上に張 り出す奏であ

る。調整は体部内面に縦方向のヘラケズリが施されている。口径は66が23.4cm、 67が26.Ocm、 68

が17.9cm、 69が27.Ocm、 70が28.6cmを 測る。69・ 70の外面には縦方向のハケメが観察できる。

71～ 76は外反する口縁をもち、胴部の張 り出しが口縁以上にならないものであり、奏か鍋と考えら

れる。調整は71～ 73が体部内面に縦方向のヘラケズリ、74～76が横方向のヘラケズリが施されてい

る。体部外面にハケメは観察できなかった。口径は71が 19,Ocm、 72が24.8cm、 73が 19.6cm、 74

が16.4cm前後、75が32.6cm、 76が23.4cmを測る。76は厚みの不均―な粗製品であ り、作 りが雑

な印象を受ける。77～ 80は甑である。77は体部が内湾気味に立ち上が り口縁部で緩 く外反する。底

部付近には径 6mmの貫通子とが認められ、体部中央よりやや上には、牛角状の把手が取 り付けられ

ている。調整は口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラケズリ、体部外面には縦方向のハケメが施さ

れている。法量は口径27.9cm、 底径15。 lcm、 器高25。 9cmを 測る。78'79は 把手部分の破片であ

る。80は底部の破片であり、底に近い位置に径 6mmの貫通了しが認められる。底径14.4cmを 測る。

81～ 86は土製支脚である。81・ 82は上端部の破片であり、三又突起タイプのものである。83～ 86は

底部の破片であり、上げ底を呈する。底径は83が 12.4cm、 84が12.6cm、 85が 11.Ocm、 86が 11.0

cmを 測る。87～91は移動式の竃である。87は 口縁から胴部、88は 底部背面、89～ 91は焚日外縁部

の破片である。87の 口径は30.8cmを 測る。92は 製塩土器である。体部は開き気味に立ち上が り、

口縁付近で内湾し、端部を内側に括れさせている。内外面とも丁寧なナデ仕上げである。口縁部が

歪なため径の復元は不正確であるが、10cm前後のものである。93は土師質の指鉢破片である。色

調はにぶい黄橙色を呈 し、軟質である。 3～ 4mmの間隔で 6本の条溝が観察できる。この指鉢

は、14世紀後半以降に当地においても備前焼の指鉢が流通し始めると次第にその姿を消していく。

第27図 遺構外出土土師器実測図 (S=1/3)
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＼ 1 度
第29図 遺構外出土土師器実測図 (S=1/3)

0               10cm
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第30図 遺構外出土土師器実測図 (S=1/3)
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第31図 遺構外出土土師器実測図 (S‐1/3)
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須恵器 (第32～ 34図 94～127)94～97は 口縁端部内面にかえりをもつ郭蓋である。この内94～ 96

は頂部に輪状つまみをもつ。つまみ部内面は丁寧なナデ調整が施されており、糸切 りをもつものか

どうかは判らない。97のつまみ部は、宝珠形のつまみが押 しつぶされたような形を呈する。時期は

高広ⅢA・ B期 に含まれるものであり、 7世紀中頃から8世紀前半代 と考えられる。98～ 103は 口縁

端部が下垂 し、頂部に輸状つまみをもつ郭蓋である。103の つまみ部内面には糸切 り痕が観察でき

るが、その他のものについては中心部までナデが施されており、不明と言わざるを得ない。高広Ⅲ

B期 に含まれるものであ り、 7世紀末から8世紀前葉のものと考えられる。104は郭身とした。や

や丸みをもつ底部より体部が内湾気味に立ち上が り、口縁は斜上方に向け伸びる。底部外面には回

転ヘラケズリが施されている。口径は8.5cmを 測る小型のものである。高広 ⅡB期 に相当し、 7世

紀前葉から中葉頃と考えられる。105～ 109は体部が丸みをもちながら曲線的に立ち上が り、底部に

「ハ」の字状の高台がつ く郭身である。底部の切 り離 しは、105がヘラ切 り、106。 107が 回転糸切

り、108・ 109が静止糸切 りである。郭蓋94～ 1031こ 伴うものであろう。110～112も 同様の郭底部と

考えられる。底部の切 り離 しは、110がヘラ切 り、111。 112が回転糸切 りである。113は体部が直線

的に外傾して伸びるイ身であり、底部端に低い高台が只占り付けられて▼ゝる。底部の切 り離しは回転

糸切 りによる。高広Ⅳ・V期 に同様の形態のものがあり、 8世紀から9世紀代と考えられる。114・

115は体部が丸みをもちながら曲線的に立ち上がる無高台の郭身であり、底部外面に回転糸切 りが

施されている。高広ⅣA期 に相当し、実年代は概ね 8世紀代と考えられる。116イよ同様の郭底部と

考えられる。底部の切 り離 しは回転糸切 りである。117は 上げ底気味の底部より体部が直線的に外

傾 して伸びるものであ り、無高台のイ身と思われる。底部外面には回転糸切 りが施されている。

118は 高台付の皿である。平坦な底部より体都は緩やかに立ち上が り、口縁部は外反し端部を丸 く

おさめる。底部外面には回転糸切 りが施されている。高広ⅣA・ B期 に同様の形態のものがあ り、

8世紀から9世紀代と考えられる。119。 1201よ 高雰受部の破片である。1191よ 口縁部が内湾気味に

緩やかに開き、イ部は浅い。1201よ 口縁が大 きく開き、端部付近で屈曲し先端は上下に肥厚され凹

面をもつ。121は奏口縁部の破片、1221ま小型の壼奏類口縁部の破片である。1231ま 胴部に突帯の巡

る壺である。1241よ底部に高台をもつ長頸瓶である。顎部と肩部に 2条の沈線が巡 り、底部の切 り

離 しは糸切 りによる。時期は高広ⅢB期 に相当し、 7世紀末から8世紀前葉頃と考えられる。125

は斜上方に向け立ち上がる壷口縁の破片である。126は平底の臨である。肩部に2条の沈線が巡 り、

底部付近には僅かにヘラケズリが観察できる。底部外面には「×」のヘラ記号が施されている。大

谷編年の臨A7・ 8型に相当する。127は 中世須恵器の壷奏類胴部片である。 5点が出土してお り、

この内 1点を図示 した。調整は外面に格子状のタタキをもち、内面はナデである。胎土は2mm前

後の砂粒を含み、焼成は不良である。

第32図 遺構外出土須恵器実測図 (S=1/3)
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土師質土器 (第35。 36図128～159)底部に糸切 りをもつ中世土師器を便宜的に土師質土器とし

た。128は 無高台の皿である。平坦な底部より体部が逆「ハ」の字状に大きく開き、口縁に向け先

細 りする。口径10。 5cm・ 底径5.3cm・ 器高2.3cmを測る。129～ 132は 高台をもつ皿である。体部が横

方向に大きく開き受部は浅い。口径は129が 11.Ocm、 130が11.9cm、 131が 11.8cm、 132が11.lcmを

測る。133～ 139は郭である。1331ま 上げ底気味の底部より体部が斜上方へ向け真っ直 ぐに伸びる。口

径12,2cm・ 底径6.Ocm・ 器高4.7cmを 測る。134は 低い高台状 となる底部より体部が内湾 して立ち

上が り、端部へ向けては開き気味に伸びる。口径11.3cm・ 底径4.8cm・ 器高3.8cmを 測る。135。 136

は低い高台状の底部より体部が斜上方へ向け真っ直ぐに伸び、端部を丸 くおさめる。法量は135が口

径11。 3cm・ 底径5.5cm・ 器高4。 2cm、 136が 口径13.5cm。 底径5.8cm。 器高4.4cmを 測る。137～

139は 低い高台状の底部より体部が内湾気味に立ち上が り、口縁付近で緩 く外反 して端部に至る。

回転ナデによる凸凹痕は目立たない。法量は137が 口径11。 4cm・ 底径5.6cm。 器高4.Ocm、 138が

口径12.lcm・ 底径5.6cm・ 器高4.lcm、 139が口径11.2cm。 底径 5。 5cm・ 器高4.Ocmを 測る。

140～144は 口縁部の破片である。140。 141は体部が内湾気味に立ち上が り、先端へ向け緩 く外反し

て端部に至る。前述の137～ 139と 同形態のものと考えられる。日径は140が 12.lcm、 141が 12。 2cm

を測る。142・ 143は 体部部が内湾気味に立ち上が り口縁に至る。口径は142が 13.Ocm、 143が17.0

cmを測る。144は 口縁部が斜上方に向け真っ直 ぐに伸びるものである。口径は16.6cmを 測る。

145～ 1511ま無高台の底部片であり、底径は145が4.lcm、 146が6.2cm、 147が6.4cm、 148が6。 8cm、

149が 5。 5cm、 150が5.4、 151が5,8cmを 測る。145の 内面は黒褐色を呈する。152～ 158は 高台をも

つ ものであ り、「ハ」の字に開くやや長めの高台が貼 り付けられている。高台径は152が 7.5cm、

153が7.8cm、 154が8.6cm、 155が9.Ocm、 156が7.2cm、 157が7.7cm、 158が8.Ocmを 測る。152の

内面は黒褐色を呈する。159は 台付 きのものである。小型品で底部径4.4cm、 脚部高2.7cmを 測る。

これら土師質土器の年代は、時期幅は考えられるものの10世紀から12世紀前半の中に含まれるも

のである。よって、平安時代 と考えられるが詳細な時期は不明と言わざるを得ない。

う簸 書
128

蒔

0                     10cm

第35図 遺構外出土土師質土器実測図 (S=1/3)
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第36図 遺構外出土土師質土器実測図 (S=1/3)
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国産陶器 (第37・ 38図160～171)160は口縁部付近が屈曲する緑釉陶器の皿であり、端部に切 り

込んでつ くるタイプの輸花が施されている。胎土は硬質の須恵質で灰色を呈し、濃緑色の釉楽が均

―に塗布されている。東海系のものであり、時期は 9世紀末から10世紀初頭 と考えられる。161は

緑釉陶器皿底部の破片である。「ハ」の字状に開く高台が貼 り付けられてお り、濃緑色の釉薬が全

面に施されている。160と 同一個体 と考えられる。県東部 (出雲地域)での緑釉陶器の出土は19遺

跡81点が報告されている。162・ 1631よ 盗器系陶器である。162は 奏の日縁部であり、いわゆるN字

状口縁を呈する。常滑焼の編年では6a型式に比定されているものである。13世紀か。163は平底を

有する奏底部の破片である。164～ 168は備前焼である。奏1641ま 赤焼けの個体である。口縁部は垂

直に近 く立ち上がり、内面が外方に緩 く屈曲する。端部は折 り曲げられ玉縁状を呈するが、だれて

扁平となっている。乗岡編年の中世 4期に含まれるものであり、15世紀前葉～15世紀中葉と考えら

れる。165は平底を呈する壷奏類底部の破片である。166は橋鉢の片口部分の破片である。時期は15

世紀頃と考えられる。167は橋鉢の口縁部であ り、内面には 7本 1組の放射クシロ条線が刻まれて

いる。乗岡編年の中世 4期に含まれるものである。168は指鉢底部の破片である。169～ 171は瀬戸・

美濃の深皿と考えられる。1691ま 大きく開き気味に立ち上が り、口縁部は内外につまみ出され凹面

を形成する。内外面にオリーブ黄色の釉薬が施されている。170は 底部の破片である。平底の底部

より体部が大きく開いて立ち上がる。切 り離 しは糸切 りであり、釉薬は観察できなかった。1711よ

底部と体部の境にボタン状の脚が只占り付けられている。外面は無釉であ り、内面の一部にオリーブ

黄色の釉薬が観察できる。

貿易陶磁器 (第38図 172～179)172・ 1731よ 青磁碗口縁部の破片である。口縁部が外反するもの

であり、上田D類に相当する。14～ 15世紀頃のものと考えられる。174。 175は しっかりとした高台

をもつ青磁碗底部である。内面見込み部分には印花文が施され、高台外面まで釉がかか り、畳付け

を含めて外底は無釉である。14～ 15世紀頃のものと考えられる。1761ま 碁筍底を有する青磁碗底部

の破片である。外面の底部付近に 1条の沈線が巡る。177・ 1781よ 白磁の皿である。177は丸みを

もって立ち上がる口縁部の破片である。178は体部下半部を露胎にしたものであ り、見込みに胎土

目状の痕跡が残る。高台裏には快 りを入れ、波状を呈すもので森田D群に相当する。15世紀代と考

えられる。179は 中国製黒釉陶器碗である。体部は内湾気味に立ち上が り、日縁部で屈曲させ端部

は外反する。16世紀初頭までのもの。

｀
翻 ■―

嚢
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161

第37図 遺構外出上国産陶器実測図
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石器 (第39図 180～ 184)180は黒曜石製の凹基無茎式の石鏃である。181は打製石斧である。主

要剥離面を大 きく残 し、縁辺には比較的丁寧な二次加工が施されている。石材は流紋岩である。

182は石製丸輛である。平面形は楕円形の下部を直線的に切った形状を呈する。表面と側面は非常

に丁寧に研磨されているが、裏面は所々に擦痕が残 り、研磨されていない部分も見られる。潜 り孔

は径1。 2mmを 測 り、裏面の 3箇所に開けられている。法量は、表面よりも裏面側が若干大きく仕

上げられてお り、表面側が縦21.19mm、 横43.98mmであり、裏面側が縦30。 32mm、 横45。 31mm、

厚さは8.13～ 9.21mm、 重量24.9gを 測る。石材は無斑晶質流紋岩または トカライ トであり、色調

は暗灰色を呈する。現在の所、県東部 (出雲地域)での袴帯の出土は13遺跡15点が報告されている。

183は多孔質の軽石である。明瞭な加工痕はないが、表裏は側面に比べるとやや摩減 しているようで

ある。184は砥石である。側辺部が使用されており、よく利用された面は凹レンズ状に窪んでいる。

第39図 遺構外出土石器実測図 (石鏃1/1・ 丸輛1/2・

0                 10cm

その他1/3)
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鉄器・鉄洋 (第40図 185～191)185は大刀の切っ先と考えられる。一方に刃部を付け断面は三角

形を呈する。残存長6.Ocm、 幅最大3。 2cm、 厚さ最大0.6cm、 重量12.lgを 測る。186は 鍔である。

四隅に括れをもち、四方には鋭い稜角が作 り出されている。内面には丸と棒状の透かし文様が施さ

れてお り、外輪部は一段厚 く仕上げられている。大きさの割に厚 く、長さ5。 8cm、 幅3.5cm、 厚さ

1.lcm、 重量48.5gを 測る。磁石には付着 しない。時期は平安時代のものと思われる。187は 紡錘車

と考えられる。円盤部の径は4.35cmを 測 り、中央には角孔が開けられている。厚さ最大0.6cm、

重量11.5gを測る。188は 薄い円盤状の不明品であ り、正円のものとして復元すると直径約■.4cm

となる。厚さ0。 4cm、 重量11.6gを 測る。1891よ 棒状の不明品である。残存長8.2cm、 幅1。 lcm、 厚

さ0.5cm、 重量4.5gを 測る。190は 椀形鍛冶淳である。底部には砂粒の付着が認められる。磁石に

は付着 しない。181.8gを測る。191は 鉄淳である。磁石には付着しない。重量は42.3gを 測る。
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第40図 遺構外出土鉄器実測図 (S=1/2)
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第 2節 第 2遺構 面 の調査

前述の第 1遺構面の床面からは多数の遺物が顔を覗かせていたことから、更に掘削を進めたとこ

ろ溝 4本 (SD-01～SD-04)と 土坑 1個 (SK-07)を検出した。これらの溝は複雑に切 り合って

いるようだが、埋土はいずれも暗褐色土層であった。また、それぞれの溝から出土した遺物が接合

できた。これらの状況から溝は自然に埋まったものではなく、ある時期に埋め立てられた整地層と

考えられる。このため、遺物は「6.整地層出土遺物」としてまとめて取り扱った。遺物の中には第

1遺構面褐灰色土層から出土したものと接合できるものも数多くみられた。整地層から出土した遺

物は土師器・須恵器が主体であり、第 1遺構面褐灰色土層から多数出土している土師質土器は細片

が数個出上しただけである。また、陶磁器は出土していない。

1.SK-07(第41図 )

調査区の標高28。 60mを測る位置で検出された性格不明の土坑である。平面は円形を呈 し、現状

での規模は直径160cm、 深さ最大47.8cmを 測る。丸みをもった底部より、平滑な壁面が緩やかに

立ち上がっている。SD-02と 切 り合っているが、新旧関係は不明である。遺物は出土していない。

2.SD-01(第41図 )

調査区の標高29。 00mを測る位置で検出された溝である。ほぼ南―北方向に伸びるものであり、

南側は二股に別れて調査区外へ向け更に続いている。或いは2本の溝が重なっている可能性も考え

られる。検出した範囲での規模は長さ8。 92m、 幅0。 68～2.88m、 深さ最大87.7cmを 測る。溝底部

での標高は、南狽Iが高く、北側が低い。

3.SD-02(第41図 )

調査区の標高29.00mを 測る位置で検出された溝であり、調査区外の南側に向かって更に続いて

いる。SD-01と ほぼ平行するように南一北方向に向け伸びた後、中途で直角に近く折れ曲がりSD

-03の流れる東側に向きを変えている。或いは、真っ直ぐな2本の溝が直角に重なっている可能性

も考えられる。検出した範囲での規模は長さ約12.8m、 幅1.58～ 2.76m、 深さ最大32.2cmを 測る。

溝底部での標高は「く」の字に折れ由がっている部分が低 く、南側と東側が高い。後述のSK-07

と切 り合っている部分が最も低 く、現状ではここに流れ込む格好になっている。SK-07と の新旧

関係は不明である。

4日 SD-03(第41図 )

調査区の標高28.80mを 測る位置で検出された溝であり、調査区外に向かって更に続いている。

南西―北東方向に向け伸びるものであり、検出した範囲での規模は長さ14.18m、 幅3.43～ 4.07m、

深さ量大41.2cmを測る。溝底部での標高は、南西側が高く、北東側が低い。SD-04と 切 り合って

いるが、新旧関係は不明である。

5.SD-04(第41図 )

調査区の標高28.80mを 測る位置で検出された溝であり、調査区外の北西側に向かって更に続い

ている。北西―南東方向に向け真っ直ぐに伸びるものであり、検出した範囲での規模は長さ6。 20

m、 幅1.53～ 1.84m、 深さ最大29.lcmを 測る。溝底部での標高は、南東側が高く、北西側が低い。

SD-03と 切 り合っているが、新旧関係は不明である。
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6.整地層出土遺物 (第42図～第44図 )

土師器 (第42図 192～ 194)1921よ 土製支脚である。三又突起タイプのものであり、表面に強いナ

デ調整が施されている。193は郭である。浅い椀形を呈 し、底部外面に手持ちヘラケズリが施され

ている。194は器種不明品である。体部が垂直に立ち上が り、口縁部で緩 く外反する。調整は体部

外面が横方向のナデ、内面に横方向のヘラケズリが施されている。小片のため径の復元は不正確だ

が、口径26cm前後のものである。

須恵器 (第43図 195～211)195。 196は 口縁端部内面にかえりをもつ郭蓋である。195は 天丼部に

輪状つまみをもつ。つまみ部の内側にはナデが施されてお り、糸切 りをもつものか判らない。時期

は高広ⅢA・ B期に含まれるものであ り、 7世紀中頃から8世紀前半代 と考えられる。197～ 200は

口縁端部が下垂する必蓋である。197～ 1991よ 頂部に輪状つまみをもつ。199の 切 り離 しには静止糸

切 りが施されているが、197・ 198は 丁寧なナデのため糸切 りをもつものかは判らない。時期は高広

ⅢB期頃のものである。201～2041よ 体部が丸みをもちながら曲線的に立ち上が り、底部には直立気

味か、ハの字状の高台がつ くイ身である。郭蓋195～ 200に 伴うものであろう。底部外面の調整は

201・ 202がナデのため不明。203が静止糸切 り、204が糸切 りである。201・ 202の 高台内にはヘラ記

号が施されている。205は 体部が直線的に外傾 して伸びる杯身であり、底部端に低い高台が貼 り付

けられている。底部外面の切 り離 しは糸切 りによる。高広Ⅳ・V期 に同様の形態のものがあり、 8

世紀から9世紀代と考えられる。206・ 207は 無高台の郭身である。体部が丸みをもちながら曲線的

に立ち上が り、底部外面に回転糸切 りが施されている。高広ⅣA期に相当し、概ね 8世紀代と考え

られる。208は無高台の皿である。平坦な底部より体部は緩やかに立ち上が り、日縁部は外反 し、

端部を丸 くおさめる。底部の切 り離 しは糸切 りである。高広Ⅳ oV期に同様の形態のものがあり、

8世紀から9世紀代と考えられる。209は甕口縁部の破片、2101よ 小型の壷奏類口縁部の破片であ

る。211は斜め上方に向け真っ直 ぐに立ち上がる壷口縁部の破片であ り、口縁部外面に2条の沈線

が巡る。

第42図 整地層出土土師器実測図 (S=1/3)
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鉄滓 (第44図212)212は 椀形鍛冶淳である。平面は

ほぼ円形を呈 し、上面の中央部はやや盛 り上がってい

る。底都は丸みをおび、砂粒の付着が認められる。弱い

なが ら磁石に付着するものである。法量は現状で長さ

5.8cm、 幅5。 lcm、 厚 さ最大3.Ocm、 重量109。 lgを 測

る。C-4区より出上した。

212

0       5cm

第44図 整地層出土鉄器実測図 (S=1/3)

[註]

註 1 底部に糸切 りをもつ中世土師器を便宜的に土師質土器とした。(P-10)

註 2 島根県教育委員会『渡橋沖遺跡」一般国道 9号出雲バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 3

1999年 3月 (P-10)

註 3 人雲村教育委員会 人雲村コミュニティーセンター建設工事に伴う『恩部遺跡試掘調査終了報告』平成14

(2002)年 12月 (P-10)

註4 廣江耕史、丹羽野裕、西尾克己氏のご教示による。(P-19)

廣江耕史「島根県における中世土器」F松江考古』第8集 松江考古学談話会 1992年

廣江耕史「出雲地域の中世土師器についてJ『 出雲平野の中世土器検討会資料』1998年

註 5 註 4と 同じ。(P-23)

註 6 西尾克己氏のご教示による。(P-28)

島根県教育委員会『蔵小路西遺跡』一般国道 9号出雲バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 2

19994F3月

註 7 島根県教育委員会 F高広遺跡発掘調査報告書』―和田団地造成工事に伴う発掘調査- 1984年 3月 (P-33)

註 8 大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌第11集』1994年 3月 (P-33)

註 9 註 4と 同じ。(P-36)

註10 高橋照彦、平尾政幸氏のご教示による。(P-38)

註11 第2回山陰中世土器検討会資料集 緑釉陶器の様相―山陰地方を中心として一

2002年 10月 5日 ・ 6日 山陰中世土器検討会 (P-38)

註12 中世土器研究会編 F概説中世の土器・陶磁器』真陽社 1995年 (P-38)

註13 乗岡実 F備前焼橋鉢の編年について』第3回中近世備前焼研究会資料 2000年11月  中近世備前焼研究会

乗岡実『中世備前焼悟鉢・奏の編年案』2002年 1月 (P-38)

註14 上田秀夫「14～16世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究』NO.2 1982年 (P-38)

註15 森田勉「14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」F貿易陶磁研究』NO.2 1982年 (P-38)

註16 内田律雄 鳥取県・島根県・山口県の鈴帯 鈴帯をめぐる諸問題 2002年 奈良文化財研究所 (P-40)

註17 三宅博士氏のご教示による。(P-41)

[参考文献 ]

・池淵俊一『門生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』島根県教育委員会 1998年
,F日 本出土銭総覧』1996年版 兵庫埋蔵銭調査会 1996年 5月

・日本貿易陶磁研究集会中国大会資料集 中世後期における貿易陶磁器の様相

2002年 6月 29日 ・30日  日本貿易陶磁研究会

。第3回 山陰中世土器検討会資料集 中世須恵器の生産と流通 ―山陰地方を中心に一

2003年 10月 12日 ・13日  山陰中世土器検討会
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第 5章 ま と め

今回の禅定寺遺跡の調査では、第 1遺構面から掘立柱建物跡 4棟 (SB-01～ 04)、 土坑 6個 (SK

-01～ 06)と 多数のピットを検出した。また、第 1遺構面を更に掘 り下げた第 2遺構面からは土坑

1個 (SK-07)と 溝 4本 (SD-01～04)を検出している。以下、検出された遺構の時期について

若干触れ、まとめとしたい。

第2遺構面を埋め立てた整地層から出土した遺物は土師器、須恵器が主体である。このうち、須

恵器は高広ⅢA・ B期 (7世紀中頃から8世紀前半頃)の蓋郭と高広ⅣA期 (8世紀代)のイ身が

中心であり、高広Ⅳ・V期 (8世紀から9世紀代)の郭身や皿も弱冠存在する。第 1遺構面褐灰色

土層から多数出上している平安時代の土師質土器 (10世紀から12世紀前半頃)は、細片が数個出土

しただけである。この細片についても整地層表面からの出土であり、褐灰色土層の下面から出土し

たものに含めるべきかもしれない。この他、陶磁器は出上していない。よって、この整地層は第 1

遺構面の褐灰色土層から多数出土している平安時代の土師質土器が使われる以前 (8～10世紀頃

か)に造成されたものと考えられる。整地層を更に掘り下げた第2遺構面から検出された土坑 1個

(SK-07)と 溝 4本 (SD-01～04)は これ以前の遺構となるが、詳細な時期は判らない。

第 1遺構面から検出された土坑やピット群は整地層造成後に掘られたものである。復元された4

棟の掘立柱建物跡 (SB-01～04)の うち、遺構の切 り合い関係はSB-01・ 02・ 04で認められた。

土層の観察から新旧関係を確定することはできなかったが、SB-04だ けは主軸が北に約27度傾い

ており、同軸のSB-01・ 02と は別個に考える必要がある。建物跡の柱穴から出土した遺物で注 目

されるのがSB-01のPT 3・ 4か ら出土した銭貨である。1068年初鋳の熙寧元賓が土師質土器と一

緒に出土しており、建物を建てる前、いわゆる「地鎮め」を行った跡と思われる。このように考え

るとSB-01は lo68年以降の建物跡といえる。この他、PT 9よ り盗器系の壼奏類胴部の破片が出土

しているが、柱の抜き取 り状況が不明なため、柱の埋設時に伴うものか、抜き取り後の混入による

ものかの判断はできなかった。1068年以降の遺物で量的に多いのが平安時代の土師質土器 (10世紀

から12世紀前半頃)と 中世 4期 (15世紀前葉～15世紀中葉)の備前指鉢や奏、上田D類 (14～ 15世

紀頃)に相当する中国青磁、森田D群 (15世紀代)に相当する白磁の皿など、14～ 15世紀頃の中世

陶磁器である。よって、SB-01は 11世紀後半～12世紀前半頃か、14～ 15世紀頃の建物跡である可

能性が高い。SB-01と SB― o3は同軸の建物跡であり、同時期に機能していた可能性が指摘でき

る。また、SB-01と SB― o2切 り合い関係にあり、ほぼ同軸であることや南西側の桁行を長く作る

特徴も一致していることから建て替えも行われていたと考えられる。

次に、整地層の上に堆積した褐灰色土層から出上した遺物を概観する。ここからは弥生時代後期

前半から中世陶磁器に至る非常に時期幅のある遺物が出上している。この中で特徴的な遺物として

注目されるのが石製丸輌、刀の鍔、東海系の緑釉陶器皿である。これらは当地域で出土例が少ない

ばかりか、遺跡の性格を知る上でも重要である。緑釉陶器が 9世紀末から10世紀初頭のものであ

り、整地層造成後の早い段階では官衛的な施設が存在していた可能性が考えられる。しかし、はっ

きりと9世紀末から10世紀初頭といえる建物跡は確認できなかった。或いは、これらを副葬するこ

とができる豪族の墳墓が壊され整地層が造成された可能性や、整地層造成後に墳墓が作られ後世に
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攪乱された可能性 も捨てきれない。調査地内で墳墓の可能性のある土坑としてSK-04(第19図)が

あげられる。C-3・ 4区の標高28.75～ 29.00mを 測る位置で検出された長方形を呈する土坑であ

り、長さ148cm以上185cm以下、幅78cm、 深さ最大20.7cmを 測る。土坑内からは平安時代の土師

質土器が出上 してお り、土坑上面からも同時期の上師質土器がまとまって見つかっている (第26図

参照。36-138・ 139。 144。 146。 151・ 156等 )。 また、石製丸IM、 刀の鍔、緑釉陶器皿なども近い

位置からの出上である。この土坑の位置する場所はSB-02・ PT 3と SB-04・ PT 3が掘 り込まれ

た所であ り、SK-03と も切 り合っている。これらが掘削された際に、土墳内から副葬品が掻 き出

されたと考えることもできる。この他に、注 目されるのが中国産の天日・青磁・白磁など貿易陶磁

が多数出上している点である。これらを入手できる豪族の居館としての機能が想定され、遺跡の南

東に位置する禅定寺城跡や南に位置する禅定寺古墓群との関係が注目されるが、今回は調査面積 も

少なく詳細は不明である。今後の検討課題としたい。

と註]

註 1 後述する昭和58年度調査地区 (調査B区)に 隣接する丘陵に存在する五輪塔群である。概観 したところ、空

風輪 4個、火輪 6個、水輪 1個、地輪 2個が確認できた。この他、土中に埋まっているため何処の部材か判

らないものも4個 あった。これらの石材はいずれも凝灰岩製である。
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物

号

遺

番
挿図

番号
品 目 器種

出土地点

土   層
胎土焼成

外
内

調
調

色
色

法 量 (cm) 形態 の特徴 調整・手法の特徴他 備  考

1 第5図
土師質
土器

不 明
SB-01
PT3・ 4

微砂粒含む。

密不良
(外)にぶい責橙色

(内 )にぶい黄橙色
高台径
6cm前後

「ハ」の字状に開く高台をも
風化

銭貨と一緒に

出土。

4 第9図 須恵器 イ 身
SB-02
PT15 密 やや良好

(外)灰色
(内 )灰色

口径 :12.3
体部は内湾気味に立ち上

がり、口縁端部外面に沈線
を施し括れ部を作り出す。

体部内外面が回転ナ

5 第9図 須恵器 士堕
SB-02
PT15

lmm大の砂粒
含む。

密やや不良

(外)灰 色

(内 )灰 色
底径:13.5

平坦な底部より体部が斜
上方へ向け直線的に立ち
上がっている。

小片のため断定でき
ないが、底部に糸切り

痕は観察できない。
底 部

9 第10図
土師質
土器

不 明
ＳＢ一

ＰＴ２

微砂lif含む。

密やや不良
(外)にぶい黄橙色
(内 )に ぶい黄橙色

口径

12cm前後

逆「ハ」の字状に立ち上が
る体部。日縁端部は若千
厚く端部を丸くおさめる。

風 化 口縁部小片

第11図 土師器 箋
SB-04
PT9

lmm大の砂粒
含む。
やや不良

(外)橙色

(内 )責橙色
口径:21.5

口縁部が外反して立ち上

がり、端部内面が若千窪
む。

体部外面が縦方向のハ

ケメ、内面の頚部以下に
ヘラケズリが施されてい

る。

第11図 土師器 発
ＳＢ一

ＰＴ４

0.5mm大の砂

粒含む。

やや食好

(外)にぶい黄橙色

(内 )にぶい黄橙色
口径 :不明

外反する口縁部をもち、端
部を丸くおさめる。

内外面ヨコナデ 国縁部小片

第11図 土師器
甕・甑・

竃類

SB-04
PT4

0.5mm大の砂

粒含む。

良好

(外)灰責褐色

(内 )灰黄褐色
口径 :24.4

回縁部が水平気味に強く

外反しやや厚手。
内外面ヨコナデ

第11図
土師質
土器

台付き
の郭

ＳＢ一

ＰＴ２

2mm大の砂粒

含む。
不良

(外)1完黄橙色

(内 )仄白色

口径
9cm前後

口縁言Ыま内湾気味に立ち
上がる。底部の剥離痕か

ら脚か高台がつくもの。
風 化 日縁部小片

第14図 土師器 鍋 SK-01
lmm大 の砂紅

含む。
やや良好

(外)灰黄掲色

(内 )暗褐色
口径 ■87

胴部の張り出しが回縁以上に

ならないものであり、日縁吉[は
強く外反し水平方向に伸びる。

内面が横方向のヘラ

ケズリ、日縁部はヨコ

ナデが施されている。

外面に炭化物
と煤付着

第14図 土 師器 鍋・霊 SK-01
lmm大の砂粒

含む。
やや良好

(外)にぶい責橙色

(内 )にぶい黄橙色

口径
25cm前後

口縁端部の小片。厚さの

不均―な粗製品。
内外面ヨコナデ

外面に炭化物

付着

第14図 須恵器 郭 蓋 SK-01 密やや良好
(外)灰色

(内 )灰色
摘み部径:

4.8
輪状摘みをもつ。

外面天丼部の摘み部
周辺に回転ヘラケズ

リ。

第14図 須恵器 警霊 SK-01 密やや良好
(外)灰色

(内 )灰色
頚部下に突帯が巡り、肩部
には沈線が施されている。

内外面回転ナデ。

第14図
土師質
土器

無高台
のlTh

SK-01
lmm大 の砂粒
含む。
やや不良

(外)に ぶい責橙色

(内 )に ぶい黄橙色

径
径
高

回
底

器

日縁が残存している部分は体

都が反り気味。他の部分は底部

下半に弱い膨らみをもつ。

底部外面回転糸切り
第20図 41、 第
36図 137～ 139

と同形態

第14図
土師質
土器

不明 SK-01
微砂粒含む。

密不良
(外)掲色

(内 )にぶい橙色
口径 :11.6

斜め上方に立ち上がる体
部。口縁部が若干膨らみ

端部を丸くおさめる。

風化のため器壁が薄

くなっている。

内外面

口縁部

第14図
土師質
土器

不明 SK-01
微砂粒含む。

密やや不良
(外)橙色

(内 )橙色
口径■5,7

斜め上方に向け緩やかに
立ち上がる体部をもつ。

内外面 回転ナデ。 口縁 部

21 第14図
土師質
土器

不 明 SK-01
微砂粒含む。

密やや不良

(外)に ぶい責橙色

(内 )に ぶい黄橙色
底径:53 無高台の底部片。 底部外面回転糸切り 底部

第14図
土師質
土器

不明 SK-01
T・k砂粒含む。

密不良
(外)浅黄橙色

(内 )浅黄橙色
底径 :5.4 無高台の底部片。 底部外面回転糸切り 底 部

第14図
土師質
土器

不 明 SK-01
微砂粒含む。

密やや不良
(外)黒褐色

(内 )灰褐色
底径:5.4 無高台の底部片。 底部外面回転糸切り 底部

第14図
土師質
土器

不 明 SK-01
微砂粒含む。

密やや不良
(外)に ぶい責橙色

(内 )|こ ぶい黄橙色
底径 :5.5 無高台の底部片。 底部外面に糸切り痕 底 部

第14図
土師質
土器

不 明 SK-01
0.5mm大の砂
粒含む。
やや不良

(外)に ぶい黄橙色

(内 )に ぶい黄橙色
高台径:7.6

「ハJの字状に開く短い高
台をもつ。

内外面回転ナデ。切
り離しは糸切りか。

底部

第14図
土師質
土器

不 明 SK-01
微砂粒含む。

密不良
(外)浅責褐色

(内 )浅責褐色
高台径 :9.0

「ハJの字状に開く高台をも 風化のため器壁が薄
くなっている。

底 部

27 第16図 土師器
製

脚

土

支
SK-02

0.5mm大 の砂
粒合む。
やや貞好

(外)に ぶい橙色
三方向に突起をもつタイ
プ。

強い縦方向のナデに
より仕上げられてい

る。

第16図 須恵器 lTN身 SK-02 密やや不良
(外)灰色

(内 )灰色
高台径:

10.0

高台が底部の外縁につ

き、体部は斜め上方に向け
立ち上がる。

内外 面回転ナデ 底 部

第16図
土師質
土器

不 明 SK-02
微砂粒含む。

密やや不良
(外)浅黄橙色

(内 )褐灰色
底径:5.0

高台をもたない底部。底部
は高台状を呈している。

風化 底 部

第18図 須恵器 郭 身 SK-03 密やや不良
(外)灰色

(内 )灰色
口径 :14.2

逆「ハ」の字状に伸びる体
部をもち、回縁部で外反す
る。

内外面 回転ナデ

第 2表 禅定寺遺跡出土土器観察表

※焼成は「農好 。やや良好・良・やや不史・不良Jと した。
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遺物
番号

挿図
番号

品 目 器種
出土地点

土  層
胎土焼成

色調
色調

外

内 法量 (cm) 形態の特徴 調整・手法の特徴他 備 考

第18図 須恵器 郭 身 SK-03 微砂粒含む。

密やや不良
(外)に ぶい赤褐色

(内 )にぶい赤褐色
底径10cm
前後

無高台の不。 底部外面には糸切 り 底部片

第18図
土師質
土器

不 明 SK-03 微砂粒含む。
密良好

(外)にぶい責橙色
(内 )|こ ぶい黄橙色

口径 ■4.2

逆「ハ」の字状に伸びる体
部をもち、口縁部で外反す
る。

内外面回転ナデ
焼成の悪い須
恵器P口縁部

第18図
土師質
土器

不 明 SK-03 微砂粒含む。

密不良
(外)に ぶい橙色

(内 )1こ ぶい橙色
底径:4.8 無高台の底部。 風 化 底部

第18図
土師質
土器

不 明 SK-03 微砂粒含む。
密良

(外)褐灰色

(内 )灰黄褐色
底径:5.4 無高台の底部。

糸切りの痕跡が僅か
に残る。

底部

第18図
土師質
土器

不 明 SK-03 微砂粒含む。

密良好
(外)にぶい橙色

(内 )とこぶい橙色
底径:5.6

無高台の底部。底部は低
い高台状を呈する。

底部外面には糸切り 底 部

第18図
土師質
土器

不 明 SK-03 微砂粒含む。
密やや不良

(外)にぶい責橙色
(内 )にぶい黄橙色

底径:6.0 無高台の底部。
糸切りの痕跡が僅か
に残る。

底都

第18図
土師質
土器

不明 SK-03 微砂粒含む。
密不良

(外)橙色

(内 )に ぶい橙色

径台

明

高

不
「ハ」の字状に開く高台部。 風化 底部小片

第18図
土師質
土器

小 明 SK-03 微砂粒含む。
密やや不良

(外)にぶい赤褐色
(内 )|こ ぶい赤褐色

高台径:

不明
底部に高台の痕跡をとど
める。

風 化 底部小片

第20図 土師器 鍋 SK-04
0.5mm大の砂
粒含む。
やや良好

(外)灰褐色

(内 )1こ ぶい橙色

口径
24cm前後

胴部の張り出しが口縁以上に

ならないものであり、日縁 部は

かなり分厚く、強く外反する。

厚みが不均―な粗製

40 第20図 須恵器 〓璽 SK-04
llmm大の砂粒

含む。
密良好

(外)灰色
(内 )灰色

底径 ■3.4

平坦な底部より体部が斜
上方に向けて真っ直ぐに

伸びる。

底 部外 面 ナ デ。体 部

に紐作 り|こ よる平 行な

凹凸がみられる。

底部

第20図
土師質
土器

無高台

の杯
SK-04

lmm大の砂粒
含む。
やや不良

(外)に ぶい橙色
(内 )1こ ぶい橙色

口径■1.4

底径:5.6

器高:4.1

上げ底気味の底部より体部が

逆「ハ」の字状に立ち上がり、体
部下半に弱い膨らみをもつ。

底部の切り離しは風

化のため不明。
第36図 137～

139と 同形態

第20図
土師質
土器

不 明 SK-04
lmm大の砂粒
含む。
不良

(外)浅黄橙色
(内 )浅黄橙色

口径 ■1.6
口縁の破片。体部上半に

弱い膨らみをもつ。
風 化

口縁部
雑高台の不か。

第22図 須恵器 郭 蓋 SK-05
0.5mm大の砂

粒含む。

良

(外)灰色

(内 )灰色
摘み部径 :

41 輪状摘みをもつ。

摘み部周辺に回転ヘ

ラケズリ。天丼部内面
ナデ。

第22図 須恵器 杯蓋 SK-05 密良
(外)灰 色

(内 )灰色
口径 ■8.0

端部 を下 方に僅 か に引 き

出している。
内外面回転ナデ 口縁部

第22図 須恵器 Hll SK-05
0.5mm大の砂
粒含む。
やや良好

(外)灰色

(内 )灰色
口径 :18.2

逆「ハ」の字状に大きく開く体部
をもち、日縁都で緩く外反する。

底部に高台の痕跡が残る。
内外面回転ナデ

第22図
土師質
土器

不 明 SK-05
微砂粒含む。

密良
(外)橙色

(内 )橙色
口径 ■3.6 口縁 部が緩く外反する。 内外面回転ナデ 口縁部

47 第22図
土師質
土器

不 明 SK-05
微砂粒含む。

密ミ
(外)灰責色

(内 )灰責色
口径 :不明

体部は逆「ハ」の字状に大
きく開き、回縁部は外方に

向け折り曲げられている。
内外面回転ナデ 口縁 部小 片

48 第22図
土師質
土器

不明 SK-05 微砂粒含む。

密やや不良
(外)橙色

(内 )栓色
底径 :4.8 高台をもたない底部。 底部外面に糸切り痕 底部

第22図
土師質
土器

不 明 SK-05
微砂粒含む。

密やや不良
(外)責灰色

(内 )灰 黄褐色
底径:5,6

高台をもたない底部。やや
上げ底気味。

底部外面に糸切り痕 底部

第24図 土師器
奏・甑・

竃類

0.5mm大 の砂
粒含む。
やや良好

(外)にぶい黄橙色
(内 )にぶい責橙色

口径 :不明
外反する口縁端部の破
片。

内外面ヨコナデ 口縁部小 片

第24図 土 師器 発か鍋

lmm大の砂粒
含む。

不良

(外)黒褐色

(内 )褐色

口径:23cm

前後
外方に向け大きく外反す
る。

器壁の厚みが不均一

な粗製品。
外面に炭化物

付着

第24図 土師器 不 明

lmm前後の砂
粒多く含む。
良

(外)橙色

(内 )栓色
口径 :不明

胴部は開き気味に立ち上がり、

口縁端部付近にアクセントを付

け若干外反する。

器壁の厚みが不均一

な粗製品。
口縁部小片

第24図 須恵器 TTN蓋 密良
(外)灰色

(内 )灰色
摘み部径:

6.0
輪状摘み部の破片。 切り離しは糸切り。

第24図
上師質
土器

不 明

lmm前後の砂
粒含む。
不良

(外)淡黄色

(内 )灰白色
底径 :5,5 高台をもたない底部。 底部外面回転糸切り 底 部

第24図
土師質
土器

不 明

lmm大 の砂粒

含む。

やや不良

(外)にぶい責橙色
(内 )にぶい責橙色

底径:7.0
高台をもたない底部。低い

高台状を呈する。
切り離しは糸切り 底 部

第24図
土師質
土器

不明

0.5mm大の砂
粒含む。
やや良好

(外)に ぶい責栓色
(内 )にぶい責橙色

底径 :5.6
高台をもたない底部。低い

高台状を呈する。
底部外面 回転糸切 り 底 部
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物

号

遺

番

図

号

挿

番 品 目 器種
出土地点
土  層

胎土焼成
色調 (外)

色調 (内 )

法量 (cm) 形態の特徴 調整・手法の特徴他 備  考

第24図
土師質

土器
不 明

微砂粒含む。

密不良
(外)に ぶい黄橙色
(内 )|こ ぶい橙色

高台径:

約4.6cm
高 台 をもつ底 部 。断 面 三

角形の高台をもつ。
内外面回転ナデ 底部

第24図
土師質
土器

不 明
微砂粒含む。
密やや不良

(外)橙色

(内 )橙色
高台径:7.6

ハの字に開く断面三角形の高
台がつく。風化で判然としない
が、高台がもう少し伸びるもの
かもしれない。

風化 底部

第24図
土師質
土器

不 明
微砂粒含む。
密やや不良

(外)橙色

(内 )橙色
高台径
10cm前後

「ハJの 字状に広がる長し

高台をもつ。
内外 面回転ナデ 底部

第25図
生

器

弥

土
菱

A-2区
褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒多く含む。
やや不良

(外)に ぶい責橙色

(内 )|こぶい責橙色
口径 :224

口縁部が強く屈曲して開
き、端部は若干肥厚し平坦

面を形成する。

端部には1条 の凹線
が観察できる。

弥生時代後期
前半

第25図
生
器

弥

土
甕

B-3区
褐灰色土層

lmm前後の砂
粒多く含む。
やや不良

(外)にぶい褐色

(内 )に ぶい褐色
口径 ■4.8

口縁部がやや外反気味に
立ち上がり端部は九くおさ
める。

口縁部外面に浅い4

条の四線文が観察で

きる。

弥生時代後期
前半

第25図
生
器

弥

土
警
絲

B-4区
褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒多く含む。
不良

(外)に ぶい橙色
(内 )|こぶい責褐色

口径 :不明

単純口縁に粘土紐を貼り

付け口縁段部を形成して
いる。

口縁部外面には2条
の凹線文が観察でき
る。

弥生時代後期
前半

第25図
生
器

弥

土
壷・甕

B-4区
褐灰色土層

lmm大 の砂粒

多く含む。

やや不良

(外)に ぶい責橙色
(内 )灰 白色

口径 ■98
口縁部が水平に近く大きく
開き、端部が下方に拡張さ
れる。

拡張部分に凹線文が

施されている。
弥生時代後期
前半

第27図 土師器 甕
B-4区
掲灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
貞好

(外)にぶい黄橙色
(内 )|こ ぶい橙色

口径 :13.7

外反する日縁をもつやや

小型の養。球形の体部をも
体部内面ヘラケズリ

外面ヨコナデ。

第27図 土師器 奏
B-4区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒多く含む。
やや良好

(外 )に ぶい責橙色

(内 )にぶい黄橙色
口径:23.4

回縁部は外反し、撫で肩
である。日縁端部を九くお
さめ肥厚させる。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面ヨコナ

第27図 土師器 発
B-4区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒多く含む。
やや良好

(外)に ぶい責橙色
(内 )灰責褐色

口径 :26.0
口縁部は外反し、猟で肩
である。日縁端部を九くお
さめる。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面ヨコナ
デ。

第27図 土師器 発
B-4区
褐灰色土層

lmm前後のtJ/

粒含む。
農好

(外)にぶい褐色
(内 )|こ ぶい責褐色

口径 ■7.9

口縁部は外反し、撫で肩
である。口縁端部を丸くお
さめる。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面ヨヨナ
1声。

第28図 土 師器 甕
B-4区
褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒多く含む。
やや良好

(外)に ぶい橙色

(内 )に ぶい黄橙色
口径 :27.0

口縁部は外反し、撫で肩
である。日縁端部を九くお
さめる。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面縦方向
のハケメ。

第28図 土師器 発
B-4区
褐灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。

良

(外)に ぶい橙色

(内 )に ぶい責橙色
口径 128.6

口縁部は外反し、撫で肩
である。口縁端部を丸くお
さめる。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面縦方向
のハケメ。

第28図 土師器 甕か鍋
B-4区 褐灰
色土層

lmm前後の砂
粒多く含む。
やや不良

(外)に ぶい栓色

(内 )に ぶい褐色
口径 :19,0

外反する日縁をもち、胴部
の張り出しが口縁以上に
ならない。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面ヨコナ
デ。

第28図 土師器 甕か鍋

B-2・ B-4
区

褐灰色土層

lmm前後の砂
粒多く含む。
良好

(外)に ぶい褐色

(内 )に ぶい橙色
口径 :24.8

外反する日縁をもち、胴部
の張り出しが口縁以上に
ならない。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面ヨコナ
|だ。

第28図 土 師器 甕か鍋
B-1区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒多く含む。
良

(外)に ぶい責橙色
(内 )とこぶい褐色

口径 :19,6
外反する口縁をもち、胴部
の張り出しが口縁以上に
ならな▼ゝ。

体部内面縦方向のヘ

ラケズリ、外面風化。

第28図 土師器 甕か鍋
C-3区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒多く含む。

不良

(外)黒褐色

(内 )に ぶい褐色

口径 :16.4

cm前 後

外反する日縁をもち、胴部
の張り出しが日縁以上に
ならない。

体部内面横方向のヘラケ

ズリ、ヨコナデ。厚みの不

均―な粗製品。

外面に炭化物
付着

第28図 土 師器 菱か鍋
B-1区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒多く含む。
やや不良

(外)にぶい黄橙色
(内 )浅責橙

日径 :32.6
外反する口縁をもち、胴部
の張り出しが口縁以上に
ならない。大型のもの。

体部内面積方向のへ

ラケズリ、外面風化。

第28図 土師器 甕か鍋
C-3区
褐灰色土層

3mm前 後の砂
粒多く含む。

良

(外)にぶい黄橙色

(内 )にぶい黄掲色
口径 :23.4

外反する日縁をもち、胴部
の張り出しが日縁以上に
ならない。

体部内面横方向のヘラケ

ズリ、外面ヨヨナデ。厚み

の不均―な粗製品。

第29図 土師器 甑
B-4区
褐灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
やや良好

(外)に ぶい責橙色
(内 )にぶい黄栓色

口径:27.9

底径■5,1

器高:25。 9

底部より内湾気味に立ち上が

り、日縁部で緩く外反する。底部

付近に径6mmの貫通丁し。

口縁部内外面ヨヨナデ。

体部内面ヘラケズリ、外

面縦方向のハケメ。

第29図 土師器 甑
B-4区
掲灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
やや不良

(外)にぶい黄橙色

(内 )に ぶい責橙色
牛角状の把手 ナデ

第29図 土 師器 甑
C-4区
褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒含む。

良

(外)にぶい黄橙色
(内 )にぶい黄橙色

牛角状の把 手 内面ケズリ、外面ナデ

第29図 土 師器 甑
B-4区
褐灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
やや不良

(外)灰白色

(内 )にぶい黄橙色
底径:14.4

底部付近に径6mmの貫
通孔。

ヨヨナデ 底 部

第30図 土師器
土製
支脚

B-4区
褐灰色土層

大粒の砂粒含
む。

良
(外)に ぶい責橙色 三又突起タイプのもの。 外面ナデ。 上端部

第30図 土師器
製

脚
土
支

B-4区
褐灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
良

(外)明 黄褐色 三え突起タイプのもの。 外面ナデ。 上端 部

第30図 土師器
製

脚

土

支
B-2区
掲灰色土層

lmm前後の砂
粒含む。
やや不貞

(外)にぶい責橙色 底径 ■2.4 上げ底を呈する。
外面ナデ。底部ケズリ
か 。

底 部
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番
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第30区 土師器
製

脚

上

支

C-5区
褐灰色土層

0 5mna大の砂
粒含む。
やや良好

(外)に ぶい黄橙色 底径:12.6 上げ底を呈する。
外面ナデ。底部ケズリ
か 。

底部

第30区 土師器
製

脚

土

支

B-4区
褐灰色上層

lmm前 後の砂
粒多く含む。
良

(外)に ぶい黄橙色 底径 :11.0 上げ底を呈する。
外 面 ナデ。底 言トケズ

リ。
底 部

第30図 土師器
製

脚

土

支

B-3・ B-4
区

褐灰色土層

lmm大 の砂粒
含む。
やや良好

(外)に ぶい黄橙色 底径■1.0 上げ底を呈する。
外面ナデ・ケズリ。底
部ケズリ。

底 部

第31図 土師器 電
B-4区
褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒多く含む。
良好

(外)に ぶい黄橙色
(内 )に ぶい責褐色

口径 :308 外面ヨコナデ、内面縦

方向のケズリ。

口縁から胴 部に

かけての破片。

内面に媒付斎。

第31図 土師器 毬
B-4区
褐灰色土層

3mm大の砂粒
含む。
やや不良

(外)に ぶい責橙色

(内 )灰 責褐色
外面縦方向のハケメ、

内面縦方向のケズリ。
底部の破片。

第31図 上師器 竃
B-5区
褐灰色土層

lm画大の砂粒
含む。
やや良好

(外)に ぶい黄褐色 一部にハ ケメ。
焚口部分上部
付近の破片。

第31図 土師器 篭
B-4区
褐灰色土層

lmm大の砂粒

多く含む。

良

(外)にぶい黄橙色 ナデ。
焚回部分底部
付近の破片。

第31図 土RT器 奄
B-3区
褐灰色土層

lmm大 の砂粒

多く含む。

良好

(外)に ぶい黄橙色 ナデ。
焚回部分上部
付近の破片。

第31図 土師器
製塩
土器

C-3区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密やや不良
(外)に ぶい栓色

(内 )に ぶい責栓色

口径 :10cm

前後

体部は開き気味に立ち上

がり、口縁付近で内湾し端
部を内側に括れさせる。

内外面とも丁寧なナ
デ仕上げである。

第31図 土師器 福 鉢 褐灰色土層

lmm前 後の砂
粒含む。
密良

(外)にぶい黄橙色

(内 )にぶい黄橙色

3～4mmの 間 隔 で 6本 の

条溝が観 察できる。
風 化 14世紀前後

第32図 須恵器 郭 蓋
B-3区
褐灰色土層

lmm大の砂粒

含む。

密やや不良

(外)灰色

(内 )灰色

口径■22
最大径■47
器高32
塙都径 :44

回縁端部内面に返りをも
つもの。輪状摘み。

摘み部用辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広ⅢA・ B期

第32図 須恵器 辱 蓋

B-2・ 3、 C―

2・ 3区

褐灰色土層

密良
(外)灰色

(内 )灰色

日径■46
最大径■71
器高:30
摘部径 :48

口縁端部内面に返りをも
つもの。輪状摘み。

縞み部周辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広ⅢA・ B期

第32図 須恵器 邦 蓋

B-2・ 3、 C―

3区

褐灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。

密やや良好

(外)灰色

(内 )灰色

日径■36
最大径■63
器高:35
摘部径 :60

口縁端部内面に返りをも
つもの。輸状摘み。

llhみ 部周辺 回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広 ⅢA・ B期

第32図 須恵器 郭蓋

B-4、 C-2・

3区

褐灰 色土層

3mm以下の砂
粒含む。
密不良

(外)灰白色

(内 )灰白色

口径■37
最大径■57
器高:305
摘部径 :35

口縁端部内面に返りをも
つ。宝珠形の摘みが押し
つぶされたような形。

摘み部周辺回転ヘラ
ケズリ、内面天丼部ナ
|だ。

高広ⅢA・ B期

第33図 須恵器 不蓋
B-1・ 2区

掲灰色土層

2mm大の砂粒
含む。

密やや不良

(外)灰 色
(内 )灰 色

口径:15.2

器高:2.5

摘部径:4.8

口縁端部が下とし、頂都
に輪状摘みをもつ。

枯 み部尉辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼都ナデ。天

井都の切り離しは不明。

高広ⅢB期頃

第33図 須恵器 杯蓋

B-4、 C-4
区

褐灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。
密やや不良

(外)褐灰色

(内 )にぶい褐色

口径 :158

器高 :2.2

摘 部径 :5.2

口縁端部が下垂し、頂部
に輪状摘みをもつ。

lllみ 部周辺 Fuu転 ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広ⅢB期頃

100 第33図 須恵器 郭 蓋

B-2・ 4、 C―

2区

掲灰色土層

lmm前 後の砂
粒含む。

密やや不良

(外)灰色

(内 )灰 色

口径:14.8

器高:2.8

摘部径:5.0

口縁端部が下垂し、頂部
に輪状摘みをもつ。

稿み部周辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不り」。

高広 ⅢB期 頃

第38図 須恵器 不蓋
C-2・ 3区

褐灰色土層
密やや良好

(外)灰色

(内 )灰色

口径 :15.4

器高 :2.0

摘部径 :4.0

口縁端部が下垂し、頂部
に輸状摘みをもつ。

摘み都H辺 ぼ1転 ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井都の切り離しは不明。

高広ⅢB期頃

第33図 須恵器 」TN蓋
C-2区
褐灰色土層

3mm以下の砂
粒含む。

密良好

(外)灰色

(内 )灰色

回径 :133
器高 :2.2

描 部径 :3.9

口縁端部が下垂し、頂部
に輪状摘みをもつ。

緒み部周辺 回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広 ⅢB期頃

第38図 須恵器 郭蓋
C-2区
褐灰色土層

lmm大の砂粒
含む。

密やや不良

(外)灰色

(内 )灰色

口径 :14.0

器高 :2.4

摘部径 :4.6

口縁端部が下垂し、頂部
に輸状摘みをもつ。

摘 み部周辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼都ナデ。天

井帝卜の切り離しは糸切り。

高広IB期 頃

第33図 須恵器 郭 身
B-1区
褐灰色土層

密 負
(外)灰色

(内 )灰色

口径i8.5

器高:2.8

やや丸みをもつ底部より体都が
内湾気味に立ち とがり、日縁は

斜上方に向けのびる。短頸壺の
蓋の可能性もある。

底部外面に丁寧な回

転ヘラケズリ。内面底

部ナデ。

高広 ⅡB期

第33図 須恵器 杯 身

B-4、 C-3
区
掲灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。
密不良

(外)灰白色

(内 )褐灰色

口径 :16.9

器高 :5.8

高台径 :9.7

体部が九みをもちながら曲

線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しはヘ

ラ切りによる。

蓋94～ 1031こ

伴うものか

第33図 須恵器 rTN身
B-2区
褐灰色土層

3mm以下の砂
粒含む。

密不貞

(外)灰 色

(内 )灰色

口径:12.4

器高:4.8

高台径:7.9

体部が九みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しは回

転糸切りによる。

蓋94～ 103に

伴うものか

第33図 須恵器 郭 身
B-12区
褐灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。

密良好

(外)灰色

(内 )灰色

回径 :137
器高 :5.3

高台径 :9.4

体部カリとみをもちながら山
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しは回

転糸切り|こ よる。内面
底都ナデ。

蓋94～ 1031こ

伴うものか

第38図 須恵器 杯身
C-2・ 3区

褐灰色土層
密 良

(外)仄色

(内 )灰 色

日径 :13.2

器高 :―

高台径 ■

体部が丸みをもちながら

曲線的に立ち上がる。底

部に高台の痕跡。

底部の切り離しは静
止糸切り。

蓋94～ 103に

1半うものか

第33図 須恵器 不身

B-3・ 4、 C―

4区

褐灰色土層
密やや不良

(外)灰赤色
(内 )灰色

回径:147
器高:4.7

高台径:8.6

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しは静
止糸切り。体部外面に
ヘラ記号。

蓋94～ 103に

伴うものか
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第33図 須恵器 不身?
B-4区
褐灰色土層

2mm大の砂粒
含む。
密不良

(外)に ぶい責橙色
(内 )に ぶい責橙色

口径■

器高■

高台径:8.4

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しはヘ

ラ切り1こ よる。内面底
部ナデ。

蓋94～ 103に

伴うものか

第33図 須恵器 不身?
B-1区
褐灰色土層

lmm大 の砂粒
含む。

密農

(外)灰色

(内 )灰色

回径 :―

器高 :―

高台径 :9,0

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しは回
転糸切り。

蓋94～ 103に

伴うものか

第33図 須恵器 杯身?
B-1・ 2区

褐灰色土層
密やや良好

(外)責灰色
(内)責灰色

口径 ■

器高 ■

高台径 :8.7

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
はハの字状の高台がつく。

底部の切り離しは回
転糸切り。

蓋94～ 1031こ

伴うものか

第33図 須恵器 不 身
B-1区
褐灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。
密良好

(外)灰色

(内 )灰色

日径■2.3

器高:45
高台径,9,1

体部が直線的に外傾して

伸びる。底部端に低い高
台が貼り付けられている。

底部の切り離しは回
転糸切りによる。

高広 Ⅳ・V期

第33図 須恵器 杯 身
C-3区
褐灰色土層

密 良
(外)灰白色
(内 )灰白色

日径:12.5

器高:4.6

底径:8.3

無高台。体部が丸みをもち
ながら曲線的に立ち上が
る。

底部の切り離しは回
転糸切り。

高広ⅣA期

115 第33図 須恵器 不身

B-3・ C-3
区

掲灰色土層

密史好
(外)灰色

(内 )灰色

口径■2.0

器高:3.8

底径:8.5

無高台。体部が九みをもち
ながら曲線的に立ち上が
る。

底部の切り離しは回
転糸切り。

高広 ⅣA期

第33図 須恵器 イ身?
C-3区
褐灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。

密やや良好

(外)褐灰色

(内 )褐仄色

口径 ‐

器高 :一

底径 :74

無高台。体部が丸みをもち
ながら曲線的に立ち上が
る。

底部の切り離しは回

転糸切り。
高広ⅣA期 か

第33図 須恵器 杯身P
B-4区
褐灰 色土層

密良好
(外 )灰 色

(内 )灰色

口径 :―

器高 :―

底径 :7.6

無高台。上げ底気味の底
部より体者隅が直線的にタト
傾して伸びる。

底部の切り離しは回
転糸切り。

高広 ⅣA期か

第34図 須恵器 皿
B-3区
褐灰色土層

2mm以 下の砂
粒含む。

密良

(外)灰 色

(内 )灰色

口径 :17.6

器高 :3.9

高台径:135

底郁より体部は緩やかに立ちと

がり、日縁郡で外反する。底部

端に低い嵩台をもつ。

底部外面には回転糸
切りが施されている。

高広ⅣA・ B期

に同様の形態
あり。

第34図 須恵器 高郭
B-1区
褐灰 色土層

2mm以下の砂

粒含む。

密良

(外)灰色

(内 )灰色
口径■6.7

口縁部が内湾気味に緩や
力ヽ こ開き、邦調 よi莞 い。

内外面回転 ナデ。

透かしは観察
できなかった。

受部の破片

第34図 須恵器 高邦

B-4・ 6、 C―

4区

褐灰色土層

0 5mm以下の

砂粒含む。

密やや不良

(外)灰色

(内 )灰色
口径 :25.4

口縁が大きく開き、端部付
近で屈曲し先端は上下に
肥厚され凹面をもつ。

内外面回転ナデ。内
面底部ナデ。

透かしは不明。

受部の破片

第34図 須恵器 発
B-2・ 3区

掲灰色土層
密 良好

(外)褐灰色

(内 )灰 色
口径 :18.4

肩部が良く張り出し、国縁
は外反する。

口縁部内外面回転ナ
デ。体部内面同心円
当具痕、外面タタキ。

口縁 部

第34図 須恵器 壺発類

B-2・ C-2
区

褐灰色土層
密良好

(外)暗灰黄色
(内 )責灰色

口径 ■3.6

小型の壷奏類。日縁端都
を肥厚させ、凹面を形成す
る。

内外面回転ナデ。 口縁部

第34図 須恵器 一里
B-4区
褐灰色土層

lmm大 の砂粒
含む。
密やや良好

(外)灰色
(内 )灰色

胴部に突帯が巡る。 内外面回転ナデ。

第34図 須恵器 長顕瓶

B-3・ 4・ 5、

C-5区
褐灰色土層

密農
(外 )灰色
(内 )灰色

高台径:7.8

胴部最大径:

15,3

胴部上方に厳大径。に1頸 部は
胴部からつばんで立ち上がっ
た後、大きく外反。底部に高台を
もつ。

顕部と肩部に2条 の沈
線が巡り、底部は糸切
りによる切り離し。

高広ⅢB期

第34図 須恵器 士霊
B-3・ 4区

褐灰色土層
密負好

(外)灰色
(内 )灰色

日径:80 斜上方に向け真っ直ぐに
立ち上がる日縁の破片。

内外面回転ナデ。

第34図 須恵器 逮
C-2区
褐灰色土層

3mm以下の砂
粒含む。
密良好

(外)灰色
(内 )灰 色

底径 :50 平底を有する。

肩部に2条 の沈線が
巡り、底部に「×」のヘ

ラ記号がある。
磁A7・ A8型

第34図
中世

須恵器
壷奏類

C-6区
褐灰色土層

2mm前 後の砂
粒含む。
密不良

(外)灰色
(内 )灰白色

外面格子状のタタキ、

内面はナデ。

小片のため産
地は不明。

胴部片

第35図
土師質
土器

無高台

の皿

B-5区
褐灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。

密やや不良

(外)橙色
(内 )橙色

日径:10.5

器高:2.3

底径:5,3

平坦な底部より逆「ハ」の

字状に大きく開き、口縁に

向け先細りする。

底部の切り離しは糸
切りによる。

第35図
土師質
土器

高台付

皿

C-4区
褐灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。
密良

(外)に ぶい橙色
(内 )橙色

口径:11.0

受部高:0.7

皿部は浅く横方向に直線
的に開く。

風 化

第35図
上師質
土器

高台付

皿

C-3区
褐灰色土層

微砂粒合む。
密良

(外)に ぶい橙色
(内)橙色

口径■1,9

受部高:0.8

皿部は浅く外方向に直線
的に開く。

口縁部内外面回転サ
|だ 。

第35図
土師質
土器

高台付

皿

B-4区
掲灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。
密やや良好

(外)にぶい黄掲色
(内 )灰 黄色

口径■1.8

受部高:09
皿部は浅く外方向に直線
的に開く。

口縁部内外面回転ナ
デ 。

第35図
土師質
土器

付台

皿

一局 B-3区
掲灰色土層

2mm以下の砂
粒含む。

密良

外

内

ぶい責橙色
ぶい黄橙色

口径■1.1

受部高:0.8

皿部は浅く外方向に直線
的に開く。

口縁部内外面回転ナ
デ 。

第35図
土師質
土器 嚇嚇

C-3区
褐灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。

密やや不良

(外)橙色

(内 )橙色

日径:12.2

器高:4.7

底径:60

上げ底気味の底部より体
部が斜上方へ向け真っ直
く
｀
1こ伸びる。

内外面に回転ナデに
よる凸凹痕。切り離し
は回転糸切り。

第35図
土師質
土器

無高台

の杯

C-3区
褐灰色土層

微砂粒含む。
密やや良好

(外 )にぶい責褐色
(内)橙色

口径■1.3

器高:3.8

底径:4.8

低い高台

'大

となる底都より体郡
が内湾して立ち Lがり、端部へ

向け開き気1米に仲びる。

内外面に回転ナデに
よる凸凹痕。切り離し
は糸切り。

第35図
土師質
土器

無高台
の郭

B-4区
褐灰色上層

微砂粒含む。
密史好

(外 )にぶい責褐色
(内 )にぶい黄橙色

口径■1.3

器高:4.2

底径:5.5

低い高台状の底部より体部が

斜上方へ向け真っ直ぐに伸び、

端部を九くおさめる。

内外面に回転ナデに
よる凸凹痕。切り離し
は回転糸切り。
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第35図
土師質
土器 購嚇

B-3区
褐灰色土層

4mm大の砂粒
含む。
密やや良好

(外)灰黄褐色

(内 )1こ ぶい黄橙色

口径 :13.5

器高 :4.4

底径 :5.8

低い高台状の底部より体部が

斜上方へ向け真っ直ぐにや

“

び、

端部を丸くおさめる。

内外 面に回転ナデに

よる凸 凹痕 。切 り離 し

は糸切 り。

第36図
土師質

土器

無高台

の郭

B-4区
褐灰色土層

微砂粒含む。
密良好

(外)に ぶい責橙色

(内 )にぶい責橙色

口径:11.4

器高:4.0

底径:5.6

底部より内湾気味に立ち上がり、

先端へ向け緩く外Fxし て端言隅こ

至る。体都 ド半に弱い膨らみ。

回転 ナデによる凸 凹

痕は 目立たない。切 り

離しは回転糸切り。

第20図 41、 第

36図 138・ 139

と同形態

第36図
土師質
土器

無高台
のイ

C-3区
掲灰色土層

微砂粒含む。

密やや良好
(外)橙色

(内 )に ぶい橙色

口径■2.1

器高:4.1

底径:5,6

上げ底気味の底部より内湾気
I米 に立ち上がり、先端へ向け
真っ直ぐに伸びる。体部下半に
弱い膨らみ。

回転ナデによる凸凹

痕は日立たない。切り

離しは回転糸切り。

第20図 41、 第

36図 137・ 139

と同形態

第36図
土師質
土器

無高台

の邦

C-3区
褐灰 色土層

微砂粒含む。

密良
(外)橙色

(内 )1こぶい責橙色

口径:11.2

器高:4.0

底径:55

上げ底気味の底部より内湾気
味に立ち上がり、先端へ向け緩
く外反して端部に至る。体部下
半に弱い膨らみ。

回転 ナデによる凸 凹

痕は 目立たない。切 り

離しは回転糸切り。

第20図 41、 第
36図 137・ 138

と同形態

第36図
土師質
土器

不明
C-5区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密やや不良
(外)橙色

(内 )に ぶい橙色
口径 :12.1

内湾気味に立ち上がり、回

縁部で僅かに外反する。
内外面回転ナデ。 口縁部

第36図
土師質
土器

不 明
C-5区
褐灰色土層

密良好
(外)にぶい黄橙色

(内 )に ぶい黄橙色
口径 ■2.2

斜上方へ向け開き気味に

立ち上がり、口縁言口ま外方
に向け先細りする。

内外面回転ナデ。 口縁部

第36図
土師質
土器

不 明
C-4区
褐灰色土層

lmm以下の砂
粒含む。

密やや不良

(外)に ぶい黄橙色

(内 )に ぶい橙色
口径 ■30

内湾気味に立ち上がり、口

縁部は僅かに肥厚する。
内外面回転ナデの凸
凹痕が著しい。

口縁都

第36図
土師質
土器

不 明
B-3区
褐灰色土層

lmm以下の砂
粒含む。

密やや不良

(外)橙色
(内 )橙色

口径 :17.0
内湾気味に立ち上がり、端
部を丸くおさめる。

内外面回転ナデ。 口縁部

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

lmm以下の砂
粒含む。

密やや不史

(外)橙色

(内 )橙色
口径 :16.6

内湾気味に立ち上がった

後、斜上方へ向け真っ直
ぐに伸びる。

内外面回転ナデの凸
凹痕が著しい。

口縁部

第36図
土師質
土器

不 明
B-3区
褐灰色土層

微砂粒含む。
密不良

(外)灰 白色

(内 )黒褐色
底径 :4.ユ

無高台。上げ底気味の底
部より体部が斜め上方へ

向け伸びる。

内面底部に回転ナデ

痕。外面風化

部

黒

底

内

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

lmm以 下の

砂粒含む。密
良好

(外)灰 黄掲色

(内 )灰 黄掲色
底径:6.2

無高台。平坦な底部より体
部が開き気味に伸びる。低
い高台状を呈する。

底部の切り離しは回

転糸切りによる。
底 部

第36図
土師質
土器

不 明
C-4区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密不良
(外)浅黄橙色

(内 )浅責橙色
底径 :6.4

無高台。上げ底気味の底部より

体都が内湾気味に伸 びる。低
い高台】犬を呈する。

底部の切り離しは糸
切りによる。

底部

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密良
(外)に ぶい橙色

(内 )に ぶい橙色
底径:6.8

無高台。上げ底気味の底
部より体部が内湾気味に

伸びる。

底部の切り離しは糸
切り1こ よる。

底 部

第36図
土師質
土器

不 明
B-4区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密やや良好
(外)灰 褐色

(内 )に ぶい赤褐色
底径 :5.5

無高台。上げ底気味の底部より

体部が内湾気味に伸 びる。低
い高台状を呈する。

底部の切り離しは糸
切リイこよる。

底部

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

lmm以下の砂

粒含む。

密良好

(外)に ぶい黄橙色

(内 )に ぶい責橙色
底径:5.4

無高台。上げ底気味の底

部より体部が内湾気味に

伸びる。

底部の切り離しは回

転糸切り1こ よる。
底 部

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

lmm以 下の砂

粒含む。

密良好

外

内

ぶい橙色
ぶい橙色

底径:5.8

無高台。上げ底気味の底

部より体部が内湾気味に

伸びる。

底部の切り離しは回

転糸切りによる。
底部

第36図
土師質
土器

不 明
C-2区
褐灰色土層

微砂粒含む。

密不良
(外)橙色

(内 )黒 褐色
高台径:75
高台高:1.0

高台をもつ底部。「ハ」の字
状に開く高台。体部は内湾
気味に立ち上がる。

風化
部

黒

底

内

第36図
土師質
土器

不 明
B-3区
褐灰色土層

密良
(外)に ぶい橙色

(内 )浅黄橙色

径

高

台

台

一局
高

高台をもつ底部。「ハ」の字
状に開く高台。体部は内湾
気味に立ち上がる。

高台取り付け部分ヨ
ヨナデ。

底部

第36図
土師質
土器

不 明
B-3区
褐灰色土層

lmm以下の砂

粒含む。

密良

(外)浅責橙色

(内 )浅責橙色
高台径:8.6

高台高:1.4

高台をもつ底部。「ハJの字
状に開く高台。

高台内糸切り後ナデ。 底部

第36図
土師質
土器

不明
C-3区
褐灰色土層

lmm以 下の砂

粒含む。

密やや不良

(外)橙色

(内 )橙色
高台径:90
高台高■.6

高台をもつ底部。「ハ」の字
状に開く高台。体部は内湾
気味に立ち上がる。

風 化 底部

第36図
土師質
土器

不 明
C-3区
褐灰色土層

lmm以 下の砂
粒含む。

密良好

(外)に ぶい橙色

(内 )に ぶい橙色
高台径:7.2

高台高:1.5

高台をもつ底部。「ハ」の字
状に開く高台。体言騨よ内湾
気味に立ち上がる。

体部内外面回転ナデ。

糸切り後、高台貼り付
t)。

底部

第36図
土師質
土器

不 明
C-4区
褐灰色土層

2mm以 下の砂

粒含む。

密やや不史

(外)橙色

(内 )橙色
高台径:77
高台高:1.3

高台をもつ底部。「ハJの字状に

F41く 高台。体者Ыま斜め_と 方へ向

け直線的に立ちEがる。
体部内外面回転ナデ。 底部

第36図
土師質
土器

不 明
B-5区
褐灰色土層

lmm以下の砂

粒含む。

密やや不良

(外)浅黄橙色

(内 )浅黄橙色
高台径:8.0

高台高■.8

高台をもつ底部。径の割り
に長めの高台をもつ。

体部内外面回転ナデ。 底 部

第36図
土師質
土器

不 明
C-5区
褐灰色土層

lmm以 下の砂

粒含む。

密やや不i

(外)に ぶい黄橙色

(内 )にぶい黄橙色
底径:4.4

脚部高12,7

台付きの底部。鼓形に近
い形状の脚部。

風 化 底部

第37図
釉

器

緑

陶
皿

C-3区
褐灰色土層

硬質の須恵質。

級密良好
灰色の素地に濃緑
色の釉薬。

回径:126
口縁部付近が屈曲する。

端部には切り込んでつくる
タイプの輪花。

濃緑色の釉薬が均一

に塗布されている。

東海系。時期は

9世 紀末～ 10

世紀に入る頃。

第37図
釉

器
緑
陶

皿
B-5区
褐灰色土層

硬質の須恵質。

級密良好

灰色の素地に濃緑
色の釉薬。

底径:5.5
「ハ」の字状に開く高台が

貼り付けられている。
濃緑色の釉薬が全面
に塗布されている。

160と 同一 個

体と考えられ
る。
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第37図 鶴瞬
養

B-4区
掲灰色土層

lmm大 の砂粒
含む。

密農好

(外)灰褐色

(内 )灰褐色
口径 :不明

口唇部は上と下に摘み出し、外

側は外反し内側は1段 受け部

がつくいわゆるN字状回縁。

内外面ヨヨナデか。
13世紀後半頃
と考えられる。

第37図
盆器系
陶器

奏
A-4区
褐灰色土層

2mm大 の砂粒
含む。

密良好

(外)灰褐色
(内 )灰 黄褐色

底径23cm
前後

平底を有する。 内外面ヨコナデか。
162と 同一個

体か。

第38図 備前 箋
B-5区
褐灰色土層

3mm大 の砂粒
含む。

密良好

(外)灰褐色
(内 )褐灰色

口径45cm
前後

口縁部が垂直に立ち上が

り、端部は丸く折り曲げられ
玉縁状になる。

内外面ヨコナデか。
中世4期。
15世紀前棄～

中葉。

第38図 備前 重奏類
C-4区
褐灰 色土層

3mm大 の砂粒
含む。
密良好

(外)褐灰色

(内 )暗赤褐色
底径20cm
前後

平底。体部との境は肥厚
する。

内外面ヨヨナデか。 底部

第38図 備前 悟鉢
C-5区
褐灰色土層

lmm大の砂粒
含む。
密良好

(外)暗青灰色

(内)暗青灰色
口径:283 片日のつく口縁部。

回縁部内外面ヨコナ
デ。無釉で焼き締まっ
ている。

168と 同一個

体か。

第38図 備前 指鉢
B-5・ 6区

褐灰色土層

lmm大の砂粒
含む。
密良

(外)暗赤褐色
(内 )暗赤褐色

口径 :27.5
口縁端言騨ま上下に肥大化
する。

内面に7本 1組 の条
溝。

中世4期。
15世紀前葉～

中葉。

168 第38図 備前 悟 鉢 褐灰色土層

lmm大の砂粒
含む。

密良好

(外)暗青灰色

(内 )暗青灰色
底径■2.4

平坦な底部より体部が斜
上方へ向け真っ直ぐに立

ち上がる。

内面に条溝が刻まれ
ている。

166と 同一個
体か。15世 紀
頃。

第38図 瀬戸．難
深 皿

C-6区
褐灰色土層

級密史好

灰白色の素地にオ
リーブ 責色 の釉
薬。

口径 :26.6
大きく開き気味に立ち上が

り、日縁部は内外に摘み出
され凹面を形成する。

外面に沈線状の凸凹

痕が巡る。
口縁部

第38図
瀬戸`

美濃
深 皿

B-5区
褐灰色土層

級密良好
(外)灰白色

(内 )灰白色
底径

'12.4

平底の底部より体部が逆

「ハ」の字状に直線的に立
ち上がる。

底部外面糸切り。体

部外面回転ナデ。
底部片

第38区
瀬戸・

美濃
深 皿

A-4区
褐灰色土層

級密 良好

内外面灰白色。内
面の一部にオリー

プ黄色の釉薬。
底径 :不明

底部と体部の境にボタン

状の脚が取り付けられて
いる。

脚部周辺ナデ。 底部片

第38図
国
磁

中
青

碗
C-3区
褐灰色土層

緻密良好
外

内

ぶい黄色
ぶい責色

口径■6.3
口縁部が外反し端部を丸
くおさめる。

浅黄橙の素地。二次的に

火を受けたのか青磁釉が

にがい黄色を呈す。

上 田D類 。14～

15世 紀頃のもの

と考えられる。

173 第38図
中国

青磁
碗

B-5区
掲灰色土層

級密良好
(外)オ リーブ灰色
(内 )オリーブ灰色

口径16.4

cm前後

口縁部が外反し端部を九
くおさめる。

灰白色の素地にいわ

ゆる青磁釉が施され
ている。

上 日D類 。14～

15世 紀 頃のもの

と考えられる。

第38図
中国

青磁
碗 褐灰色土層 綾密良好

(外)灰オリーブ色

(内 )灰オリーブ色
高台径:5,7

直立気味のしっかりとした

高台をもつ。

内面見込み部分には

文様が施され、高台
外底面は無釉である。

14～15世紀代。

175 第38図
国
磁

中
青 碗 掲灰色土層 緻密良好

(外)灰オリープ色
(内 )灰オリーブ色

高台径 :6.0
直立気味のしっかりとした

高台をもつ。

内面見込み部分には

文様が施され、高台
外底面は無釉である。

14～15世紀代。

第38図
国
磁

中
青

碗 褐灰色上層 級密良好
(外)灰オリーブ色

(内)灰オリープ色
底径8.2cm
前後

碁筍底の碗底部。
外面の底部付近に1

条の沈線。

第38図
国

磁

中

白
皿

C-6区
褐灰色土層

緻密不良
(外)灰白色

(内 )灰白色
口径 ■0.2

丸みをもって立ち上がる口

縁部の破片。

透明釉が施されてし

る。

178と 同 一 個

体か。

第38図
国

磁

中

白
皿 褐灰 色土層 緻密不良

(外)灰白色

(内)灰白色
底径:415 高台裏に狭りを入れ、波状

を呈する。

体部下半部を露胎にした

ものであり、見込みに胎土

目状の痕跡が残る。

森田D群に相

当する。15世

紀代。

第38図 棚帥略
碗

C-6区
褐灰色土層

緻密良好
(外)黒褐色

(内 )褐色
口径 ■2.0

体部は内湾気味に立ち上
がり、日縁部で届山させ端
部は外反する。

灰白色の素地に黒和
が施されている。

16世紀初頭ま
でのもの。

第42図 土 師器
製

脚

土

支

B-3区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。
良

(外)に ぶい責褐色 三又突起タイプのもの。 強いナデ調整。

第42図 土師器 郭
B-4区
整地層

lmm以下の砂
粒含む。
やや不良

(外)浅黄橙色
(内 )浅責橙色

口径 ■3.1

浅い椀形を呈し、底部外
面に手持ちヘラケズリが
施されている。

底部外面手持ちヘラ
ケズリ。

第42図 土師器 不 明品
C-3区
整地層

lmm前後の砂

粒含む。
良

(外)にぶい黄褐色
(内 )にぶい責橙色

日径26cm
前後

体部が垂直に立ち上がり
口縁部で緩く外反する。

体部外面が横方向の

ナデ、内面に横方向
のヘラケズリ。

口縁端小片

第43図 須恵器 郭蓋
B-3区
整地層

0.5mm大 の砂
粒含む。
密やや良好

(外)灰色

(内 )灰色

日径■63
最大径■86
器高:26
摘部径 :60

口縁端部内面に返りをも
つもの。輪状摘み。

摘み部周辺 回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広 皿A・ B期

第43図 須恵器 郭 蓋
B-3区
整地層

3mm以下の砂
粒含む。

密不良

(外)灰色

(内 )灰色

口径:13.3

最大径■6.4

口縁端部内面に返りをも
摘み部周辺回転ヘラ

ケズリ、内面天丼部ナ
デ。

高広ⅢA・ B期

第43図 須恵器 邦蓋

B-3・ C-3
区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。
密良好

(外)灰色

(内 )灰色

口径■5,4

器高:2,7

摘部径:6.7

口縁端部が下垂し、頂部
に輪状摘みをもつ。

摘み部周辺 回転ヘラケ

ズリ、内面天丼部ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広 ⅢB期頃

198 第43図 須恵器 郭 蓋
B-4区
整地層

0.5mm大の砂

粒含む。

密良

(外)灰色

(内 )灰色

回径45.8
器高:4.2

禍部径17.4

口縁端部が下垂し、頂部
に輸状摘みをもつ。

摘み部周辺回転ヘラケ

ズリ、内面天丼郡ナデ。天

井部の切り離しは不明。

高広ⅢB期 頃

第43図 須恵器 不蓋

B-3・ C-3
区

整地層

2mm以 下の砂

粒含む。

密良

(外)灰色

(内 )灰色

口径:13.2

器高:3.2

摘部径:5.5

口縁端部が下垂し、頂部
に輪状描みをもつ。

摘み部周辺 回転ヘラケ
ズリ、内面天丼部ナデ。天

井都の切り離しは静止糸
切り。

高広 ⅢB期頃
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第43図 須恵器 郭 蓋
C-3区
整地層

lmm前 後の砂

粒含む。

密良好

(外)灰色

(内 )灰色
口径 ■6.0 下垂する口縁。

天丼部外面回転ヘラ
ケズリ。

高広 ⅢB期頌

第43図 須恵器 不身
B-3・ 4区

整地層

lmm前 後の砂
粒合む。
密良好

(外)黄灰色

(内 )責灰色
口径 48.0

体部が丸みをもちながら

曲線的に立ち上がり、底部
に高台がつく。

高台外底面はナデ、
ヘラ記号あり。糸切り
かどう力Чま不明。

蓋195～ 2001こ

伴うものか

第43図 須恵器 lT・身

B-3・ 4、 C―

4区

整地層

微砂粒含む。

密やや良好
(外)灰 色

(内 )灰 色

口径:15,9

器高:4.8

高台径:71

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に

「ハJの字状の高台がつく。

高台外底面はナデ、
ヘラ記号あり。糸切り
かどうかは不明。

蓋195～ 2001こ

伴うものか

第43図 須恵器 杯身
C-4区
整地層

2mm以 下の砂
粒含む。
密不良

(外)灰色

(内 )黄灰色

口径 :154
器高 :5。 1

高台径 :8.ユ

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
「ハ」の字状の高台がつく。

高台外底面に静止糸
切り痕。

蓋195～ 200に

伴うものか

第43図 須恵器 イ 身
C-4区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。

密やや不良

(外)灰色

(内 )灰色

口径 ■3.8

器高 :4.5

高台径:1035

体部が丸みをもちながら曲
線的に立ち上がり、底部に
「ハ」の字状の高台がつく。

高台外底面に糸切り
痕。

蓋195～ 200に

伴うものか

第43図 須恵器 不身
C-3区
整地層

2mm以下の砂
粒含む。

密良

(外)灰色

(内 )灰 色

口径 :12.6

器高 :43
高台径 :9.6

体部が直線的に外傾して

仲びる。底部端に低い高
台が貼り付けられている。

底部外面の切り離し
は糸切りによる。

高広Ⅳ・V期

第43図 須恵器 郭 身
C-4区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。

密不良

(外)に ぶい橙色

(内 )にぶい橙色

口径 :124

器高 :4.3

底径 :9。 4

無高台の郭身。体部が九
みをもちながら曲線的に立

ち上がり、日縁部が括れる。

底部外面に回転糸切

りが施されている。
高広ⅣA期

第43図 須恵器 lBN身
B-3区
整地層

密やや不良
(外)オ リーブ灰色

(内 )オ リーブ灰色

口径■4.3

器高:3.6

底径:9.5

無高台の郭身。体部が丸
みをもちながら曲線的に立

ち上がり、日縁部が括れる。

底都外面に静止糸切
りが施されている。

高広 ⅣA期

第43図 須恵器 皿
B-3区
整地層

密不 良
(外)灰 黄色

(内 )灰責色

口径■4.6

器高:26
底径:11.2

平坦な底郡より体部は緩や
かに立ち上がり、日縁部は

外反し端部を丸くおさめる。

底部外面に回転糸切
りが施されている。

高広ⅣA・ B期
に同様の形態
あり。

第43図 須恵器 甕

B-3、 C-4
区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。

密良好

(外)灰色

(内 )灰色
口径 :16.4

肩部が良く張り出し、日縁
は外反する。

口縁都内外面臣1転 ナデ。

体部内面同心円当具痕、

外面タタキ痕。

口縁 部

第43図 須恵器 壷 甕類
C-3区
整地層

lmm前後の砂
粒含む。
密良好

(外)責灰色

(内 )黄灰色
日径 :14.6

小型の壷発類。口縁端部
を肥厚させ、凹面を形成す
る。

内外面回転ナデ。 口縁部

第43図 須恵器
C-3区
整地層

密良好
(外)灰 色

(内 )灰色
口径■1,9

斜上方に向け真っ直ぐに
立ち上がる日縁の破片。

口縁部外面に2条の

沈線。

第 3表 禅定寺遺跡出上金属製品・鉄滓観察表

物

号

遺
番

挿図番号 品  目
出土地点

土  層

法 量
考備

全長 (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第 5図 銭貨
SB01、

PT 3・ 4

銭径
2.35rnm

銭厚
1.30mm

残存重量

1.4
熙寧元賓

6 第 9図 鉄 津
SB02、

PT l
磁石に付着する。

7 第 9図 鉄津
SB02、

PT2 2.2 9.5 磁石に付着しない。

第22図 鉄津 SK05 5。 1 50.5 磁石に付着しなし

第40図 大刀
C3区

褐灰色土層

第40図 鍔
C-4区

掲灰色土層
磁石に付着しない。

第40図 紡錘車?
C-3区

褐灰色土層

第40図 不明品
C-4区

褐灰色土層
8.5 復元直径11.4cm前後

第40図 不明品
C-4区

褐灰色土層
1.ユ

190 第40図 椀形鍛冶津
B-3区

褐灰色土層
181.8

磁石に付着しない。底部に砂
粒の付着が認められる。

第40図 鉄淳
C-5区

褐灰色土層
3.2 42.3 磁石に付着しない。

第44図 椀形鍛冶津
C-4区
整地層

5.8 109.1
磁石に付着する。底部に砂
粒の付着が認められる。
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第 4表 禅定寺遺跡出土石器観察表

物

号

と
還

平
宙

図

号

挿

呑
品 目 石  材 出土地点

法 量
備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第39図 石鏃 黒曜石
C-4区

褐灰色土層
残存長 2.3 凹基無茎式

第39図 打製石斧 流紋岩
C-6区

褐灰色土層
残存長 10。 2 刃部幅 4.9 134.5

第39図 石製丸輛
無斑晶質流紋岩

またはトカライト

B-4区
褐灰色土層

表面縦 21.19mm

裏面縦 30 32mm

表面横 48.98mm

裏面横 45,31mm
813～ 9.21mm

3箇所に潜り
了し。

第39図 不明品 軽石
C-3区

褐灰色土層
表裏が使用に
より滑らか。

第39図 砥石 凝灰岩
C2・ 3区
褐灰色土層

7.7 1250
使用部分が窪
む①

第 5表 禅定寺遺跡遺跡出土木器観察表

物

号

遺
番

挿図番号 品 目 樹 種 出土地点
法 旦

里
備  考

長さ(cm) 中冨(cm) 厚さ(cm)

3 第 5図 柱根 不 明 SB-01、 PT12 残存長 51.3
九太材なのか、角材

なのか不明。

8 第9図 柱 根 不 明 SB-02、 PT41 残存長 23.7
丸太材なのか、角材
なのか不明。

第 6表 平成10年度禅定寺遺跡出土中世陶磁器一覧表

青磁碗 青磁皿郭

蓮B0 蓮Bl 蓮B2 蓮B3 蓮B4 雷Cl 雷C2 雷C3 龍D 龍E 旦
爪 不明その他 龍 Ⅳ 稜花A 稜花B 利柳

7
破片 11

碁筍底の碗 ]

白磁皿 青花碗 青花皿

A B C D El E2 不明
その他 B C D E 華南

不 明
その他 Bl C 華南C B2 E 不 明

その他

5 1

天 目 褐釉 その他の中国製品 中国製品合計
朝鮮王朝

東南アジア 国産品。その他 備 考
碗 皿 瓶 不 明

1

中世須恵器 5

土師器指鉢 2

緑釉陶器 5

瀬戸灰釉折縁深皿 7

瀬戸鉄釉天目 1
瀬戸灰釉皿 3

肥前系陶器 5

肥前系陶器(岸rJi系)2
備前小壷 3

備前小橋鉢 17

備前壷甕類 128

奎器系壷奏類 15

その他不明陶

磁器・近現代

の陶磁器も出

土
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第 7表 禅定寺遺跡土坑一覧表

名称
図

号

挿

番
検出地点 平面形

規模 (cm)

(上縁長軸X短軸X深 さ最大〕
出土遺物 性 格 備   考

SK-01 第13図 B-5区
形の崩れた

隅丸方形
133× 118×35.0

土師器×36・ 須恵器×9・ 土師
質土器×52

不 明

SK-02 第15図 C-5区 歪な円形 215× 190×88.5
土師器×6・ 須恵器×13・ 土師
質土器×4

不 明
土坑を取り囲むよう|こ 5

つのピットを検出

SK-03 第17図 C-4区 円形 80.0×  ×20。 7
土師器×24・ 須恵器×6・ 土師
質土器×23・ 軽石×1

不 明 SK-03(新)―SK-04(古)

SK-04 第19図 C-3・ 4区 長方形 148以」二×78× 20.7
土師器×28・ 須恵器×8'土師

質土器×10
土媛墓? SK-03(新)―SK-04(古)

SK-05 第21図 C-3区 楕円形 162×98× 20,9
土師器×40・ 須恵器×13・ 土

師質上器×44・ 鉄津×1
不明

SK-06 第23図 BoC-7区
形の崩れた

楕円形
97× 78× 15.0 不 明

SK-07 第41図
第2遺構面
B-3区

円形 160×  ×47.8 不 明 第2遺構面

第 8表 SB01ビ ッ トー覧

名称
径

大

直

最

径

小

直

最
深さ

最大
出土遺物

遺  物

挿図番号
備 考 名称

径

大

直

最

径

小

直

最
さ
大

深

最
出土遺物

遺  物

挿図番号
備 考

PTl PT12 柱×1 第5図3

PT2 縄文土器Xl PT13 24 7

PT3
須恵器×2・ 土師質土器 第5図1'

第5図2
地鎮跡か

PT14 20。 7

PT4
×2・ 銭貨×1

PT15 23.0 張り出し

PT5 27.5 PT16 張り出し

PT6 土師器×ユ PT17 須恵器Xl・ 土師器X15 張り出し

PT7 PT18 張り出し

PT8 51.4 石鏃×1 PT19 張り出し

PT9 須恵器×1・ 盗器系×1

PT10

PTll

建物桁行

PTl―PT2
308(10.2)

PT12-PT9
310(10.2)

PT12-PT10
320(10。 6)

PTll― PT12
330(10.9)

PT2-PT3
245(8,1)

PT2-PT4
242(8.0)

PT9-PT8
240(7,9)

PT10-PT8
225(7.4)

PTll―PT8
215(7.1)

PT3-PT5
243(8.0)

PT4-PT5
245(8.1)

PT8-PT7
241(8.0)

建物梁問
PTユーPT14
195(6.4)

PTl― PT13
224(7.4)

PT5-PT6
240(7.9)

PT6-PT7
158(5。 2)

PT13-PT12
165(5。 4)

PT14-PT12
190(6.3)

建物～張り出

し部まで

PTl―PT15
123(4.1)

PT2-PT16
119(3.9)

PT3-PT17
132(4.4)

PT3-PT18
133(4.4)

PT4-PT17
124(4.1)

PT4-PT18
125(4.1)

PT5-PT19
121(4.0)

張り出し部桁

行

PT15-PT16
315(10。 4)

PT16-PT17
255(8.4)

PT16-PT18
243(8.0)

PT17-PT19
240(7.9)

PT18-PT19
253(8.3)

※右 ( )内の単位は尺。 1尺 ‐30.3cmで計算。

第 9表 SB01各 ピッ ト間距離一覧表 単位 (cm)
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第10表 SB02ビ ッ トー覧

名称
径

大

直

最

径

小

直

最

深 さ

最大
出土遺物

遺  物

挿図番号
備  考 名称

径

大

直

最
直径
最小

さ

大

深

最
出上遺物

遺  物

挿図番号
備 考

PTl 20.7
土 師 器 ×4・ 須 恵 器 X4
鉄 津 Xl 第 9図 6 PT22 張り出し

PT2 土師器×6・ 鉄津Xl 第9図7 PT23 17.3 張り出し

PT3 SK-04と 切 り
合う。未検出

PT24 張り出し

PT4 土師質土器Xl PT25 張り出し

PT5 土師器X4・ 須恵器×ユ PT26 張り出し

PT6 PT27 張り出し

PT7 PT28 須恵器X3・ 土師器×ユ 張り出し?

PT8 PT29 張り出し?

PT9 須恵器Xl PT30 張り出し?

PT10 PT31 須恵器×2 張り出し?

PTll 40.5 土師器×5・ 須恵器×l PT32 張り出し?

PT12 土師質土器×ユ PT33 張り出し?

PT13 張り出し PT34 5.1 張り出し?

PT14 張り出し PT35 張り出しP

PT15 須恵器×2・ 土師器X15 第9図4・ 5 張り出し PT36 張り出し?

PT16 張り出し PT37 張り出しP

PT17 須 恵 器 X3・ 土 師 器 Xl
土 師 質 土 器 Xl 張り出し PT38 張り出しP

PT18 張り出し PT39 張り出し?

PT19 17 張り出し PT40 張り出し?

PT20 張り出し PT41 柱×1 第9図 8 張り出し?

PT21 張り出し PT42 33.6 張り出しP

建物桁行

PTl―PT2
435(14.4)

PT10-PTll
421(13。 9)

PT9-PT8
440(14.5)

PT2-PT3
(320)(10.6)

PTll―PT12
325(10.7)

PT8-PT7
322(10.6)

PT3-PT4
(317)(10.5)

PT12-PT5
326(10.8)

PT7-PT6
328(10.8)

建物梁間

PTl― PT10
220(7.3)

PT2-PTll
260(8.6)

PT3-PT12
(246)(8.1)

PT4-PT5
263(8,7)

PT10-PT9
228(7.5)

PTll―PT8
230(7.6)

PT12-PT7
232(7.7)

PT5-PT6
228(7.5)

建物～張り出
し部まで

PTl― PT13
130(4.3)

PT2-PT14
125(4.1)

PT3-PT15
(121)(4.0)

PT4-PT16
110(3.6)

PT4-PT19
132(4.4)

PT6-PT20
100(3.3)

PT6-PT22
110(3.6)

PT7-PT23
110(3.6)

PT8-PT24
112(3.7)

PT9-PT25
125(4.1)

PT10-PT27
325(10。 7)

張り出し部桁
行

PT13-PT14
420(13.9)

PT25-PT24
440(14.5)

PT14-PT15
315(10.4)

PT24-PT23
325(10.7)

PT15-PT16
337(11.1)

PT23-PT22
324(10.7)

PT25-PT26
286(9,4)

PT16-PT17
75(2.5)

PT16-PT18
90(3.0)

PT22-PT21
115(3.8)

張り出し部梁
間

PT19-PT18
98(3.2)

PT19-PT17
120(4.0)

PT20-PT21
110(3.6)

PT26-PT27
335(11,1)

※右 ( )内の単位は尺。 1尺 =30.3cmで計算。

第11表 SB02各 ピッ ト間距離一覧表 単位 (cm)
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第12表 SB03ピ ッ トー覧

名称
径

大

直

最

径

小

直

最

さ

大

深

最
出土遺物

遺  物

挿図番号
備 考 名称

径

大

直

最

径

小

直

最

さ

大

深

最
出土遺物

遺  物

挿図番号
備 考

PTl 須恵器Xl・ 土師器×2 PT13 土 師 器 ×2・ 土 師 質 土 器
×2

PT2 土師器×4 PT14 31.0

PT3 土師質土器×1 PT15

PT4 PT16

PT5 PT17 土 師 器 Xl・ 上 師 質 土 器
Xl

PT6 19。 1 PT18

PT7 21.5 PT19 33.5

PT8 17.3 PT20

PT9 PT2ユ
須 恵 器 Xl・ 土 師 器 ×2・

土 師 質土 器 Xl

PT10 PT22

PTll PT23 土師質土器X2 第10図9

PT12 26.2 土師質土器×1

建物桁行

PTl― PT2
226(7.5)

PT17-PT18
225(7.4)

PT17-PT19
210(6,9)

PT16-PT14
195(6.4)

PT16-PT15
205(6.8)

PT16-PT13
215(7.1)

PT2-PT3
265(8.7)

PT18-PT20
260(8.6)

PT18-PT21
253(8.3)

PT19-PT20
280(9.2)

PT19-PT21
273(9.0)

PT14-PTll
278(9。 2)

PT14-PT12
263(8.7)

PT15-PTll
265(8.7)

PT15-PT12
253(8.3)

PT13-PTll
257(3.5)

PT13-PT12
242(8,0)

PT3-PT4
247(8.2)

PT3-PT5
250(8.3)

PT20-PT22
245(8.1)

PT20-PT23
247(8.2)

PT21-PT22
257(8.5)

PT21-PT23
260(8.6)

PTll― PT10
240(7.9)

PT12-PT10
253(8.3)

PT4-PT6
222(7.3)

PT5-PT6
215(7.1)

PT22-PT7
228(7.5)

PT22-PT8
238(7.9)

PT23-PT7
222(7.3)

PT23-PT8
234(7.7)

PT10-PT9
232(7.7)

建物梁間

PTl― PT17
175(5.8)

PT2-PT18
175(5。 8)

PT2-PT19
162(5.3)

PT3-PT20
170(5,6)

PT3-PT21
190(6.3)

PT4-PT23
194(6.4)

PT4-PT22
175(5,8)

PT5-PT23
165(5。 4)

PT5-PT22
150(5,0)

PT6-PT7
155(5,1)

PT6-PT8
155(5,1)

PT17-PT16
190(6.3)

PT18-PT14
181(6.0)

PT18-PT15
175(5,8)

PT18-PT13
175(5,8)

PT19-PT14
190(6.3)

PT19-PT15
190(6.3)

PT19-PT13
186(6.1)

PT20-PT12
182(6.0)

PT20-PTユユ

195(6.4)

PT21-PT12
162(5.3)

PT21-PTll
177(5,8)

PT22-PT10
192(6.3)

PT23-PT10
176(5.8)

PT7-PT9
195(6.4)

PT8-PT9
197(6.5)

※右 ( )内の単位は尺。 1尺 =30.3cmで 計算。

第13表 SB03各 ビッ ト間距離一覧表 単位 (cm)
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第14表 SB04ビ ッ トー覧

名称
径

大

直

最
直径
最小

さ

大

深

最
出土遺物

遺  修

挿図番号
備  考 名称

直径

最大

直径

最小

さ

大

深

最
出土遺物

遺  物

挿図番号
備 考

PTl PT13 30.2
須 恵 器 ×1・ 土 師 器 ×2

土 師 質 土 器 ×2

PT2 須 恵 器 ×5・ 土 師 器 ×4

土 師 質 土 器 ×8
第 ■ 図 13 PT14 調査区外。

未検出

PT3 SK-04と 切 り
合う。未検出

PT15 31.3 須恵器×1・ 土師器Xユ

PT4 土師器X13 第 ■ 図
11・ 12

PT16 36.6 張り出し

PT5 43,7 土師器×3・ 須恵器Xl PT17 張り出し

PT6 土師質土器×3 PT18 24.0 土師器×3 張り出し

PT7 40,3 PT19 15 20.0 張り出し

PT8 26.8 PT20 22.6 張り出し

PT9 33.6 土 師器 ×1 第 11図 10 PT21 張り出し

PT10 262 PT22 26,7 張り出し

PTll 38.6
須 恵 器 Xl・ 土 師 器 Xl
土 師 質 土 器 Xl PT23 42.5 土師器×7 SB-04?

PT12 39.3
土 師 器 ×4・ 土 師 質 土 器
×2

建物桁行

PTl― PT3
(226)(7.5)

PT2-PT3
(215)(7.1)

PT14-PT13
(225)(7.4)

PT3-PT4
(245)(8。 1)

PT13-PT12
250(8.3)

PT4-PT5
240(7.9)

PT12-PTll
245(8.1)

PT5-PT6
230(7.6)

PT5-PT7
238(7.9)

PTll―PT10
217(7.2)

建物梁間

PT6-PT8
240(7.9)

PT6-PT9
246(8.1)

PT7-PT8
230(7.6)

PT7-PT9
235(7.8)

PTユ ーPT15
218(7.2)

PT2-PT15
214(7.1)

PT8-PT10
186(6.1)

PT9-PT10
176(5.8)

PT15-PT14
(240)(7.9)

建物～張り出

し部まで

PTl― PT16
161(5.3)

PT2-PT16
166(5.5)

PT3-PT17
(190)(6.0

PT4-PT18
181(6.0)

PT4-PT19
190(6.3)

PT5-PT20
205(6.8)

PT6-PT21
200(6.6)

PT6-PT22
190(6.3)

PT7-PT21
210(6.9)

PT7-PT22
198(6.5)

張り出し部桁

行

PT16-PT17
235(7.8)

PT17-PT18
241(8.0)

PT17-PT19
245(8.1)

PT18-PT20
239(7.9)

PT19-PT20
235(7.8)

PT20-PT21
213(7.0)

PT20-PT22
225(7.4)

P23か らの梁

間

PT5-PT23
232(7.7)

PT23-PTll
213(7.0)

※右 ( )内の単位は尺。 1尺 =30.3cmで 計算。

第15表 SB04各 ビット間距離一覧表 単位 (cm)
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ピット需
区

径
大

直
最

径

小

直

最
深 さ

最大
出土遺物

遺  物

挿図番号
ピット需

区
径

大

直

最

径

小

直

最
深 さ

最大
出土遺物

遺  物

挿図番号

Pl A・ B2 57.7 上師質土器×2'須恵器Xl 第24図54 P21 B5 土師器×8

P2 B2 土師質土器Xユ P22 B5 土師器Xl

P3 B2 35.6 土師器×3 P23 B5 須恵器×1・ 土師質土器×1

P4 B2 26.5 須恵器×1 P24 B5 土師質土器×2

P5 C2 土師器×2 P25 B5・ 6 土師質土器×7

P6 C2 土師質土器Xl P26 B5・ 6 須恵器Xl

C2 土師器X4 P27 B・ C5 土師器Xl

C2 土師器Xl P28 C5 25.6 土師器Xユ

B3 29.6 土師器×3・ 土師質土器Xユ 第24図60 P29 C5 須恵器Xl・ 土師器XⅢ 土師質
土器×4

P10 B4 15.5 須恵器×1 C5 須恵器×2・ 土師器×1・ 土師質
土器×3

Pll B4 27.9 土師器×3・ 土師質土器Xl C5 土師器X2・ 土師質土器X2

B4 土師器X3 P32 C5 土師器×4・ 土師質土器X14 第24図 55

B4 土師器×10・ 須恵器×2 C5 土師器X3・ 土師質土器X3 第24図
53・ 57

B4 33.0 土師器×4 P34 C5 27.8 土師器×2・ 土師質土器×1

B4 17 土師器×2・ 土師質土器Xl P35 B6 土師質土器×1 第24図 56

B4・ 5 土師器Xl・ 土師質土器Xl 第24図 5ユ P36 B・ C6 土師質土器X〕 第24図 58

P17 C4 土師器×3 P37 C6 土師器×1

P18 C4 須恵器×2・ 上師器×Ⅲ土師質
土器×4 第24図59 P38 C6 20 須恵器Xl

P19 C4 土師器X] 第24図52 P39 C6 29.0 土師器Xl

P20 B5 土師器Xl・ 土師質土器×ユ

第16表 掘立柱建物以外の遺物出土ピットー覧表 単位 (cm)
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第 6章 自然科学的分析

禅定寺遺跡出土木製品の樹種調査結果

ltll吉 田生物研究所

京都造形芸術大学

汐見 真

岡田 文男

1.資料

2.方法

3。 結果

資料は出土した木製品 2点である。

剃刀で木口 (横断面)、 柾 目 (放射断面)、 板 日 (接線断面)の各切片を採取し、プレ

パラー トを作成する。このプレパラー トを顕微鏡で観察して樹種を同定する。

樹種同定結果の表と顕微鏡写真を示し、以下に主な解剖学的特徴を記す。

第 5図 3(柱根)ブ ナ科クリ属クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc。 )

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大導管 (～ 500 μm)が年輪にそって幅

のかなり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小導管が単独ある

いは2～ 3個集まって火炎状に配列している。柾目では導管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。

放射組織は大体において平伏細胞からなり同性である。板日では多数の単列放射組織がみられ、軸

方向要素として導管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分

を占める木繊維がみられる。

以上の組織的特徴からクリと同定した。

第9図 8(柱根)ブ ナ科クリ属クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc.)

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大導管 (～ 500 μm)が年輪にそって幅

のかなり広い子L圏部を形成している。TL圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小導管が単独ある

いは2～ 3個集まって火炎状に配列している。柾目では導管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。

放射組織は大体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単列放射組織がみられ、軸

方向要素として導管、それを取 り囲む短冊型柔細胞の連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分

を占める木繊維がみられる。

以上の組織的特徴からクリと同定した。

【参考文献】

島地謙・伊藤隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 1988年

島地謙・伊藤隆夫「図説木材組織」地球社 1982年

伊藤隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記録 I～Ⅳ」京都大学木質科研究所 1995年～

北村資料・村田源「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」保育社 1979年

【使用顕微鏡】
Nikon h/11CROFLEEX UFX‐ DX Typel15

-63-



禅定寺遺跡出土木製品樹種同定表

資料番号 報告書掲載番号 品名 樹種

188 第 5図 3 柱根 ブナ科クリ属クリ

９

留

つ
じ 第 9図 8 柱根 ブナ科クリ属クリ

第 5図 3(柱根)ブ ナ科クリ属クリ

木 口 ×40

第 9図 8(柱根)ブ ナ科クリ属クリ

柾目×40 板目×40

木口×40 柾 目×40 板目×40
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第 7章 追 補

昭和58(1983)年度八雲幼1稚園移転新築

工事に伴う禅定寺遺跡発掘調査概要報告





口

1.本章は、人雲村の依頼を受けて人雲村教育委員会が昭和58(1983)年 度に実施した八雲村幼稚

園移転新築工事予定地内の埋蔵文化財発掘調査の概要を取 りまとめたものである。

報告書の作成にあたっては、松江市と合併する以前の平成15年度に作成 し、印刷については合

併後の平成18年度に行った。従って、本文の一部に合併前の内容の記述があることをお断りして

お く。

2.本章で扱う遺跡の所在地及び調査面積は次のとおりである。

禅定寺遺跡 島根県松江市人雲町東岩坂110番地外 9筆

本調査面積 A区   約300m2

BoC区  約540m2

3.現地調査期間は次のとお りである。

確認調査  昭和58年 10月 18日 ～12月 10日

本 調 査  昭和59年 1月 12日 ～ 3月 9日

4.調査組織は以下のとおりである。

[昭和58年度]現 地調査

調 査 主 体  八雲村教育委員会  教育長 河ヽ松正雄

調査指導者  村上勇 (現 :広島県立美術館)

調査担当者  宮本徳昭 (社会教育係)

作 業 員  石原粂一、石原貞子、石原茂子、石原常子、石原文夫、石原文雄、石原美智子

石原幸夫、稲田秀夫、岩田悟郎、曽田 稔、為石重徳、外谷幸子、三好澄江

[平成15年度]報 告書作成

調 査 主 体  八雲村教育委員会  教育長 泉和夫

事 務 局  三好淳 (教育次長)、 藤田節子 (嘱託)

調査担当者  川上昭― (社会教育係主任主事)

調査補助員  田中和美 (臨時職員)、 深津光子 (臨時職員)

遺 物 整 理  高尾万里子

5。 本章の作成にあたっては以下の方々から有益なご助言、ご協力、資料の提供を頂いた。記して

感謝の意を表する。(順不同、敬称略。所属は平成15年当時。)

広江耕史 (島根県教育庁文化財課)、 西尾克己・林建亮・池淵俊―・守岡正司 (島根県埋蔵文

化財発掘調査センター)

6。 本章の編集と執筆は、昭和58年度調査の記録を基に上記の協力者の助言を得ながら川上が行っ

た。よって、掘立柱建物跡については現地を確認したわけではなく、図上で復元 したものであ

る。従って、建物跡の軒数等については不正確 といわざるを得ない。

7.本書で使用した方位は磁北を示す。

8。 本書で使用 した遺構記号は次のとお りである。

SB…掘立柱建物跡  P・…ピット  sK・ ―土坑  SD・ 中溝  T・―トレンチ

SX・・コl■格不明遺構

9。 本遺跡出土遺物及び調査記録は松江市教育委員会で保管している。
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第 1節 調査に至る経緯

八雲村では、村北部を中心に昭和48年以降、民間の住宅団地の開発が相次いだ。これに伴い昭和

30年以降減少 していた本村の人口は、住宅団地の開発が始まってから毎年100人 以上の増加が続い

ており、今後も県都松江市のベットタウンとして増加の傾向を示している。同時に、児童数も年々

増加し、既存の教育施設は既に手狭な状態となっている。今後、益々児童数の増加が見込まれてお

り、施設及び環境面の改善が急務となっている。

これに対処するため、人雲村では小学校の増築工事、中学校・学校給食センターの移転改築工事

等が計画された。今回はその第 1番 目として、人雲幼稚園の移転新築工事を実施することとなっ

た。建設予定場所 としては八雲保育所の隣接地にあたる水田・畑地並びに山林部分が選定された。

協議を受けた人雲村教育委員会では、ひとまず開発予定地内の分布調査を実施することとした。

建設予定地周辺は、禅定寺古墳群・禅定寺横穴墓群・禅定寺遺跡が存在 しており、遺跡の密集地帯

として周知されている場所であった。今回の分布調査においては、古墳・横穴等の遺構は確認でき

ず、畑地及び水田の耕作土層中からも遺物等は発見されなかった。しかし、立地や字名から禅定寺

遺跡が開発予定地内まで広がっていると考えられることから範囲確認調査の必要を決定し、その旨

を八雲村に回答 した。

人雲村は、昭和58年10月 6日付けで文化財保護法第57条の 3の手続きをし、それを受けて八雲村

教育委員会も同日付けで文化財保護法第98条 の 2第 1頂の手続きを行った。この後、予想以上に遺

跡の範囲が広がっていたことから調査期間の延長が必要となり、昭和59年 1月 24日 に発掘調査期間

延長の内容変更通知を提出している。

第 2節 調査の経過

調査はまず、遺跡の範囲と性格を把握し、本調査に備える意味での試掘調査を実施している。工

事用基準杭を利用 して直線を設け、これと直交するように10× 10mの グリッドを組み、グリッド毎

に4× 4mト レンチ34本 を設定した。この後、昭和58年10月 18日 から掘削作業に取 りかか り、必要

が認められれば随時 トレンチの拡幅を行っている。範囲確認調査が進展 していくにつれ、遺構・遺

物が予想以上に遺存 してお り、発掘調査期間の延長が必要となった。村 との協議で、発掘調査を最

優先に実施しながら、遺構の検出されなかった トレンチ周辺については工法を変更して工事に入る

こととなった。随時遺構の精査・写真撮影を行い、12月 10日 に試掘調査を終了した。試掘調査の結

果、開発予定地の約 4分の 1に あたる800m2の 範囲で遺物の散布 と柱穴等の遺構が確認されたた

め、引き続き八雲村教育委員会が主体となり本発掘調査を実施することとなった。

本発掘調査は試掘調査結果を基に調査区をA区・B区・C区の 3箇所に分け実施している。昭和

59年 1月 12日 から表土層を重機により除去することから始め、これと併行して 1月 14日 より手掘 り

による掘削作業を開始 した。随時遺構の精査、写真撮影を行い、 3月 9日 に全体写真の撮影と撤収

作業を行い現地での調査を終了した。
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第 3節 遺跡の概要

今回調査を行った禅定寺遺跡は、水田、畑地、及び丘陵斜面に位置している。現地調査では便宜

的に水田をA区、畑地をB区、丘陵斜面をC区の 3つ に分け実施している。レベルは水田に位置す

るA区が最も低 く標高28.25～ 28.75mを測る。B区は標高31.00m前後、C区が標高35。 50m前後であ

る。以下、検出された遺構について区毎に概略を記す。

なお、出土遺物については確認調査時に試掘 トレンチから出上したものか、本調査時に出土した

ものか判断できなかったため、区毎に一括 して取 り扱っている。

＼
キ

＼

C区
＼
＼
＼

開発予定地

0                20m

第45図 調査区配置図 (1:600)

本調査区 (A区)

平成10年度調査区
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1.A区 の調査

A区は標高標高28.25～ 28。 75mを測る水田中に位置する。この場所は第4章で取 り扱った平成10

年度調査区の隣接地にあたる。遺構としては溝状遺構 1本 (SD01)と 76個 のピットが検出されて

おり、ピットの中から掘立柱建物跡 3棟 (SB01～03)を復元することができた。ピット内からは

土師質土器 。中国青磁片などが出土しており、柱根や河原石の根石をもつものもある。また、遺構

外からは須恵器・土師器・備前播鉢 。中国青磁が出上している。

平成10年度調査区

第46図 A区遺構位置図 (1/200)
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lL SB01(第48図 )

調査区の標高28.25～28.75mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並ぶピット6個 (Pl～

P6)があり、これと対応するピットを選び出してSB01と した。南西側の梁間中央の柱 と南東側の

桁行の柱を欠いているが、N-70.5° ―Eを 主軸とする梁間 2間 ×桁行 5間 の建物跡として復元 し

た。梁間 2間 ×桁行 4間 の建物跡としても復元できることから、建物跡が重複している可能性も考

えられる。梁間 2間 ×桁行 5間 として復元した場合の規模は、梁間長4.55と 4.70m、 桁行長12.80

と12.90mで ある。柱間距離は、梁間が2.30～ 2.40m、 桁行が2.50～ 2.65mを 測る。ピットは円形

または楕円形を呈し、現状での規模は長軸径で21～ 59cm、 深さ最大20～ 51cmを測る。SB02・ 03と

切 り合い関係が認められたが、新旧関係は不明である。出土遺物としてはP2よ り上師器、P6よ

り須恵器、Pl～P4・ Pllの底部より根石と考えられる河原石が出土している。

2.SB02(第49図 )

SB01と 床面を共有するように柱の並びがあり、SB02と した。北西側の梁間中央の柱を欠いてい

るが、梁間 2間 ×桁行 2間の総柱となる可能性もある。規模は梁間長4.15と 4.30m、 桁行長6.00と

6,10mを測る。柱間距離は梁間が2.05～2.10m、 桁行が2.97～3.13mを 測る。ピットの現状での規

模は長軸径で22～ 32cm、 深さ最大26～34cmを測る。SB01・ 03と 切 り合い関係が認められたが、新

旧関係は不明である。標高は28。 25～ 28。 75mを 測 り、主軸はN-69° 一Eである。

3.SB03(第50図 )

調査区の標高28。 25～ 28.75mを 測る場所に、南西―北東に向け一直線に並ぶピット5個 (PTl～

PT5)があり、これとほぼ対応するピットを選び出してSB03と した。南西側の梁間と北西側の桁

行の柱を欠いているため、杭列とすべきものかもしれない。梁間 2間 ×桁行 3間、或いは梁間 2間

×桁行 4間 としても復元できるものであり、梁間2間 ×桁行 4間 として復元した場合の規模は、梁

間長7.70m、 桁行長3.40mを測る。柱問距離は梁間側が1.60～ 1.80m、 桁行側が1。 48～2.40mを測

る。ピットの現状での規模は長軸径で26～ 38cm、 深さ最大16～54cmを測る。SB01・ 02と 切 り合い

関係が認められたが、新旧関係は不明である。主軸はN-68° ―Eである。出土遺物 としてはP8・

9の底部より根石と考えられる河原石が出土している。

4.A区出土遺物 (第47図 )

A区からは土師器・土師質土器 。中国青磁・柱根などが出土したという記録が残っているが、現

在A区出土遺物として確認できるものは須恵器76点、備前悟鉢 2点、姿器系壺甕類胴部の破片 1点

だけである。この内、実測可能な須恵器 2点を掲載した。 1は壷底部の破片である。やや丸みをも

つ底部より体部が内湾気味に立ち上がっている。底部外面には「ハ」の字に開くしっかりとした高

台が貝占り付けられており、高台端部に凹面をもつ。調整は内面の底部から体部にかけて回転ナデに

よる凹凸痕が顕著である。底径は9。 4cmを測る。 2は口縁端部が下垂する郭蓋口縁部の破片であ

る。調整は内外面回転ナデである。日径は14.3cmを 測る。

0                10cm

第47図 A区出土遺物実測図 (S事 1/3)
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2.B・ C区の調 査

現地調査では平坦な畑地部分を便宜的にB区、北西向きの緩斜面をC区 として調査を実施 してい

る。しかし、B区 のうち本調査を実施 したのはC区 に隣接 した南東部分だけであ り、ここから検出

された遺構はC区 と一連のものと考えられるため、ここでは一括 して取 り扱うこととした。

B・ C区からは 5つ の加工段が見つかってお り、その平坦面から溝 8本 (SD02～ 09)、 土坑 2個

(SK01・ 02)、 性格不明遺構 2個 (SX01・ 02)と ピット234個 を検出している。検出した多数の柱

穴から24棟 (SB04～27)の掘立柱建物跡を復元 したが、これらは谷側にあたる部分が消失 してお

り、建物の全容を窺えるものは殆どなかった。また、加工段の斜面からも土坑 3個 (SK03～ 05)と

ピット4個が検出されている。以下、各加工段ごとに遺構の概要を記す。

1.第 1加工段

調査区の最高所を南西から北東に向けて横断する加工段であり、標高33.00～ 34.50mを 測る場所

に位置する。今回は加工斜面の下に作 られた平坦部の調査だけを行っている。平坦部の規模は現状

で長さ約40m、 幅約5。 4mを測る。標高は33.75m前 後であ り、南東側が高 く北西側が低い。この平

坦面からは溝 4本 (SD02～ 05)、 土坑 2個 (SK01・ 02)と ピット120個 を検出してお り、ピットの

中から掘立柱建物跡13棟 (SB04～16)を復元した。

溝SD02～05(第51図 ～第54図)第 1加工段平坦面の標高33.75～ 34.25mを 測る位置で溝 4本が

検出された。この内SD02～04は複雑に切 り合っているが、新旧関係は判 らない。これらの溝は掘

立柱建物跡に伴う壁帯溝と考えられ、主軸から推定するとSD02に伴う建物はSB04・ 05・ 06、 SD03

はSB07・ 08、 SD04は SB09・ loと 考えられる。SD05に ついては平坦面の南西に単独で位置 してお

り、ピットも1個 しか検出されていない。規模 と主軸はSD02が長さ10。 68m以上 。幅42.5～ 63.5

cm・ 深さ最大17cm・ 主軸N-31.5° 一E、 SD03が長さ7。 7m以上 。幅26～ 60cm・ 深さ最大14cm・

主軸N-40。 5° 一E、 SD04が長さ8。 89m以上 。幅34～60cm・ 深さ最大1lcm。 主軸N-36° ―E、 SD

05が長さ4.lm以上・幅35～ 65cm・ 深さ最大10cm・ 主軸N-45° ―Eを測る。

SB04(第52図)第 1加工段の標高33.75～ 34.25mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット5個 (Pl～ 5)があり、SB04と した。桁行 4間 の建物 として復元できるものであ り、長

さは5。 15m、 柱間距離は1.20～ 1.35mである。ピットの規模は長軸径で23～ 55cm、 深さ最大11～

86cmを 測る。主軸はN-34° ―Eであり、SD02と ほぼ同方向に伸びるものである。

SB05(第52図)第 1加工段の標高33.75～ 34.25mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P6～ 9)があり、SB05と した。桁行 3間の建物として復元できるものであり、長

さは6.Om、 柱間距離は1.85～2.lmで ある。ピットの規模は長軸径で22～ 53cm、 深さ最大12～ 65

cmを測る。主軸はN-37.5° 一Eであり、SD02と ほぼ同方向に伸びるものである。

SB06(第 52図 )第 1加工段の標高33.25～ 34.25mを測る場所に、南西 ―北東に向け等間隔に並

ぶピット5個 (P10～14)と これに直交するピットがあり、SB06と した。桁行 4間 ×梁間 2間の建

物として復元できるものであり、長さは梁間3.8m、 桁行4.6m、 柱間距離は桁行1.05～ 1.25mで あ

る。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状での規模は長軸径で24～45cm、 深さ最大21～

67cmを 測る。主軸はN-30。 5° ―Eであり、SD02と ほぼ同方向に伸びるものである。
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第51図 B・ C区遺構位置図 (S=1/200)
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SB07(第53図)第 1加工段の標高33.25～ 34.00mを測る場所に、南西 ―北東に向け等間隔に並

ぶピット5個 (Pl～P5)と これに直交するピット2個 (P6。 P7)があり、SB07と した。桁行

4間 ×梁間 1間の建物 として復元できるものであり、長さは梁間3.2と 3.5m、 桁行4.45と 4.65m、

柱間距離は桁行1.10～1.25mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 しており、現状での規模は長

軸径で25～ 43cm、 深さ最大 9～67cmを 測る。主軸はN-36° 一Eであり、SD03と ほぼ同方向に伸び

るものである。遺物としてはPlよ り根石と考えられる河原石が出土している。

SB08(第53図)第 1加工段の標高33.75～ 34.00mを測る場所に、南西 ―北東に向け等間隔に並

ぶピット5個 (P8～P12)があ り、SB08と した。桁行 4間の建物 として復元できるものであ り、

長さは4.7m、 柱間距離は1.15～ 1.20mである。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状で

の規模は長軸径で21～ 59cm、 深さ最大17～ 67cmを測る。主軸はN-39.5° 一Eであり、SD03と ほぼ

同方向に伸びるものである。
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SB09(第 54図 )

第 1加工段の標高33。 75～

34.00mを 測る場所に、南

西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (Pl～P4)

があ り、SB09と した。桁

行 3間の建物として復元で

きるものであ り、長 さは

4.Om、 柱間距離は1.15～

1.45mで ある。ピットは円

形または楕円形を呈 してお

り、現状での規模は長軸径

で23～ 28cm、 深 さ最大

9～51cmを 測る。主軸は

N-36° 一Eであ り、SD04

とほぼ同方向に伸びるもの

である。

SB10(第54図 )

第 1加 工 段 の 標 高

33.25～ 34.00mを 測る場所

に、南西―北東に向け等間

隔 に並ぶ ピッ ト4個 (P

5～P8)と これに直交す

るピット1個 (P9)があ

り、SB10と した。桁行 3

間、梁間 1間の建物として

復元でき、長さは梁間2.2

m、 桁行6.8m、 桁行側の

柱間距離は2.25～2.30mを

測る。ピットは円形または

楕円形を呈 しており、規模

は長軸径で26～ 33cm、 深

さ最大20～ 59cmを 測 る。

主軸はN-38° 一Eであ り、

SD04と ほぼ同方向に伸び

るものである。
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SBll(第55図 )第 1加工段の標高33.75～ 34。 25mを 測る場所に、南南西―北北東に向け等間隔

に並ぶピット4個 (Pl～P4)があ り、SBllと した。桁行 3間の建物として復元できるものであ

り、長さは6.4m、 柱間距離は2.1～ 2。 25mである。ピットは円形または精円形を呈 してお り、現状

での規模は長軸径で34～80cm、 深さ最大11～ 60cmを測る。

SB12(第55図 )第 1加工段の標高33.75～ 34。 25mを 測る場所に、南南西―北北東に向け等間隔

に並ぶピット4個 (P5～P8)があ り、SB12と した。桁行 3間の建物 として復元できるものであ

り、長さは5.65m、 柱間距離は1.85～1.95mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 しており、現

状での規模は長軸径で30～65cm、 深さ最大 9～57cmを測る。主軸はN-23° 一Eである。

SB13(第56図 )第 1加工段の標高33.25～ 33.75mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (Pl～P3)と これに直交するピット1個 (P4)があ り、SB13と した。桁行 2間

×梁間 1間の建物として復元できるものであり、長さは梁間1.7m、 桁行 5m、 柱間距離は桁行2.5

mである。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状での規模は長軸径で24～ 38cm、 深さ最

大 8～39cmを測る。主軸はN-45。 5° 一Eであり、SB14と ほぼ同方向を向くものである。

SB14(第56図)第 1加工段の標高33.25～ 33。 75mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (P5～P7)と これに直交するピット1個 (P8)があり、SB14と した。桁行 2間

×梁間 1間の建物として復元できるものであ り、長さは梁間2.Om、 桁行3.95m、 柱間距離は桁行

1。 95～ 2,05mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状での規模は長軸径で22～49

cm、 深さ最大17～78cmを測る。主軸はN-48.5° 一Eであり、SB13と ほぼ同方向を向くものである。

SB15(第56図 )第 1加工段の標高33.25～ 33.75mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (P10～ P12)と これに直交するピット1個 (P9)があ り、SB15と した。桁行 2間

×梁間 1間の建物として復元できるものであり、長さは梁間1.55m、 桁行4。 30m、 柱間距離は桁行

2.15～2.20mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状での規模は長軸径で29～49

cm、 深さ最大21～48cmを 潰1る 。主軸はN-31° 一Eである。

SB16(第56図 )第 1加工段の標高33.25～ 33.75mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P13～16)があり、SB16と した。桁行 3間 の建物 として復元できるものであり、長

さは5。 5m、 柱間距離は1.80～ 1.90mである。ピットは円形または楕円形を呈してお り、現状での

規模は長軸径で28～ 36cm、 深さ最大12～60cmを測る。主軸はN-45° ―Eである。
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SK01(第57図)第 1加工段平坦面の標高33.25～ 33.75mを 測る位置で検出された土娠である。

平面形は長方形を呈 し、主軸はN-18° 一Eである。規模は長辺1.24m、 短辺0.89m、 深さ最大25.0

cmを測る。遺物 としては埋土中より鉄製角釘 4点が出土 している。深さの浅い点が気になるが、

座棺墓の可能性が考えられる。

SK01出土遺物 (第58図)3～ 6は鉄製角釘である。 3は完形であり、頭部は折 り曲げられ、先

端部分は先細 りに仕上げられている。折れ曲がっているため引き延ばしての計測はできないが、本

来は全長約 4cm程度のものと考えられる。先端付近には本質が残存 している。 4・ 5は頭部の破

片であり、頭部は折 り曲げられている。 4は残存長5.Ocm、 5が4.7cmを 測る。 6は先端部分の破

片であり、先細 りに仕上げられている。残存長3.lcmを測る。全体に木質が残る。

SK02(第57図 )第 1加工段平坦面の標高33.25～ 33,75mを 測る位置で検出された焼土坑であ

る。平面形は隅丸方形を呈 し、長辺0。 86m、 短辺0.68m、 深さ最大57cmを 測る。平坦な底部より

壁は垂直に近 く立ち上がってお り、壁面は熱を受け赤変 している。SB16のP15、 SB15のP12と 切 り

合っており、調査 日誌にはこれらのピットよりも古いという記載がある。
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2.第 2加工段

調査区のほぼ中央を南西から北東に向けて横断する加工段であり、南東側の斜面は第 3加工段の

斜面へと続 く。また、第 4加工段・第 5加工段の斜面とも切 り合っているが、いずれも新旧関係は

判らない。北東側の斜面は平面「L」 字状にカットしてあり、屈曲して南西側へ伸びている。斜面

の下には平坦面が作 られてお り、溝 1本 (SD06)と 多数のピットを検出した。平坦面での標高は

30.50～ 31。 25mであり、第 1加工段平坦面との比高差は約2.75mを測る。斜面からも性格不明の土

坑 3個 (SK03～05)を 検出しているが、この加工段に伴うものではないと考えられるため、「6。 そ

の他の遺構」の頂で取 り扱った。

溝SD06(第59図)第 2加工段平坦面の標高30.50～31.25mを測る場所から検出されたものであ

り、南西から北東のN-37° 一Eに向けて伸び、中途で「く」の字に屈曲してN-40° 一Wの南西側

へ向きを変える。加工段の斜面に沿って巡るものであり、現状での規模は長さ約9.5m、 幅23～70

cm、 深さ最大35cmを測る。建物跡に付随する壁帯溝と考えられ、溝の西側からは掘立柱建物跡 4

棟 (SB17～ 20)を 復元した。

SB17(第59図)第 2加工段の標高30。 75～ 31.25mを 測る場所に、南南西―北北東に向け等間隔

に並ぶピット4個 (Pl～P4)があり、SB17と した。桁行 3間の建物として復元できるものであ

り、長さは4.3m、 柱間距離は1.35～1.6mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状

での規模は長軸径で22～ 34cm、 深さ最大25～ 39cmを測る。主軸はN-27.5° 一Eである。

SB18(第59図)第 2加工段の標高30。 75～31.25mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P5～P8)があり、SB18と した。桁行 3間 の建物 として復元できるものであ り、

長さは4.75m、 柱間距離は1。 40～ 1.85mである。ピットは円形または楕円形を呈してお り、現状で

の規模は長軸径で17～33cm、 深さ最大15～57cmを測る。主軸はN-39° ―Eであり、SD06の南西―

北東の軸とほぼ同方向に伸びるものである。

SB19(第59図)第 2加工段の標高30。 50～ 31.00mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (P9～Pll)と これに直交するピット1個 (P12)があり、SB19と した。桁行 2間

×梁間 1間の建物として復元できるものであり、長さは梁間2.30m、 桁行5。 lm、 柱間距離は桁行

2.50～2.60mで ある。ピットは円形または楕円形を呈 してお り、現状での規模は長軸径で19～ 45

cm、 深さ最大26～32cmを測る。主軸はN-48° 一Eであり、SD-05と ほぼ同方向に伸びるものであ

る。

SB20(第59図)第 2加工段の標高30.50～31.00mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (P13～P15)があ り、SB20と した。桁行 2間 の建物 として復元できるものであり、

長さは4.72m、 柱間距離は2.25～2.50mで ある。ピットは円形または精円形を呈してお り、現状で

の規模は長軸径で42～50cm、 深さ最大28～ 50cmを測る。主軸はN=39° ―Eである。

3機 第 3加工段

調査区のほぼ中央を南西から北東に向けて伸びる加工段であり、北東側の斜面は第 2加工段の斜

面と繋がっている。図面を観察する限りでは斜面下に長さ18。 lm、 幅2.25mを 測る平坦面が作 られ

ている。しかし、記録写真やレベルからは平坦面と呼ぶには若干傾斜がきつ く起伏もある。ピット

等の遺構 も検出されていないことから、本来は第 4加工段の加工斜面であったものが浸食や開墾に

より崩れたものと思われる。
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4日 第 4加工段

調査区の南西側で検出された加工段であり、南西―北東方向へ向け伸びている。斜面の下には平

坦面が作 り出されてお り、検出した範囲での規模は長さ約20m、 幅2.0～2.45mを 測る。この平坦

面からは溝 2本 (SD07'08)、 掘立柱建物跡 6棟 (SB21～26)と 多数のピットが検出された。第

4加工段の加工斜面と第 2加工段の加工斜面とは切 り合っている。また、第 5加工段によって平坦

面が削られているようだが、いずれも新旧関係は不明である。平坦面での標高は31.00～ 31.75mを

測 り、第 1加工段平坦面との比高差は約2.5m、 第 2・ 第 5加工段 との比高差は約0。 25mを測る。

溝SD07・ 08(第60。 61図 )第 4加工段の平坦面からは2本の溝が検出された。加工斜面と平行

に南西―北東方向に伸びるものであり、北東側は斜面下方にあたる北西に向け屈曲している。その

主軸はSD07がN-48.5° ―E、 SD08がN-47.5° 一Eであり、ほぼ一直線となっている。規模はSD07

が長さ約1lm、 幅50～ 92cm、 深さ最大15cm、 SD08が長さ約10。 2m、 幅55～ 80cm、 深さ最大12cm

を測る。位置関係から推定するとSD07に伴う建物がSB21、 SD08に 伴うものがSB26と 考えられる。

SB22～25についてはどちらとも判断しがたい。

SB21(第60図 )第 4加工段の標高31.00～31.50mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット3個 (Pl～P3)と これに直交するピット3個 (P4～ 6)があり、SB21と した。桁行

2間 X梁間 2間の建物 として復元できるものであり、長さは梁間2.60m、 或いは3.20m、 桁行6.0

m、 柱間距離は桁行3.Omである。ピットの規模は長軸径で28～ 60cm、 深さ最大13～ 57cmを 測る。

主軸はN-48.5° ―Eであり、SD07と ほぼ同方向に伸びるものである。

SB22(第60図 )第 4加工段の標高31.25～31.75mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P7～P10)があり、SB22と した。桁行 3間の建物 として復元できるものであ り、

長さは4.45m、 柱間距離は1.40～ 1.50mである。ピットの規模は長軸径で22～ 32cm、 深さ最大

15～34cmを測る。主軸はN-48° ―Eであり、SD07・ 08と ほぼ同方向に伸びるものである。

SB23(第60図)第 4加工段の標高31.00～31.50mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (Pll～P14)があり、SB23と した。桁行 3間の建物 として復元できるものであり、

長さは4。 9m、 柱間距離は1.55～1.65mである。ピットの規模は長軸径で18～ 38cm、 深さ最大 5～

32cmを測る。主軸はN-48° 一Eであり、SD07・ 08と ほぼ同方向に伸びるものである。

SB24(第60図 )第 4加工段の標高31,00～31.50mを測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P15～P18)があり、SB24と した。桁行 3間の建物 として復元できるものであり、

長さは6.8m、 柱間距離は2.20～2.30mで ある。ピットは円形または精円形を呈 しており、現状で

の規模は長軸径で20～ 34cm、 深さ最大29～60cmを測る。主軸はN-54.5° 一Eである。

SB25(第60図 )第 4加工段の標高31.00～31.50mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット4個 (P19～P22)があり、SB25と した。桁行 3間の建物 として復元できるものであり、

長さは6.36m、 柱間距離は2。 10～2.16mで ある。ピットは円形または楕円形を呈してお り、現状で

の規模は長軸径で21～ 28cm、 深さ最大23～32cmを測る。主軸はN-54.5° ―Eである。

SB26(第61図 )第 4加工段の標高31.00～31.50mを 測る場所に、南西―北東に向け等間隔に並

ぶピット5個 (Pl～P5)があり、SB26と した。桁行 4間の建物 として復元できるものであり、

長さは8.26m、 柱間距離は1.60～ 2.50mで ある。ピットの規模は長軸径で31～ 45cm、 深さ最大

14～50cmを測る。主軸はN-46.5° 一Eであり、SD08と ほぼ同方向に伸びるものである。
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※ピット内の網掛けはSB21、 SB24を 示す。
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第60図 SD07、 SB21～25実測図 (S=1/80)
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第61図 SD08、 SB26実測図 (S=1/80)
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5.第 5加工段

第 4加工段の北西側に位置する加工段であり、南西か

ら北東方向に向け伸びている。斜面下には平坦面が作 り

出されてお り、ここから溝 1本 (SD09)、 性格不明遺構

2個 (SX01・ 02)と 多数のピットを検出した。第 2加

工段の加工斜面と第 4加工段の平坦面と切 り合っている

が、新旧関係は判 らない。平坦面での標高は30。 75～

31.25mを測 り、第 2加工段の平坦面とほぼ同レベルに

位置している。第 4加工段の平坦面 とは比高差約25cm

を測る。

溝SD09(第62図 )第 5加工段平坦面の標高31.00～

31.25mを 測る位置で検出されたものであ り、南西から

北東のN-45.5° 一Eに 向けて伸び、北東側でほぼ直角に

折れ曲が り斜面下方となるN-42° 一Wの南東側へ向き

を変える。加工段の斜面と平行に伸びるものであり、規

模は長さ約9.50m、 幅20～ 47cm、 深 さ最大17cmを 測

る。溝の西狽1で掘立柱建物跡 1棟 (SB23)を 復元した。

SB27(第 62図)第 5加工段の標高31.00～ 31。 25mを

測る場所に、南西一北東に向け等間隔に並ぶピット3個

(Pl～P3)と これに直交するピット1個 (P4)があ

り、SB27と した。桁行 2間 ×梁間 1間 の建物 として復

元できるものであ り、長さは梁間1.95m、 桁行4.55m、

柱間距離は桁行2.15～2.40mで ある。ピットの規模は長

軸径で29～30cm、 深さ最大13～ 26cmを測る。主軸はN
-46° ―Eであり、SD09と ほぼ同方向に伸びるものである。

uJ09 Ⅲ81σ

6.その他の遺構

SK03(第 63図)第 2加工段の標高31.75～ 32.50mを測る加工斜面から検出された土坑である。

平面形は上部が隅丸の長方形、底部が長方形を呈し、上縁の長軸1。 48m、 短軸1.02m、 底部の長辺

0.95m、 短辺0。 65m、 深さは最大で1.04mを測る。底部中央に小ピットがないものの、形態等から

落とし穴かSK01と 同様の座棺墓と考えられる。

SK04(第 63図)第 2加工段の標高31.50～ 32.00mを測る加工斜面から検出された土坑である。

平面形は隅丸の長方形を呈 し、上縁の長軸0。 76m、 短軸0.40m、 深さ最大63cmを 測る。底部中央

には直径16cm、 深さ最大23cmを 測る小ピットが開けられていることから落とし穴かもしれない。

SK05(第63図)第 2加工段の標高31.25～ 32.00mを測る加工斜面から検出された土坑である。

長方形の長辺中央部に溝状の施設が付随する。写真を見る限りでは、天丼部が崩れた横穴墓の羨道

から玄室部分といった印象を受ける。横穴墓とした場合、羨道は現状で長さ0。 9m、 幅0。 51～ 0。 65

mを測る。玄室はやや歪な長方形を呈 し、長辺193cm、 短辺143cmを 測る。開口方向は北西方向の

N-41° 一Wである。
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第62図  SD09、 SB27実測図 (S=1/80)
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フ.BoC区 出土遺物 (第64・ 65図 )

7～ 9は須恵器である。 7は受け部をもつ郭身であ り、日縁端部内面に段を有する。調整は底部

外面が丁寧な回転ヘラケズリ、その他には回転ナデが施されている。法量は口径11.5cm、 受部径

12.5cm、 最大径13。 5cmを 測る。C区 より出上 した。時期は大谷編年の出雲 2期 と考えられる。 8

は長頸瓶である。底部は平底で高台が貝占り付けられ、胴部は上方に最大径をもつ。口顎部は胴部か

ら僅かに窄んで立ち上がった後、大きく外反する。顎部外面に2条の沈線が施されてお り、底部の

切 り離 しは回転糸切 りである。法量は口径11.3cm、 底径8。 9cm、 器高22.Ocmを測る。C区 より出

土した。時期は高広ⅢB期 に相当し、 7世紀末から8世紀前葉頃と考えられる。 9は大奏口縁の破

片である。斜め上方に向け立ち上が り、端部は外方に折 り曲げられている。外面は沈線で区画さ

れ、区画面には波状文が施されている。口径47.Ocmを 測る。B区 より出土した。

10～ 15は土師質土器底部の破片である。10～ 13は無高台のものであり、いずれもB区 より出上 し

ている。底部の切 り離しは10が静止糸切 り、その他のものは風化が著しく不明である。底径は10が

5。 4cm、 11が7.4cm、 12が9.5cm、 13が不明である。14。 15は 高台をもつものであり、C区 より出

土 している。高台端部を欠 くため、径を復元することはできなかった。 16～ 18は 国産陶器であ

り、いずれもB区 より出上している。16は全器系の奏口縁

部の破片である。口縁端部が上下に拡張されたいわゆる

「N字状口縁」をもつものであり、常滑焼の編年では 6a型

式に比定されている。時期は13世紀頃と考えられる。17は

越前焼の指鉢である。合部は斜上方に真っ直ぐに立ち上が

り、口縁部を内湾させた後、端部を僅かに外反させる。口

縁部内面に 1条の沈線をもち、ここより下に6本 1組みの

条溝が刻まれている。口径32.5cmを 測る。時期は戦国か

らつヒ山時代 (15～ 16世紀か)の ものと考えられる。18は備

前焼の構鉢である。平坦な底部より体部が斜め上方に向け

伸び、内面には 7本 1組の条溝が放射状に刻まれている。

底径16。 3cmを 測る。

19は 中国青磁の稜花皿である。体部が大きく開き気味に

立ち上が り、口縁付近で更に開く。波状の口縁をもち、内

面には文様が描かれている。口径は小片のため不明であ

る。B区 より出上した。時期は15～ 16世紀。

20は 素焼 きの尊である。平面は方形を呈 し、厚 さは3.0

cmを測る。焼成不良のため表面が風化 してお り調整は不

明である。色調は灰白色を呈 し、胎土に0。 2～ 0.7cmの砂

粒を多 く含む。

0              10cm

BoC区遺構外出上遺物実測図

(S=1/3)
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3.出土地 点不 明遺物 (第 66～68図 )

ここでは、昭和58年度の発掘調査で出上した遺物のうち、どの調査区から出土したものか判らな

い遺物を取り扱う。

土師器 (第66図21・ 22)21・ 22は 口縁が外反する奏である。風化のため外面の調整は判らないが、

内面の顎部以下に縦方向のヘラケズリが観察できる。口径は21が26.4cm、 22が23.2cmを測る。

中世須恵器 (第66図 23)23は奏底部である。平坦な底部より体部が斜上方に向け立ち上がり、内

面底部付近には指頭圧痕が巡る。切 り離しは静止糸切りである。底径25.6cmを測る。

上師質土器 (第66図 24～26)24は 皿である。体部と底部の境が強いナデにより段をなし、体部は

逆「ハ」の字状に短く立ち上がっている。底部の切 り離しは糸切 りである。口径7.5cm、 底径4.0

cm、 器高2.2cmを測る。25は口縁部の破片である。斜め上方に向け直線的に立ち上が り、端部を

丸くおさめる。口径13.2cmを測る。26は 無高台の底部片である。底径は5。 2cmを測 り、切 り離し

には回転糸切 りが施されている。

国産陶器 (第66図 27)27は備前焼の信鉢である。体部は斜上方に向け立ち上がり、端部は肥厚さ

れ面をもつ。内面には7条 1組の条溝が刻まれている。中世 3期。14世紀中葉～15世紀前葉。

貿易陶磁 (第66図 28～31)28は 中国白磁の四耳壷か、水注と考えられる。口顕部は口縁に向けや

やすぼんで立ち上がり、口縁部で外反し、端部は外方に折 り返されている。口径11。 2cmを測る。

11世紀後半から12世紀頃と考えられる。29は 中国青磁碗の底部の破片である。しっかりとした高台

をもつもので、畳付けと高台内面は無釉である。底径5.8cmを測る。14～ 15世紀頃のものと考えら

れる。30は 中国製黒釉陶器碗である。体部は内湾気味に立ち上が り、日縁部に括れをもつ。日径

11.8cmを 測る。16世紀初頭までのもの。31は 中国南方産の瓶である。平坦な底部より体部はやや

丸みをもって立ち上がっており、底部外面に回転糸切 り痕を残す。にぶい橙色の素地に黒褐色の釉

が施されているが、底部は無釉である。底径2.9cmを測る。16世紀代のものと考えられる。

尊 (第67図32)32は素焼の痺である。平面は方形を呈し、厚さは2.7～2.8cmを測る。表面は風化

しており、調整は不明である。色調は灰白色を呈し、胎土に0。 2～ 0。 7cmの砂粒を多く含む。

鉄器 (第67図33・ 34)33は 鎌である。先端付近で刃部・棟ともに大きく曲がる。残存長8.7cm、 幅

3.Ocm、 厚さ最大0。 3cmを測る。34は刀子である。刀身関は両関で、刀身長14。 2cm、 刀身幅1.4cm、

厚さ0.4cmを測る。茎は長さ1.35cmで、茎尻の幅1.lcm、 厚さ0.3cmを 測り、断面は方形を呈する。

石器 (第67図35・ 36)35は挽臼であり、茶自の下臼と考えられる。高台内を除く外面部は丁寧に

研磨されており、所々に擦痕が観察できる。自部上面の溝は単位あたり8本以上の条溝が 7～ 8

mm間隔で刻まれている。全体に摩減しており、深さは0.5～ lmm程度である。臼部直径は18.3

cm、 高さ3.7cmを測る。受鉢は大部分が欠損しており、口縁部の形態や直径は判らない。浅い皿

状と考えられ、現状での深さは最大で1.lcmを測る。高台は高さ4.7cm、 直径28.5cmを 測るもの

であり、高台内には幅3.3cmを測る畳付け状の平坦部が巡る。その内側は盤で荒く削られ1.lcmの

深さに掘り窪められている。中央部には直径 5cmの穴が穿たれ、心孔に通じている。36も 石製挽

臼である。直径18.7cmを 測 り、35と ほぼ同じであるが、高さが7.2cm以上もあり、同一個体では

ない。恐らく35に伴う上自の破片と考えられる。側面は丁寧に研磨されており、下面の条溝は6～

8。 8mm間隔で刻まれている。小片のため単位あたりの本数は確定できなが、現状では9本観察で

きる。
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第66図 出土地点不明遺物実測図 (S-1/3)
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第67図 出土地点不明遺物実測図 (嬉1/3・ 鉄器1/3,石器1/4)
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第 4節 まとめ

昭和58年度に行った禅定寺遺跡の調査は、水田中のA区 と丘陵及び平坦部のB・ C区の 2つ にに

分け本調査が行われている。ここでは若干の補足説明を加え、まとめとしたい。

A区からは溝状遺構 1本 (SD01)、 掘立柱建物跡 3棟 (SB01～ 03)と 多数のピットが検出されて

いる。建物跡の覆土からは須恵器・土師器・備前橋鉢 。中国青磁が出土し、ピット内からは土師質土

器。中国青磁片などが出土したという。しかし、遺物の出土状況など判然とせず、遺構の時期等は

不明といわざるを得ない。但し、この調査区は平成10年度調査区に隣接する水田中に位置してお

り、第 4・ 5章の掘立柱建物跡等と不可分の関係にあったと考えられる。なお、平成10年度調査区と

同様に整地層上に掘立柱建物跡が建っていたと考えられるが、詳細は不明である。

次に、B,C区からは5つ の加工段 (第 1～第 5加工段)が検出され、これらの平坦面からは溝

8本 (SD02～09)、 土坑 2個 (SK01・ 02)、 性格不明遺構 2個 (SX01・ 02)と ピット234個 を検出

している。検出した多数の柱穴から24棟 (SB04～27)の掘立柱建物跡を復元したが、これら加工

段や加工段平坦面から検出された遺構の時期や切 り合いの新旧関係は不明である。各加工段から検

出された遺構の内訳は次のとおりである。

※出土遺物の中には試掘調査で出上した遺物も含まれている。

遺構のうち加工段と溝、及び掘立柱建物跡は密接な関係にあるようである。基本的に丘陵斜面を

断面「L」 字状にカットして平坦面を作 り出し、壁際には壁帯溝が巡っている。掘立柱建物跡は、

この加工段及び壁帯溝と平行に桁行を配置しているが、斜面下側となる桁行と梁間のピットは殆ど

検出されていない。出雲地域においてこのような掘立柱建物の構築手法は弥生時代から比較的よく

みられるものであり、各小地域ごとに竪穴住居と掘立柱建物の割合に時期差が存在することが指摘

されている。BoC区からは竪穴住居は検出されておらず、掘立柱建物のみによって構成されてい

る。古墳時代では、掘立柱建物が居住用の主要な建物になるのは7～ 8世紀に入ってからであるこ

とが指摘されている。出土した遺物は量的には高広ⅢA・ B期 (7世紀中頃から8世紀前半頃)の

須恵器蓋郭と高広ⅣA期 (8世紀代)の郭身が中心であるが、土師質土器や中世陶磁器の割合も高

い。現時点では7世紀以降の集落跡としておきたい。

第17表 BoC区各加工段検出遺構一覧表

加工段 溝 (壁帯溝) 掘立柱建物跡 土坑 ピット 出土遺物

第 1加工段
平坦部

4本

SD02 SB04・ 05・ 06

13棟 SK01・ 02 2個 多数
第20表調査C区出土遺物

SD03 SB07・ 08

SD04 SB-09・ 10

SD05

SBll・ 12・ 13・ 14・ 15'16

加工斜面

第2加工段
平坦部 1本 SD06 SB17・ 18。 19・ 20 4オ東 多数 第19表調査B区出土遺物

加工斜面 SK03・ 04・ 0513個 4個 第20表調査C区出土遺物

第3加工段
平坦部 第20表調査C区出土遺物

加工斜面 第20表調査C区出土遺物

第4加工段
平坦部 2本

SD07

剖
SB22 4々 5 6お東 多数 第19表調査B区出土遺物SD08

加工斜面

第5加工段
平坦部 1本 SD09 SB27 1オ東 SX01・ 02 2個 多数

第19表調査B区出土遺物
加工斜面
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第18表 昭和58年度禅定寺遺跡発掘調査A区遺物数量表

弥生土器 土師器 須恵器 中世須恵器 土師質土器 土製品 中国青磁 中国白磁 中国青花

中国天目 中国褐釉 国産陶磁器
(中 近世)

不明陶磁器・
近代陶磁器等 鴬 合 計

第19表 昭和58年度禅定寺遺跡発掘調査B区遺物数量表

弥生土器 土師器 須恵器 中世須恵器 土師質土器 土製品 中国青磁 中国白磁 中目青花

5 4 1

中国天目 中国褐釉 国 産 円 板 喬

(中 近世)

不明陶磁器・
近代陶磁器等 尊 合計

1 5 1

弥生土器 土師器 須恵器 中世須恵器 土師質土器 土製品 中国青磁 中国白磁 中国青花

中国天日 中国褐釉
国産陶磁器
(中近世)

不明陶磁器・
近代陶磁器等 尊 合計

4

第20表 昭和58年度禅定寺遺跡発掘調査C区遺物数量表

第22表 昭和58年度禅定寺遺跡出土中世陶磁器一覧表

第21表 昭和58年度禅定寺遺跡発掘調査調査出土地点不明遺物数量表

弥生土器 土師器 須恵器 中世須恵器 土師質土器 土製品 中国青磁 中国白磁 中国青花

1 ユ 1 7 5

中国天目 中国褐釉 国産陶磁器
(中近世)

不明陶磁器。

近代陶磁器等 尊 合計

2 3 2

青磁碗 青磁皿雰

蓮B0 蓮Bl 蓮B2 蓮B3 蓮B4 雷Cl 雷C2 雷C3 龍D 龍E 皇
爪 不明その他 龍 Ⅳ 稜花ハ稜花B 不 明

その他

1

破片 5

盤 1

蓮弁文 3

1

白磁皿 青花碗 青花皿

A B C D El E2 不 明
その他 B C D E 華南

不 明
その他 Bl C 華南C B2 E 不明

その他

1

天 目 褐釉 その他の中国製品 中国製品合計
朝鮮王朝

東南アジア 国産品・その他 備 考
碗 皿 瓶 不 明

3

(黒釉 2・

褐釉 1)

白磁四耳壷または水

注 3

中世前半(12世紀代)

の白磁破片 2

器種不明褐釉陶器 2

褐釉茶入 1

尊 5

備前橋鉢 15

備前壷養類 16

越前精鉢 2

姿器系奏 15

肥前系陶器(砂 目)1
肥前系陶器(灰釉碗)1
肥前系陶器(鉢)2
肥前系磁器(広東碗)1
肥前系磁器(陶胎)1
肥前系磁器(その他)6
中世須恵器整 1

その他不明

陶磁器・近

現代の陶磁

器等 25
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[註]

註 1 底部に糸切 りをもつ中世土師器を便宜的に土師質土器とした。(P-71)

註 2 大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌第11集』1994年 3月 (P-89)

註 3 島根県教育委員会『高広遺跡発掘調査報告書』一和田団地造成工事に伴う発掘調査- 1984年 3月 (P-89)

註4 中世土器研究会編『概説中世の土器・陶磁器』真陽社 1995年 (P-89)

註 5 越前古陶とその再現一九右衛門窯の記録一 平成 6年 8月  出光美術館 (P-89)

小原貴樹「米子平野出上の中世陶磁器」『松江考古第8号』1992年 12月  松江考古学談話会 (P-89)

註 6 貿易陶磁研究集会四国大会資料集 『城館出土の貿易陶機器』 一織豊前夜の西国大名と貿易―

2000年 6月  日本貿易陶磁研究会 (P-89)

註 7 乗岡実『備前焼播鉢の編年について』第3回中近世備前焼研究会資料 2000年 11月  中近世備前焼研究会

乗岡実『中世備前焼橋鎌・奏の編年案』2002年 1月 (P-91)

註8 註 4と 同じ。(P-91)

註 9 上田秀夫「14～ 16世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究』NO。 2 1982年 (P-91)

註10 島根県教育委員会『柳 Ⅱ遺跡・小久白墳墓群・神庭谷遺跡』

一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 西地区Ⅳ 1996年 8月 (P-94)

[参考文献]

・岡田善治「会見町・浅井土居屋敷跡の陶磁器」『松江考古第8号』1992年 12月  松江考古学談話会

・島根県教育委員会 Fオノ峠遺跡』一般国道9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書� 1993年 3月

。人重樫忠郎『平泉出土の輸入陶磁』貿易陶磁研究NO。 16 1996年

・『石台遺跡』―馬橋川河川改修に伴う発掘調査報告一 島根県教育委員会 1986年 3月
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図版 2
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図版 6
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図版 10
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SB-01～04、 SK-01出土遺物
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図版 20(日召和58年度調査区)
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図版 21(昭和58年度調査区)

■革
(IⅢ

ミ:■|
■ミ

B・ C区調査後全景 (南西から)



図版 22(昭和58年度調査区)
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